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補章市民関与のあり方とは

補，1 はじめに

本研究の本編では、インフラ設備における市民の関わりに関してその実態を調査し、紛争の発生及びそ

の発展・衰退の過程について分析を行った3ただし、これらの分析の基本的な前縫は‘あくまでも客観的・

中立的な?見直lこ立つことであったところで、本編の第 i章において間組哲織としたのは、紛争の発生・

深刻化;こ主る交渉の停滞・長期化であったそして、それに対し、客観的な調蕊及び分折に基づいて、

i!Pを7.ムーズに進める施策の一つどしての市民関与の効果を検討してきたニれは、トラブルの発生を極

力抑制'rるという理念が‘最低限の正義として社会に支持されうる考え方であると、筆者が判断したため

である

ところが、現実社会では、段々な立場の人々が、様々な根処に基づいて、市民関与のあり方について論

じている一部には、議論が混乱しているとさえ言われる。たとえば、インフラ設備事業において、市民

関与が必要であるという論者の主張の恨拠を列挙すると次の主うになる

い発生した紛争を解決できるから

令市民への情報公開の一手段となるから

宮J事業者 ・行政が市民の情報を収集できるから

1行政が市民からの信頼を回復できるから

雪サイレントマジョリティを参加させることができるから

E新たな意志決定方法となりうるから

7計画内容を改善することができるから

き直接民主主義会実現することが可能となるから

駒市民の生援学習の一貫として機能しうるから

)01紛争の発生を未然に防ぐことができるから

II社会的弱者を救済することができるから

他にもまだまだあるかも知れなし功、だが、このような主張は、ある蔀ではどれも真実であるものの、

前提としている考えや、立場がぱらぱらで混沌としている包いかに、議論が交錯しているかが理解できる

であろう。

そこで、本撃では、まず既往の市民関与に対するさまぎまな考え方を盤J!llし、各々の考え方が俣拠とす

る主義・理念について考察を行う次に、市民関与の意義について、社会環境などの諸条件を考慮.しつつ

著者の意見を述べることとする
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補 2 市民関与をめぐる考え方の整理 | 炉レトは『方法序説』の中で、 Fたくさんの部品を寄せ集めて作り、いろいろな税方の手を通ってきた作品

繍 .2.1 計画プロセスに市民は関与すべきかどうかの議論 I ;i.多くの場合、一人だけで苦労して仕上げた作品ほどの完成度が見られないJ，rlまじめは城壁のある村
従来主り、市民がインフラ鐙備の計函プロセスのような行政手続に関与すべきか制斗こ関しては、様々 | 落にすぎなかったのが時とともに大都市に発達していった古い町立、一人の技師が釦、通りに平原に線引

な考え方が提示されてきたa大きく分ければ、そもそも市民は関与すべきて'ないという主張と、積極的lこ| きした繰員伍しい減墜都市lこ比べると、ふつうひどく不揃いだJと述べ、少数の計画者が仕事を行なった

関与させるべきという主張がある。そこで、本節では、市民関与不要論と市民関与支持論どに分けて、そ | 方が、結局は優れた結果を生み出し、効率のよいことを示している。

れぞれの論点について整理する。 I しかし、まず、効率が良いことは必ずしも社会にとって幸福をもたらすとは限らない。一人の筏師

がすべての計画を引き受けるために、多くのほかの技師が失業してしまうかもしれなU、。また、都市

(1)市民関与不要論の綴要 | や建物が整然と秩序だっていることを優れた特質であると解釈することは、一面的にすぎるのではな

市民関与が不要であるという積緩的な主張は、大きく次の2つに帰着できる。 Iかろうか。例えば、東京の下町は街絡が曲がりくねり、ごちゃごちゃとした感があるが、それがゆえの良
ωエリート主薬:衆態のリスクを危倶し、専門家による政策決定が望ましいとする考え方 | さが多くの人によって指示されていることも事実である。

φ)社会的効率性追求.少数による政策決定の方が、社会全体としても効率的かつ高品質の計画を作成でき | デカルトの考えは、ギリシャ哲学lこ始まり、中世ヨーロッパのキリスト教文化へ引き継がれていった形

るとする考え方 | 而上学的な思想に支配された主張であると言えるであろう.勿論、自分の考えを主張することは個人の自

ただし、これらは、互いに独立の考え方であるとは言えない函もある例えば、 ゆ)は明らかに(れ)の考 | 由であるaだが、結局、何が優れているか、それ自体は極めて思想・主義的な問題であり、少なくとも絶

え方をすでに含んでいるものである。だが、 (11)は必ずしも(b)を前径とはしない。つまり、エリー卜を全 | 対的な回答は存在しなし、はずと言えるであろう。

知全能であり、かつ社会の幸福を温求し続ける神のような存在と考えるのであれば、(a)はそれだけで独立 |

した主張となりうる。 I(2)市民関与支持論

以下、それぞれの考え方に基づいた市民関与不要論を塁整理する。 I 市民関与支持論は、大きく(j(のように分類できるものと考えられる。

。)エリート主義に基づく市民間与不要論 I (a)民主主義に論拠をおく考え方:市民による政治決定を理想とし、それに近づくことを重要とする
たとえば、孔子はJ論諮』の中で、放のように述べている。 I向)平和主義に論拠をおく考え方.人々の問で発生するトラブルをできるだけなくすことを重要とする
「子目、民時由之、不可帥之J(民はこれに自らしむべし.これを知らしむべかられ) I (c)社会的効率性追求に制をおく考え方.インフラ整備による社会全体の効率性向上を躍とする
これには‘いくつかの解釈が存在するが、もっとも一般的な解釈は、人間立政治のような専門性の高い I (d)性会的公平性追求に論点をおく考え方インフラ整備による地域問、世代問、個人間の公平性達成を重
議論を理解できないのだから、専門家の決定した政治的意志決定に市民を従わせればよい、というもので | 婆とする

ある9ここには、人民の支持を得られるようなリーダー(君子)は、そもそも人民のことを熟知しており、I (的特定主体の利得追求主義に論拠をおく考え方事業者や行政、あるいは特定の市民の利益獲得を最優先
かつ絡にも優れているはずだという、中国に独特の、楽観的な体愛的君主総が背景としてあるように忠ね | する

れる I 以下、これらの考え方に基づく市民関与支持論を整理することとする。
だが、二うした衆悠のリスクに強い危機感をもっエリート主義的思惣は、中国のみに限らず古来より広

く多くの告を者に上って支持されてきた。しかし、特定の少数エリートによる政策決定は、行きすぎると必 I (a)民主主義に論拠を鐙く市民関与支持論
ずj虫裁による鉢蓄を生じさせることは歴史が示すi盛りである。インフラ撃備についても同様であり、事実 | 前述のエリート主義と対極にある考一え方は、直接民主主義にもとづく政策決定である。直接民主申IJは、

者が、制限定した計箇を大衆を無視して決定できるときには、他者への迷惑を顧みず、問l私欲に走 | 古代ギリシ刊寺代にまでさかのぼる長い歴史を持っている。だが、アテナイでの民主政治以降はJ民主主
る計画を策定してしまうことは大いにありうることといえよう。 I義jという言楽だけが後り、実質的には20世紀になるまで、政治体制としては実現しなかった。これは、

まず昔より、直接民主主義はポリJえのような比較的小規模な都市国家の干材王を前提にしたものであり、大

trr:fZE212Zで秩序だつかると吋張も見られ山川 | 設立;主計三エエ之江士;;主主主2fizzr
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ンフラ整備の是否やその内容について、多数の市民で議論を行えば、各自が自分の利益のみを追求し、ェ

ゴイスティックな行動を行うことにより、収拾がつかなくなる可能性が高いことが多〈指摘されている

また、民主的な決定方法では、決定に要する時間的、精神的、金銭的コストが大きすぎることを問題とす

る主張もしばしば聞かれる。

これらの指備に対し、民主主義を論拠に置く市民関与の支持論では、人間のf自由に行動したり考えた

りする犠利jからスタートすることが多い。これは、権利とはそもそも各人に平等に与えられることを要

請するものであるから、社会の公平性ー正義性を志向している考え方と言えるであろう。ただし、注意す

べきであるのは、保有する権利の平等はその公使の結果の公平性とは全く無関係であることである。

いずれにせよ、ここでは、あくまでも政治決定の矯利が市民にあると考えられる。また、多数の市民に

よって意志決定を行なう意義については、そもそも何が良くて何が惑いかなどは誰にもわからなb、からこ

そ、みんなで相談して決定するのだ、とb、う主張がなされる。(ケルゼンの絶対相対主義)そして、たとえ

一見張いと思える決定であっても、皆で相談した結果でめるならばそれに従うべきであり、その決定によ

る事態の成り行きを見た上で、皆がさらに次の判断を下すであろうとされる，

また、民主主義的な意志決定にはコストがかかりすぎるとb、う指摘がしばしばなされるが、 これについ

ても、近年の情報化の進展とともにコストが低減してきており、実際に実値してもさほど大きな障害には

ならないと主張されるようになってきている。

(b)平和主譲に論処を位〈市民関与支持論

「宛生した紛争を解決できるIあるu、は「紛争の発生を未然に防ぐニとができるJとし、った主張がζこに

あたると考えられる。

この考え方では、原則的に紛争や トラブルは悪と考えられている。他者の権利の侵害は必ずトラブノレを

生じさせるが、それに主る利害を事前に調整し、人々の問のさまざまな摩擦をできるだけ少なくすること

に上って、円滑に物事を進めようとする。またここでは、トラブノレというものは、もともと当事者間がお

互いの事情を十分に知らないことによる誤解によって生じる、とb、う2基本的な設、織が干Ff:Eする。したがっ

て、当事者同士により情報の交燥が十分に行なわれ、各自がより豊富な情報のもとで判断を行えば、少な

くとも無用なトラブルを避けることができると主獲される。

なお、本研究の本論では、この考え方に基づいて、市民関与がし、かにスムーズな交渉を実現するのに貢

献できるかを分析・検討してきた。

だが、市民が計画プロセスに関与して、事業者らと話し合うことに主って、交渉がスムーズになるとい

う考え方は、やや楽観的であるという感を免れ得ないであろう。実際、本給における調査・分析の結果で

も、比較的、交渉の余地のある場合には、市民関与はある程度有効な手段となりうるが、制約条件が厳し

いときや社会的背最が市民運動にフォローであるときには、市民の関』子によっても交渉をスムーズにでき

るとは限らなし、また、もし純粋に交渉期間を短縮することが目的であれば、場合によっては市民が関与

しない}jがλムーズに物事が進む(f知らぬが仏J)ことも十分にありうることである。
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ところで、日本人は公式の場における議論を好まない民銭であるといわfιる。そして、依田しゃ談合に

よって合意企図ろうとする習慣が恨付b、ている。その結果、我が国では、無期な紛争を回避するというこ

とが、公式の場て・の議論を回避することと閉じ意味として捉えられている傾向にある。つま り、論理をベ-

Rとした議論(ディベート等)よりも‘むしろ箔席などの場で人間同土の信頼関係を僧築する(ノミニケー

ション)ことに上って、あうんの呼吸で交渉を行なうことを好むのである殺が国独自の、こうした交渉

の方法は.ある程度はスムーズな交渉を実現することに貢献していると言えるであろう。だが、その結果、

そもそも論理に基づいた議論を行なう能力を待つ市民自体が、育成されなくなっているとも言えるのでは

なかろうか。著者の経験でも、公聴会や説明会で論理った討議をしているのは、議員や市民団体の代表の

ような人物だけであり、大多数の一般市民は沈黙しているか、あるいは極めて私的な質問をするに留まる

という印象が強い

(c)社会的効率性連求に論拠を置く市民関与支持論

市民関与によってf計画内容を改善することができるjといった主張がニこにあたると考えられる。

これは、市民関与は、エリー卜主義の弊筈を改善できるという意味で、社会的効率性を向上できるとい

う主張である，たとえば、密室で決定される計画は、特定少数のエリートたちの私利追求の結果となる可

能性が高いために、そこでできる計画は必ずしも社会的効率性を向上させるものとなっておらず、場合に

よっては低下させる可能性もある。市民が計画に加わりそのプロセスを監視をすることで、そうした独裁

による弊嘗を防止できるというものである。

二ζでは、多くの市民の意見を取り込むことで、計画が改善されることを前後としている。だが、果た

して実際にそうなのであろうかつ結局、集合的な意志決定においては、多数決等の手法に依存するしかな

いと考えられるが、多数派の主張する計画が、社会的効率性の面から見て適切である保証はな.'0そもそ

も、市民関与によって計画が改善されると考えるのは、楽観的にすぎるであろう。

また、社会全体としての便益が増大することだけをもって、市民関与を支持することも同様に危険であ

ると言えよう。多数の市民が計画プロセスに関与すると、不利益を被るかもしれない少数市民が存在する

にもかかわらず、多数決などの集団意志決定方法によって社会的純便益が正であることを理由に事業が正

当化されてしまう可能性がある。これでは、不公平の存在を肯定してしま うこととなる。

(dl社会的公平性遺求に論拠を置く市民関与支持論

この考え方は、市民が計Jllijプロセユに関与することによって、地域問、世代問、さらには市民個人の間

での公平性が改善されるというものである。確かに、インフラ整備によって彼蓄を受ける可能性のある市

民が事業に関与して自らの主張を行うことができれば、全くそういった主娠ができないときよりも、計画

が変更されて公平性が達成される可能性はあるかもしれないe

だが、現実的にはそもそも公平性をどうやって定義するのかという問題がある。市民間人の利得を、金
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銭的なものだけでなく椅神的なbのも含めて客観的に計測する手法を開発する必婆があるのは当然だが.I に一貫性を欠いた結論になりがちである，
ある程度比市民による自己申告をベースとした方法に頼らざるを得ない街もあるであろう.そのとき‘瞳 l 住民投禁が、殺が国で憲法改正などの例外を除けば法的な手続として認められていないのは、以上に挙
偽の申告をするかもしれないというリスクをと'う扱うべきなのかワまた何をもって公平であるとするのか、 | げたような様々な問題が危燥されているからである。現在も、各地で住民役緊の条例が制定されつつある

どの経度公平ならばそれで良しとするのかといった閉館もある。これら全解明しないと、多大な時間と持 | が、十分な吟味が必要であると考える。

力をかけてまで市民関与を行う意義を主張することが難しくなるであるう。

。)専門家が最終的な計画決定の権限を持っているという前提に立つ市民関与論

(的特定主体の利得追求主義に根拠を置く市民関与支持論 l この考え方は、さらに{的専門家は社会のl厚生水準向上のために行動しているが、市民に関する情報を
F事業者・行政が市民の情報を収集できるJ.r行政が市民からの信頼会回復できるJ、「社会的弱者を教請 l 完全には把握できないから市民関与が必要、という前提に立つものと、ω専門家はそもそも私利私欲に基
できるといった主張がここに該当する。 Iづいた行動を行うものであるから市民関与が必要、という前鐙に立つものとの2つに分けられる。前者の

この考え方は、特定の主体の効用改善を主張するものであり 、したがって当然ながら社会の構成員全員 1 前提に立つ場合には、情報公聞が必要となり、後者の前徒に立つ場合には、市民が専門家の行う計画決定

から支持されるものになるとは考えにくいただし、各関係主体の個別の行動目的としては、当然考えら l プロセλを監視でき、かつ問題があるときには異議を唱えられることが必要となる。

れる循針である。また、行政や事業者のように、組織の内部でさえ市民関与に対する意志統ーが達成され l まず、情報公開については近年その必要性が強〈論じられている。情報公開が必要とされる根拠は、市

ていない場合には、市民関与の必要性を反対派に説得するための便法として見なすこともできるであろう。 I民の「知る権利Jである。これは、他人の諸権利を侵答しない限り、自分の利得に関わるすベての情報を

自由に獲得する権利を、人間は生まれながらにして平等に持っている、と考えるものである。現在では、

補 2.2 市民関与の形態のあり方に関する議論 I r知弔権利Jそのものが否定される二とはほとんどな，'0むしろ、問題になるのはどういった情報であれば、
イン7'7!重紛への市民関与は必婆て'あるという主張であっても、さらに関与方法については、いくつか | 大衆に公開すべきかという問題である。

の見方がある。大きく分けると、(1)市民が是終的な計画決定律限を持ち、草i-門家はその技術的サポートに | 公開すべき情報については、先進事例であるアメリカを参照に議論が進められることが多，'0そこでは、

徹するべきである、という考え方と、(勾あくまでも専門家が最終的な計画決定の権限を待っているが、市 I 1)国防に関連する重要な国家機密に関する情報、2)現在議論が進行中であり不確定要素の大きい情報、3)
民はその決定手続に関する情報に自由にアクセスでき、かっ異論のあるときには意義を申し立てることが | 特定個人のプライバシーを侵害するような情報、を除くすべての行政情報の公開が必要であると考えられ

できる、という考え方である。以下、それぞれの考え方について論点を整理する。 Iていることが多い。ただし、我が国の判例法上では、行政情報は国民とまったく関係のない行政の内部的
(1)市民が最終的な計画決定権限を待つという前提に立つ市民関与論 | な事項であるから、その公開は行政裁量の問題であると解釈されている。

市民が最終的な決定権|演を持つという考え方は、直接民主主義そのものて・あると言えるであろう 9具体 | また、異議申立については、都市計画事業など一部の事業を除けば.我が国の法制度ではまだ十分に整

的な手段としては、住民投繋が考えられる。しかし住民投票は、すでに指摘されている通り、さまざまIJ. I 備されているわけでないことは、本編第4章で述ベたとおりである。ダーノレも述べる通り、異議申立を行
問題を抱えている。それらを列挙すれば、次のようになるであろう。 J ?ことができるか否かは、当該制度が十分に民主主義化されているかどうかを判定する重要な点であると

。)対象とする住民の定義の閉館・どの範囲の市民まで投票絡を持っているとみなすのか。単に空間的な鑓 l 考えられる。イギリスやドイツにおける道路建絞事業では、事業に関係すると考えられるいかなる人物L
図のみならず、市民の個人属性(不動産の所得権や単なる雇用者)なども考慮に入れれば、明確に定義 | 意義を申し立てる権利を有しており、(ただし、事業に関幌、するか否かについての判断は、事業者fMの常設

することはかなり困難である。 I的な判断に任されている)しかもそれらの意見に対して、事業者は必ず回答を行う必要があった。我が国
ω投票率の問題.沖縄の米軍基地問題や、各地で問題となっているような産業廃棄物処理場建設の主主に | では、申し立てられた意見の取り扱いが極めて不明確であり、今後の制度上の改善が大いに期待される左
市民の関心が高ければよいが、必ずしもすべてのインフラ墜備に対して市民地E高い関心を示すわけでは | ころである。

な""むしろ、大半の市民の関心が低いからこそサイレントマジョリティが生じるわけで、これは住民

投票を行なうからとb、って解決する問題ではない。 I補 2.3 サイレントマジヨリティの参加促進論
(c)決定の賓の問題。イ分な資料や情報に基づく冷静かつ多面的な討議が浸透しにくく、7スコミ等に上る | イ刀ラ設備において事業計画にかかわるのは主に反対住民であり、大半の住民は事業にかかわろうと

大尉品作の影響を受けやすい。また、一時の盛りあがりや偶然的な要務に注右されがちなため、政策的 | しないのが実態である。 また、 こ うした大半の市民は、事業に対して~ll<反対でも焚成でもなく、やや賛

成という立湯(現状の生活水準が最低限保たれるのであれば、インフラはあってもなくてもよい。でも少
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しでも水準が向上するのであれば、あるに越したことはない)の人が多いサイレント7ジョリティと院 l ら議論できる上うに諸制度を変更すべきだ、という主張が出てくるのは、ごく自然な結果と言一えるでめろ
ば(l，る多くの市民が事業にかかわることで、事業に対する支持者と反対者とが相互に話し合いを行い‘そ 1 ぅ

の結果、市民レベルでの合意形成が可能となると期待されている。例えば、まちづくり事業の協議会で‘ 1 だが、市民が言十薗策定に関わることによって、もしかすると、しばらく の問、十分なインフラ整備がで
さまぎまな意見を持つ市民が集まって互いに意見交換をしたりすることによって、市民レベノレでの合意~ 1 きなくなり、各磁公共サービスの質・量が著しく低下することになってしまうかもしれなし、。あるいは、
成ができると言われている。(ただし実際には、まちづくり協議会においても、必ずしも十分な人数の市民 l 計画策定にかかる諸使用が急激に増加し、かえって市民の負担を増加させることになるかもしれない。さ
が参加しないために、協議会での決定事項が対象地区の市民の総意とは蓄えないような事態が、しばし11 I らには、それまでインフラ整備に昨~I> していた人々が失業者となって街にあふれ、治安がますます悪化す

生じている) I るニとになるかもしれな~\.

これはJやや賛成Jである多数派の市民を話し合いに参加させることによって、社会全体の意見の分布 1 だが、それらはすべて我々が判断した結果なのである。計画策定に関与できる権利を持つことは、同時
を正僻こ再現させようとするものである。そして、多数決の論理によって、少数意見の市民を説得させよ l にその責任を負う二とも意味する政治家が辞職するようには、我々市民は性会に対する責任を回避する

うとするものである。 I ニとはできないの我々は、真の意味で f市民」になる必要があるのだ。

し、ずれにしても、少なくとも、市民に対して議論に参加するための何らかのインセンティプを与えない | 我々は、社会に対する自分の言動の責任をきちんと負うことができるであろうか?安易に聞こえのいい

限j 事業に無関心の人々を話し合いに巻き込むことは困難であるといえるであるう。 I住民参加給に流されてはいないだろうかワ形式的な住民参加制度に自己満足をしてしまってはいないだろ
一般的にインフラ鐙備は、生じてくるトータルとしての便益は非常に大きいが、それを享受する市民の | うかつ社会のー構成員として、次世代に非難されることのなきょう、自問自答していくべきであると考え

人数も多いために、一人あたりの便益が小さくなる。そのために、事業iこkる手IJf専を明示的に認識できな 1 ている。
い。 b、かにして、その便益を認識させるかが、キーとなるであろう。

補 4 本章のまとめ

補。3 市民関与の意義とそのあり方 | 本宣言では、市民関与のめり方に関する論点を整理し、インフラ整備事業における市民関与の意義・あり

以上で、整理してきたように、市民関与をめぐっては、いまだにさまざまな考迄方、主義主張が存在す | 方について在論を述べた。中でも述ベたように、物事のあり方に関する主張は、多種多様であって当然で

るだが明らかにどの主張も一長一短である。例えば、市民の関与を短絡し、少数の専門家が行う計画決 | あるましてや、近年、価値観が多織化しつつある中、あらゆる考え方が尊重され、またあらゆる人々が

自立、一見、効率的であるかもしれないが、それが行き過ぎると特定主体問の利害調整のみに終始し、か | 議論に加わっていくことが、社会全体としても期待されている。

えって社会的に見て3'lましくない許函ができてしまう可能性がある。逆に、種々雑多な市民が計画決定に | だが、従来までと問織、議論が活発に行われない限り、世間の問題意識を生み出すこともないし、学術

関われば、合意が形成されるまでに必要な時間的、精神的、金銭的費用が地大し、結果的に、社会全体と | 的な関心が高まることもない。

Lて非効率となってしまう可能性がある。 I 少なくとも市民関与をめぐるあるべき論は、土木計画学の分野ではあまり議論されてこなかったように
結局、どの計画策定手法、あるいは、どの主義主張が優れているかという閉館ではなく、むしろ絶対的 11 ，~? 。 近年の、ハプリジクインボルブメントをめぐる議鈴の盛り上がりを受けて、こうした規範的な側面

な規範として、どれか一つの価値規準に社会が固執してしまうことこそが危険であると、筆者は考えてい | についてもさらなる考察が行われることを切に期待する。

る。そもそも何が良b、かわからないからこそ、全員の話し合いによりそれを決定するのだ。かなり理想論

であると従来より批判される考え方ではあるが、これこそが、インフラ鐙備を含む各種政策決定に、市民

が関与すべき綬拠となるべきものではなかろうか。ゆえに、時代や社会的背景の変化とともに、市民の意

見の分布は変化するのであるから、計画策定手法やそれに関連する制度も変化してしかるべきものなので

ある。

近年新聞をにぎわせている役人の不祥事や、公共事業予算の無駄遣いの実態暴露は、行政の信頼を著し

く低下させていると言われる。また、戦後から続いた全国的な大規模インフラ整備が一段落を迎え、少4よ

くとも物質的には箆かになった現在、国民はこれ以上のインフラ整備を箆まなくなってきている、という

意見もしばしば聞かれる。こうした状況を鑑みれば、一般市民もインフラ整備に関してその必要の是非か
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付録1 インフラ整備における市民関与に関連する法令規定(第4章付録〕

付1.f はじめに

ここでは、第4章の分析において使用した法制度の規定内容に関する資料を示す。なお、ここに収めら

れている関連法制度は、以下の通りである。

(1)都市計画法

(2) (旧)都市計画法

(:3)道路法

(4)高速自動車国道法

。)下水道法

(6)何川法

(7)土地区画整理法

(8)都市再開発法

(9)港湾法

(10)航空法

(11)鉄道事業法

(12)全国新幹線鉄道重量備法

(13)廃棄物の処理及び清掃に関する法律

(14)発電用厄設周辺地減整備法

(15)大規模小売庖舗における小売業の事業活動の調整に関する法律(大J苫法)

いずれについても、ここでは関連する法律のみを対象としており、原則的には政令や省令は含まれてい

郎、また、いずれの法律についても、平成8年3月時点のものであり、それ以降の変交については考慮

されていない。なお、第4掌で分析の対象としたインフラ以外の関連法律についてもここでは参考として

示している。
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付 1.2 関違法律の微要および市民関与に関する主な関連条項 l第16条の2項]

都市計画に定める地区計画等の案は、その案に係わる区域内の土地所有者その他府l害関係を有する者ーの

岬市計画法(新法) I 意見を求めて作成するものとする。
①公布年月日・昭和43年6月J5日 I [第17条の2項]
"iJ施行年月日.昭和44年6月Ms I 関係市町村の住民及び利害関係人は、縦覧期間中に都道府県知事の作成に係わるものについては都道府
③対象計画 1 県知事に、市町村の作成に係わるものについては市町村に意見蓄を提出することができる。
[都市施設の整備に関する事業(第1成都市計画区域外でも適用)] I @説明会、公聴会等の意見交換の場に関する規定
・道路、都市高速鉄道、駐車場、自動車ターミナルその他の交通施設 I [第IG粂の l項]
・公閥、緑地、広場、基調その他の公共空地 | 都道府県知事又は市町村は、都市計画の皇室を作成しようとするとき必要があると認めれば公聴会の開催

・水道、電気供給路設、ガス供給施設、下水道、汚物処理媛、ゴミ焼却場その他の供給施設又は処理 | 等住民の意見を反映させるのに必要な措置を務ずるζとができる。

蹴 | ー建設省都市局長通達一

・何)11、運河その他の水路 | ・公聴会は原則として都市計画区域ごとに開催する

学校、図書館、研究庖設その他の教育文化施設 1 公聴会を開催しようとするときは、あらかじめ公聴会の開催日時、場所、計画案の概婆等を広報、掲
・病院、保育所、その他の医療施設又は社会福祉錨設 | 示板等に公表し、これに対して公聴会に出席して意見を述べようとするものに文書証で意見の要旨を提出

・市湯、と苦手お又は火葬場 | させるものとする。

ー一団地の住宅範設‘官公庁施設、統通業務団地 1 ・意見書の要旨の内、問要旨のものをまとめて公述人を選定

[市街地開発事業{第四条)] I ・説明会は必要があるときは原則として市町村ごとに開催する
・土地区画整理事業 | ・開催場所は関係住民の参集の便を考慮して定めるものとする

・新住宅市街地開発事業 | ・説明会の日時及び場所をあらかじめ広報その他により公表するものとする

ー市街地再開発事業 I [第66粂]
その他、工業団地造成事業、新都市基盤整備事業、住宅街区整備事業等 | 都市計画事業の告示があったときは、徳行者はすみやかに自己が路行する都市計画事業の概要について、

@文書、図面による情報公開の規定 | 事業地及びその付近地の住民に説明し、これらの者から意見を隠取する等の措置を総ずることにより、事

[第J7条の 1項] I 業の施行についてこれらの者の協力が得られるように努めなければならない。
都道府県知事又は市町村は当銭都市計画の続広告の目的二週間公衆に縦覧しなければならない。 I一蹴省令制条一
[第62条] I ・会合を開催する場所はできる刷、事業地の付近勉の住民の参集の使手舵考慮して定めること。
建設大医又は都道府県知事は都市計画事業の認可又は承認をしたときは施行者の名称、計画の種類、事 | 会合の日時及び場所を会合を開催する日の 1週間前までに住民に通知し、又は新聞紙に公告するこ

業施行期間、及び事業地を告示し、関係市町村長に事業地を表示する図面、訟計の概要を表示する図群 | とや

を送付しなければならない。市町村長時制問終了の日まで闘の闘を当該市長村の事務所において | 住民意志の反映されるような審議会についての規定

公衆の縦覧に供しなければならない。 I[第5条の3項l
-悠設省令第49条一 | 都道府県知事は都市計画区域を指定しようとするときは、あらかじめ関係市町村及び都市計図地方審

市町村長は図書の送付を受けたときは直ちにその図書を公衆の縦覧に供すると共に、縦覧場所を広報そ | 議会の立見を聞くとともに建設大臣の総可を受けなければならな川

の他所定の手段により公告しなければならない I [第5粂の4項]
⑥意見書等、住民意見の伝達に関する規定 I 2以上の都府県の区域に渡る都市計画区峻は建設大臣があらかじめ関係者s府県知事の意見を聞いて指定

A12 11 A13 



するものとするeこの渇合において関係都府県知事が意見を述べようとするときはあらかじめ、関係市町 I cJ)道路法
付及び都市計画地方審ー議会の意見をきかなければならな~~ I ~公布年月日 昭和27年6月10日

[第i7条の l項1 I i抱行年月日 ー昭和27年 12月5日
この法制こよりその様配属された事項を認査審議させ、及び都道府県知事の諮問に応じ都市計画に関 I J)対象畑 道路計画(高速自動車国道一般国道.都道府県道.市町村道)

寸る事項を鯛査審議させるため、都道府県に都市計薗地方審議会を置し I :j文省.図面に主る情報公開の規定

一都市計画地方審議会の組織及び運営の2基準を定める制令、第2条一 I {第9条l
・審議会を組織する委員は学:t2経験のあるもの、関係行政機関の臓員、市町村の長を代表するもの伺 | 都道府県知事または市町村長は路線認定時に路線~.起点. 終点噌 重要な経過他その他必要な事項を

道府県議会の議員、市町村議会の議長を代表するものにつき、都道府県知事が任命するものとする。 I公示しなければならない

亙住民側の同意が必要等の規定 l 争意見寄等、住民意見の伝達に関する続定

特になし l 特になし(道路審議会には住民との関わりなし)

基行政不服手続法に暴づく不服申し立ての対象外となる行政処分の規定 I 6説明会、公聴会等の意見交換の場に関する規定

特になし | 特になし

J)住民意志の反映されるような審議会についての規定

(2)都市計画法 (1日法) I 特になし

Q¥lf，lj定年月目 。大正8年4月5日 | 島住民側の同意が必要等の規定

\~施行年月日ー | 特になし

③対象計画.交通、衛生、保安、防空、経済等に関わる重要施設の計画 I ]!行政府不服手続法1こ基づく不服申し立ての対象外となる行政処分の規定(第96粂)

匂文書、図面による情報公開の規定 I {第4G条2項]

[第3条の2項1 I 道路管理人は道路の破損、欠媛等の場合において道路の倦造を保全し、交通の危険を防止するため緊

都市計画、都市計函事業及び毎年度執行すべき都市計商事業については政令の定むる所により主務大区 | 急の必要があると認めるときは一時、道路の通行を禁止し、又は制限できる

これを告示し、行政庁をして関係図書を縦覧に供せむべし。 I{第68条 [J買、 2項]

⑤意見苦手等、住民意見の伝達に関する規定 | ・道路管理者は、道路に関する非常災害のためやむを得ない必要がある場合においては、災害の現場に

特になし | おいて必要な土地を一時使用し、又は土石、竹木その他物件を使用し、収用し.もしくは処分できる

⑤説明会、公聴会等の意見交換の場に関する規定 | ・道路管理者は非常災害により道路の構造又は交通に対する危険を防止するためやむを得ないと認めら

相こなし | れる場合におし、ては、災害の現場に在る者、又はその付近に町封一る者を防ぎょに従事させることがで

②住民智志の反映されるような審議会についての規定 | きる

特になし

③住民の同意が必要E等の規定 I (4)高速自動車国道法

特になし I .!)公布年月日 .昭和32年4月25日

宣行政不服手続法lこ基づく不服申し立ての対象外となる行政処分の規定 I ~随行年月日 昭和32年4月25日
特1こなし I ~対象計画 。高速自動車国道整備計画

i文也、図面による情報公開の規定

[第:1条の3項]
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運輸大臣及び建設大臣l立高速自動車国道の予定路線を定めたときは遅滞なく政令で定める事項を告示し

なければならない

[第7粂の 1項]

建設大臣は整備計画が決定されたとき、高速自動車国道の区域を決定して制令で定めるところによりこ

れを公示し、かっこれを表示した図面を一般の縦覧に供しなければならない

l第 1:3粂の2項]

建設大臣は特別治道区織の指定をした場合においてはその区械を公示し、かっこれを表示した図面を公

衆の縦覧に供しなければならない

f言;意見番等.住民意見の伝達に関する規定

特になし

⑥説明会、公聴会等の意見交換の接に関する規定

特になし

.1;住民意志の反映されるような審議会についての規定

特になし(国土開発幹線自動車道建設審議会には住民との関わりなし)

③住民側の同意が必要等の規定

特になし

③行政不服手続法に基づく不服申し立ての対象外となる行政処分の規定

特;こなし

(5)下水道法

①公布年月日 昭和3:3年4月24日

②強行年月日 昭和例年4月23日

(~)対象計画 下水道総設計画(排水施設、処理施設、ポンプ鐙設等)

@文書、図面による情報公開の規定

[第9条]

公共下水道管理者は供用開始前にあらかじめ、供用開始の年月日、下水を排除する区桜等を公示し、か

っこれを表示した図面を管理者である地方公共団体の事務所において一般に縦覧しなければならない

[第27条の1項]

都市下水路を管理するものは下水道を都市下水道とするとき、都市下水路となるべき下水道の区域を公

示し.且つ.これを表示した図面を管理者である地方公共団体の事務所において一般の縦覧に供しなけれ

ばならない

る.t!:見書等、住民意見の伝達に閲する規定

特になし
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E説明会、公聴会等の意見交換の場に関する規定

特になし

ei!住民意志の反映されるような審議会についての規定

特になし

⑤住民!M<7)同意が必要等の規定

特になし

E行政不服手続法に基づく不s&!申し立ての対象外となる行政処分の規定

特になし

(印河川法

I!公布年月日昭和39年7月 10日

1錨行年月日.昭和40年4月 1日

⑦対象計画 ・何)11管理!施設ーダム等の計画

11文書、図函による↑育報公開の規定

[第38条1

河川管理者は水利使用の申請のあった場合は申請者の氏名、水利使用の目的等を関係河川|使用者に対し

て通知しなければならない

S意見書等、住民意見の伝達lこ関する規定

I第39粂]

水利使用の申請があった時の通知に際して関係河川使用者は建設省令で定めるところにより河川|管理者

に対して当該水利利用によりそのものが受ける損失を明らかにして、意見を申し出ることができる

面説明会、公聴、会等の意見交換の場に関する規定

特になし

1住民意志の反映されるような審総会についての規定

特になし(河川審議会は住民との関わりなし)

島住民側の同意が必要等の規定

[第40粂(申し出をした関係河川|使用者がある場合)]

河川管理者は水利使用の申請の許可を与える場合において、関係河川使用者で当該申請に関わる水平1)利

用により損失を受ける者があるときはその全ての同意がある場合を除き、その許可をしてはならな，'0但

し次の各号の場合はその限りではない

1.当該水利使用に関わる事業が関係河川l使用者の当該河川の使用に関わる事業に比し公益性が著しく大

きい場合(但し、建設大臣は河)11若干総会の意見を聞かなければならなb、)

2.m失を防止するために必婆な施設を設量しすれば河川使用者の事業の支障にならないと認められる場合
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9行政不服手続法に基づく不服申し立ての対象外となる行政処分の規定(第97条) I ばならない
[第22条1項、 2攻1 I ω方公共団体施行》
.1共水、高潮等による危険が切迫した場合において、水災を防御し、又はこれによる被害を軽減する措置 I[第55条の 1項]
をとるため依急の必要があるときは、河川管理者は、その現場において必要な土地を使用し、土石、竹 l 事業計画を定めようとするときに都道府県知事または市町村長は、事業計画を二遡間公衆の縦覧に供し
本その他資材を使用し、もしくは収用し‘車両その他の運搬具もしくは総具を使用し、又は工作物その ! なければならない

f也の賊審物を処分寸るニとができる I [第，j5粂の9項]
./可川管患者l立前墳に規定する措置をとるため緊急の必要がある時は、その付近に居住する者またはそ町 l 事業計画を定めたときは、都道府県知事または市町村長は施行者の名称、事業施工期間、施行地区その

現場lこ在る者を当該業務に従事させることができる l 也建設省‘令で定める事項を公告しなければならない

I第55粂の JO項]

(7)土地区画整理法 l 市町村長は公告の日から換地処分の公告の日までそれら関係図書を市町村の事務所で公然の縦覧に供さ

よ公布年月日:昭和29年5月20日 l せなければならない
2.bili行年月日・昭和:30年4月 1日 l 行政庁施行
知象計画 :土地区画整理事業(都市計画区成内の土地につu、て行われる土地の区画形質の変更及V"1l I [第69条の p頁]
共施設の新設等の事業) I 事業計画を定めようとするときに都道府県知事または市町村長は、事業計画をニ帥守公衆の縦貨に供し
④文書、図面に上る情報公開の綬定 ! なければならない
《個人断効 I [第69粂の9項]
l第9条3項1 I 事業計画を定めたときは、都道府県知事または市町村長は徳行者の名称、事業施工期間、施行地区その
都道府県知事開業の認可をした場合宿行者の氏名、耳鳴施工釧犯行地欧州建設省令で定める | 雌設省令で定める輔を公告しなければならない

事項を公告し、施行区域の土地について施行する土地区画整理事業については建設大臣、市町村長に、結 I [第69粂の10項]
17地区、設計の概婆を表示する図書を送付しなければならない。 I 市町村長出浩の日から換地処分の公告の日まで関係図書を市町村の事務所で公衆の縦覧に供させなけ
二第9粂4項1 I ればならない
市町村長は、換地処分の公告の日まで、それらの関係図書を市町村の事務所で公衆の縦覧に供しなけれ 11 ((公団等による施行))

ばならない。 I[第71条の3墳の41
(組合施行)) I 縫設大医または都道府県知事は認可の申請があった時施行規定及ひ事業計画を二週間公衆の縦覧に供し
[第20条の l項1 I なけ礼ばならない
都i萱府県知専問認可州諸があったとき施行地区となるべき区域を管轄する市町村長lこ、耳鳴計画を二 1 [第il条の時のIII

週間公来の縦覧に供させなければならない | 建設大医文は都道府県知事は事業の認可をした場合、施行者の名称、事業施工期間、施行地区、その他

国 21細川 | 建設省令で定める事恥惜し、臨都道府県知事及び関係市町村長時間区、設計の概要を表示する

都道府県知事は事業の認可をした場合、組合の名称、事業箔工期間、範行地区、その他慾設省令で定め | 図書を送付しなければならない。
る事項を公告し位行区成の土地について施行する土地区函整理事業については建設大臣、市町村長に施 1 [第71条の3項の l21

行地区、設計の概要を表示する図書を送付しなければならない。 I 市町村長は公告の日から制処分の公告の日までそれら関係図書を市町村の事務所で公衆の慨に供さ
[第21粂の5項1 ・ | せなければならない

市町村長は、換地処分の公告の日まで、それら関係図答を市町村の事務所で公然の縦覧に供させなけれ | 誌見出事、住民意見の伝達に関する規定
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《個人施行》

特になし

t総合施行》

[第20条の2項]

利害関係者(当該土地区画監理事業に関係のある土埠もしくはその土地に定着する物件、又は関係のあ

る水面について幡利を有するもの)は縦覧期間満了の日から数えて二週間までに都道府県知事に意見書を

提出することができるただし都市許商において定められた事項についてはこの限りではない

*地方公共団体による施行における第55条の2も同様

*行政庁による施行における第69条の2項も問機

*公団等による施行における第71条の3項の5も同様

[第20条の3項]

都道府県知事は意見替の内容を審査し、その意見番にかかる意見を採択すべきであると認めるときは事

業者に必要な修正を加えること金命じ、またその意見苦手にかかる意見を採択すべきではないと認めるとき

はその旨を意先替を提出したものに通知しなければならない

*地方公共団体による施行における第55条の4項では都市計画地方審議会が意見書の意見を審査

*行政庁による施行における第69条の4項では都市計図地方審議会が意見書の意見を審査

*公団等による自主行における第71粂の3項の8では建設大庄が意見書の意見を審査

⑤説明会、公聴会等の意見交換の場に関する規定

特になし

⑦住民意志の反映されるような審議会についての規定

個人施行、組合施行

特になし

地方公共団体施行

[第56条]

都道府県、又lよ市町村が施行する土地区画箆理事業ごとに、都道府県又は市町村に土地区画整理審議会

を置く。審議会は換地計画、仮換地の指定及ひ・減価補償金の交付に関する事項についてこの法律に定める

権限を行九

[第58条の1項I

委員は政令で定めるところにより、施行地区内の宅地の所有者及び所有地区内の宅地について借地権を

有する者が、それぞれのうちから各別に選挙される。この場合において、それぞれ選挙される委員の数は、

施行地区内の宅地の所有者の総数と借地権を有する者の総数との割合におおむね比例しなければならない

[第58条の3項]

都道府県知事又は市町村長は土地区画整理事業の施行のため必繋があると認めるときは、委員の定数の
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5分の lを越えない範囲で学総経験者を委員に選任できる。

ホ行政庁施行におけるsP;iO条、公共団体等施行における第71条b同様

Ei住民側の同意が必要等の規定

《倒人B在行》

l第8粂の1項]

範行地区となるベ吉区桜内の宅地について権利を有する者がある場合それらの者の間意を得なければな

らない

l第8粂の2工員]

ただし宅地について権利を有する者のうち所有権又は借地権を有する者以外の者について同意を得られ

ないときその同意を得られない思闘を記載した肇面を添えて認可を申請するニとができる

(徽合施行》

l第18条]

組合設立の認可を申請する者は.定款.事業計画について施行地区となるべき区域内の宅地について所

有権を有する全ての者及び借地権を有する全ての者のそれぞれ手分の二以上の同意を得なければならなv'，

この場合においては同意した者の宅地、借地の地税の合計が施行地区内の宅地、借地の地績の合計の三分

の二以上でなければならない

制E方公共団体による施行》

特;こなし

《行政庁による出[1刊

特になし

<<公共団体等による諸行》

特;こなし

E行政不服手続法に基づく不服申し立ての対象外となる行政処分の規定(第127粂)

l第14条 l攻、第:39粂1項、第71条の2のl項、第71粂の3の14項の規定による認可l

・土地区画整理組合を設立しようとする者は7人以上共同して定款及び事業計画を定め、都道府県知事

の認可を受けなければならない

・組合は定款又は事業計画を変更するとき、その変更について都道府県知事の認可を受けなければなら

ない

.)位方住宅供給公社、地方公社範行の湯合も問機である

1m 20条:3項、第55粂4r丘、第69粂4t豆、第71条の3の8項の規定による通知l

都道府県知事は意見書の提出があった場合、その内容を審査し、その意見沓に関わる意見を採択すべ

きであると認めるときは、申請を認可した者に対し事業計画に必要な修正を加えることを命じ‘採択す

べきでないと認めるときは意見書を提出した者に通知しなければならない

A21 



-都iJi:府県、市町村施行、建設大臣‘都道府県知事、市町村長の事業における都市計画地方審議会につ

いても同僚である

地方住宅供給公社施行の建設大臣についても問機である

[第52灸 l項、第66灸 11買の規定によってする事業計画の決定}

・都道府県又は市町村ば土地区画獲理事業を施行しようとする場合においては、路行規程および事業許随

を定めなければならない

土星設大臣.都道府県知事、市町村長施行の事業も同綴である

I 第 52 条 l 項、第 55条 1 2~夏、第 6G条 1 項‘第 69粂 12項の規定による認可 l

・都3宜府県又は市町村が定めた事業計画の設計の概要について都道府県にあっては建設大臣の、市町村に

あっては都道府県知事の認可を受けなければならない

変更をするときも同傑に認可を受けなければならない

・建設大臣、筋道府県知事、市町村長施行の事業も同様である

l第88条4項の規定による通知]

換地計画において意見替の徒出があった場合、施行者はその内容を審査し‘その意見書に闘ねる内容を

採択すべきと認めるときは換地計画に必要な修正を加え、採択すべきでないと認めるときはその旨を意見

蓄を提出した者に通知1しなければならない

(め都市再開発法

エJ公布年月日昭和44年6月3日

11施行年月日昭和例年6月14日

.J対象計図 市街地再開発事業

よ文書、図面による情報公開の規定

《個人淀行》

[第7条の 15項の 1J 

都道府県知事は第一稲市街地再開発事業の認、可をしたときは，随行者の氏名または名称，事業施工期間

徳行地区，その他建設省令で定める事項を公告し，建設大臣，関係市町村長に施行地区.設計の概要を表

示する図苔を送付しなければならない

[第7粂の15項の 3J 

市町村長は建設工事の完了の公告の日まで関係図苔を市町村の事務所で公暗号の縦覧に供しなけ.(1.ばなら

ない

(組合施行))

l第IG粂の 1項]

都道府県知事は~!!.可の申識があったとき施行地区となるべき区波を管轄する市町村長に、事業計画を二

A22 

週間公然の縦覧に供させなければならない

I第 19~の 1 項 ]

都道府県知事は第一種市街地再開発事業の認可をしたときは.組合名.事業徒工期間.b缶行地区.その

他建設省令で定める事項を公告し，建設大臣.関係市町村長に施行地区設計の概要を表示する図書を送

ftしなければならない

l第19灸の3項l

市町中慌は建設工事の完了の也市の日まで関係国笹を市町村の事務所で公衆の縦覧に供しなければなら

1..い

《地方公共団体による施行》

l第53粂の l項]

地方公共団体は事業計画を定めようとするときは，当該事業計画を二週間公衆の縦覧に供しなければな

らItv、

I第54粂の lr貞]

地方公共団体は事業計画を定めたときは市街地再開発事業の種類及び名称，事業施工期間，施行地区そ

の他建設省令で定める事項を公告しなければならない

[第55粂の2項]

市町村長は建設工事完了の公告の日まで関係図書を市町村の事務所で公衆の縦覧に供しなければならな

い

!第8:3粂]

個人施行者以外の施行者は権利変換計画を定めようとするときにはその計画を2週間公衆の縦覧に供し

なければならない

~J意見軍事、文書による住民蛍見の伝達に関する規定

《個人施行》

特になし

(組合結行》

l第16粂の 2J 

当該第一種市街地再開発事業に関係のある土地またはその土地に定着する物件について権利を有する者

l土縦貫期間満了の尽から数えて二週間までに都道府県知事に意見書を提出することができるただし都

市計画において定められた事項についてはこの限りではない

[lii 16条の3J 

都道府県知事は意見書の内容を審査し、その意見帯にかかる意見を採択すべきであると段、めるときは事

業者に必婆な修正を加えることを命じ、またその意見書にかかる意見を採択すべきではないと認めるとき

はその旨を意見書を提出したものに通知しなければならない
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《地方公共団体に上る施行目 | 事実認可を申誇しようとする者はあらかじめ.事業計画につき施行地区内の公共施設の管理者の同意を

[第5:)条の2項1 I 得なければならない
当該第一稲前倒開発事業に関係のある土地またはその土地に制する物件につb吋利を有する者 I [第7条の 13項の 11
!土縦覧i時間j満了の日から数えて二週間までに地方公共団体に意見答を提出することができる.ただし都 | 事業総可を申請しようとする者は.その者以外に施行区域内の宅地または建築物について権利を有する

市計画において定められた事項についてはこの限りではない地方公共町本は意見書の内容を審資し、そ | 者があるときは事業計画についてこれらの者の同意を得なければならない

の意見書にかかる宮見を採択すべきであると認めるときは事業者に必要な修正を加えることを命じ、また I [第7条の 1:3項の21
その意見事にかかる意見を綴択すべきではないと認めるときはその旨を意見書を提出したものに通知しな | ただし宅地について樹陪有する者のうち所有権又は借地権を有する者以外の者について同意を得られ

ければならない | ないときその同意を得られない理由を記載した益面を添えて認可を申詰ナることができる

{第8:l粂1 I *権利変換計画においても第7粂の13項の規定と間後にその他関係惟利者の同意が必要となる(第7
個人施行者以外の時、施行地区内の土地又は土地に定着する物件に関し権利を有する者は、縦覧期間内 I 2条の三項)

に徳利変換計画について意見容を出すことができる。施行者は前項の規定により意見箸の提出があったと I <<J組合路行》
きはその内容を審査し、その意見番lこ関わる意見を採択すべきであると認めるときは計画に必要な修正を I [第12粂l
加え、採択サ吋ではない摘めるときはその旨問問を提出した者に通知しなければならない | 耳鳴認可を申脅しょヨとする者はあらかじめ.報開につき施行t出区内の公共蹴の管理者側齢

⑤説明会、公聴会第の意見交換の場に関する規定 I 1枕ければならない

特になし I [第14粂l

②住民意志の反映されるような審議会についての規定 | 組合柏崎明時する制.問時計画について施行地区となるベ吉区域内の宅地について所

《個人施行、組合施行)) I 有僚を有する全ての者及び借地織を有する全ての者のそれぞれ三分の二以上の同意を得なければならなt'0 
[第7条の瓜第43条1 I この場合においては同意した者の宅地、借地の地積の合計が施行地区内の宅地、借地の地検の合計の三分
都道府県知事の7ft.認を受けて、土地及び建物の権利関係又はE利面について特別の知識経験を有しかっ会 l の二以上でなければならない

正な判断をすることができる者のうちから審査委員3人以上を選任しなければならない I I処方公共団体による施行》

地方公共団体施行 | 特になし

[第57条の 1項1 I 旦行政不服手続法に基づく不服申し立ての対象外となる行政処分の規定(第127粂)
地方公共団体が施行する市街地再開発事業ごとに、その地方公共団体に市街地再開発審査会を置し I [第11粂1境、第38粂 lほ第51粂1項、第58粂1項の規定による認可l
[第57粂の」項1 I 第一磁市街地再開発事業の施行区域内の宅地について所有権又は借地権を有する者は‘ 5人以上共同
委員は土処及び建物の梅利関係又は評価について特別の知鍛経験を有しかっ公正な判断rができる者、施 | して定款及び事業計画を定め、都道府県知事の認可を受けて組合を設立することができる

行地区内の建物について所有権又は借地権を有する者のうちから地方公共団体の長が任命する I 変更時も同線である

[第84粂1 I ・地方公共団体、住宅・都市獲備公団施行の場合も同様である
路行者!土婦利変換計画を定め、又は変更しようとするときは審査委員の過半数の同意を1号、又は市街熔 I [第1G粂3項の続定による通知}

再開発委員会の議決を1尋なければならない前項の腕暗闘の酬があった舶においてその闘を決 | 品目i間県知事は意見書の制があった待はその内容を審査し、その意見却こ係わる内容を献すべき

定するときに準用する | と認めるときは時計画に必要な修正を加えることを命じ、採択すべきでないと認めるときはその旨を

③住民側の同意が必婆等の規定 | 意見舎を徒出した者に通知しなければならない

《個人施行)) I [第8:3条3項の規定による通知l
[J¥ 7条の12工員1 I 附 rJ変換計画において意見誌の提出があった場合、施IT者はその内容を審査し、その意見書に関わる
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内容を5択すーベきと認めるときは権利変挨計画凶要な修正を力比採択すべきでないと認めるときは I ~説明会、公聴会等の意見焚挨の場:こ|錯する腕
その旨を意見遊を提出した者に通知しなければならない I I第39粂の2項l

連事由大臣は飛行場の設置の許可にかかわる前項の審査を行う場合は公総会を開き、当該飛行場の設置に

(9)港湾法 l 関l-A崎関係を有する者に当該飛行場の設置に関する意見を述べる機会を与えなければならない。
⑦公布年月日 .昭和25年5月31日 I r住民意志の反映されるような審議会についての規定
II施行年月日.昭和25年5月31日 l 特になし

I，~)対象計画 港湾計画 I ，~住民側の同意が必要等の規定
④文替、図面による情報公開の規定 l 特になし
[第3条の3の9.10項J I 折政不服手続法に基づく不ilil申し立ての対象外となる行政処分の規定
重要港湾、地方港湾の港湾管理者は港湾計画を定めたときには遅滞なく、運輸省令で定めるところに上 | 特になし

り当~ik港湾計画lの概要を公示しなければならない

⑤意見;;g:等、住民怠見の伝達に関する規定 I (11)欽ill事業法
特になし I T，公布年月日ー昭和61年 12月4i3 

~I説明会、公聴会等の意見交換の場に関する規定 | ②施行年月日 昭和62年4月1日

特になし | ③対象計画 鉄道設備計画

①{民意志の反映されるような報会についての規定 | ③文昔、図面による情報公開の規定

特になし(地方港湾審議会は住民との関わりなし) I 特になし

③住民の同意が必要等の規定 ・ I .~;!ま見書等、住民意見の伝達に関する規定
特になし l 特になし

立行政不服手続法に基づく不服申し立ての対象外となる行政処分の規定 | 自説明会、公聴会等の意見交換の場に関する規定

特;こなし I I第65条]

地方運輸局長は当該事業について必要があると認めるときは、利害関係人又は参考人の出頭を求めて意

(10)杭?i:法 | 見を聴取することができる

T公布年月日 昭和27年7月15日 | ・鉄道事業の免許

②路行年月日 昭和27年7月 15日 | ・鉄道事業における基本的な運賃及び料金に関する認可

宣対象計画 空港整備計画 | 本但しこの意見聴取の規定は鉄道インフラの整備十函とは直接関係がないと怒われる

込文書、図面による情報公開の規定 I 1，住民意志の反映されるような審議会についての規定
[第38条の3項1 I 特になし

運輸大庄は飛行場の設鐙の許可の甲誇埼玉あったときは飛行場の位置及び範閥、公共の舟に共するかど.) I ~住民IK'Iの同意が必要等の規定

かの~IJ.着陸帯、進入区域、進入表面、転移表面、 水平表面、供用開始の予定期日、その他運愉省令で定 | 特になし

める事項を告示するとともに現地においてこれを掲示しなければならなし'. I 9:.ff政不服手続法に基づく不H盟申し立ての対象外となる行政処分の規定
E意見者等、住民意見の伝達に関する規定 | 特になし

特になし
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(12)全国新幹線鉄道整備法

J.I公布年月日 昭和45年5月 18目

立随行年月日 昭和45年6月 18日

③対象計画 ・新幹線鉄道の整備計函

④文省、図面による情報公開の規定

[第4粂の2項l

運輸大臣は新幹線鉄道の路線計画を決定したときは遅滞なくこれを公示しなければならない

忌;意見苔等、住民軍:見の伝達に関する規定

特になし

官説明会、公聴会等の意見交換の場に関する規定

特になし

Z住民意志の反映されるような審議会についての規定

HE民の間意が必要等の規定
特になし

E 行政不~a '手続法lこ基つく不R~EJ'し立ての対象外となる行政処分の規定

特になし

ー設置周辺地域を考I芭した特別な規定一

[jii9条の4項l

設伍1午可を受けた者及び一般廃棄物処理施設の届出をした市町村は当該一高知莞棄物処理施設に関わる周

辺地減の生活環境の保全及び士宮遂に配慮するものとする

[;;'i15条の4項]

設位許可を受けた者及び産業廃棄物処理施設の届出をした市町村は当該産業廃棄物処理施設に関わる周

辺地成の生活環境の保全及び増進に配慮するものとする

特になし I (J4)発電用施設周辺地域主主備法
L⑤住民の同意が必要等の規定 I I公布年月日 昭和49年6月白日

特になし I i施行年月日:昭和49年8月初日

&行政不服手続法にま毒づく不服申し立ての対象外となる行政処分の規定 | ま対象計画 発電用施設建設計画

特になし I 1文笹、図面による情報公開の規定

l第3条]

(13)廃棄物の処理及び清掃に関する法律 | 主務大臣は発電用施設の設置が予定されている地点のうち炊の各号に核当するものを指定し、二れを公

①公布年月日:昭和45年 12月25日 | 示するものとする，

Z範行年月日・昭和46年9月24日 | ・その地慌における発電用施絞の設置に関する計画が確実であると認められること

③対象許翻 ー清掃工場建設計画 | ・その地点が工業再配置促進法に規定する移転促進地核等に該当しないこと

③文書、図面による情報公開の規定 | ・その他慌の周辺の地域において住民の福祉の向上に必要な公共用の施設を艶備することがその地去に

[第19条の5の l項1 I おrjる発電用施設の設置の円滑化に資するため必要であると認められること
-~j.t廃棄物処理施設、産業廃棄物処理施設の届出を受けた都道府県知事は当3漏出に係わる最終処分場 | 主意見書等、住民意見の伝達に関する規定

の台帳を調整し、これを補完しなければならない l 特になし

[第19条の5の3項1 I ~，説明会、公聴会等の意見交換の場に関する規定

都道府県知事は関係人から請求があったときは1項の台帳又はその写しを閲覧させねばならない | 特になし

⑤意見書等、住民意見の伝逮lこ関する規定 I 'f;住民意志の反映されるような審議会についての規定
特になし l 特になし

⑤説明会、公聴会等の意見交換の場に関する規定 I ~.住民の情l意が必要等の規定

特}こなし | 特になし

②住民意志の反映されるょっな審議会についての規定 I i行政不JlIi¥手続法に基づく不服申し立ての対象外となる行政処分の妓定
特になし
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特;こなし

設置周辺地主主を考慮した特別な規定

[第」条の 6~頁 l

整備計画は他の法律の規定による地紋の振興又は整備に関する計画との調和及び地域の啄境の保全につ

いて適切な配慮が払われたものでなければならない

(1.5lA線筏小売応舗における小売業の事業活動の翻墜に関ナる法律

1，公布年月日昭和48年10月1日

ま範11年月日:公布目上り 6ヶ月以内

害対象計画 大規縫小死応鈍建設計画

③文密、図面による情報公開の線定

( ?詰3>¥'.:J

そのi主物内の!苫舗前向の合計が500平方メートノレを怨えるものを新設するものはその建物の見やすい

場所に表示を掲げなければならない

③意見苦手等、住民m見の伝i童;こ関する規定
特になし

怠説明会、公車車会等の意見交換の場に関する規定

特;こなし

Z住民主主志の反映される上うな審議会についての続定

12吾7粂の1項]

通商産業大箆又は都道府県知事は第一種、第二種大規模小売J苫舗の周辺の人の規模及びその推移、中小

小売業の近代化の見通し、他の大規模小売厄舗の配置及び当言葉他の大士提供小売l苫舗における小売業の現状

等の事情を考厄して当修大規筏小売庖舗の事業活動がその周辺の中小小売業の事業活動に相当程度の影響

を及ぼすかどうか合審査し、そのおそれがあると認めるときは制令で定める審議会の意見、又は都道府県

、規検小売応鈎審議会の意見並びに通商産業省令て・定めるところにより申し出をした者の意見を聞いて、

その届け出を受理した日から4ヶ月以内に限り 、その閉J苫日を繰り下げ、又はr.s舗面積を削減すべきこと

を勧告できるa

[第7条の2項l

審議会又は都道府県大規模小売庖鈍審議会は前項の規定により意見を聞かれた時、その意見を定めるに

あたり、当該大焼検:小売底舗の所在地がその地区内にある商工会議所、又は商工会の意見、消費者又はそ

の図体、小売業者又はその団体、学識経験者の意見、及び申し出者の意見を聞かなければならない

]l住民m'lの同意が必袈等の規定

特になし

A.30 

E行政不服手続法に基づく不服申し立ての対象外となる行政処分の規定

特になし

A31 
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付録2 我が国におけるインフラ整備をめぐる市民運動の歴史的経緯に関する資料

ここでは、第5章の分折において使用した我が国におけるインフラ盤備をめぐる市民運動の歴史的

経緯に関する資料を示す。なお、ここで使用したのは朝日新聞朝刊・夕刊の昭和41年~平成7年の縮

刷版である。

対象としたのは、各年の各月に発生したインフラ整備関連の紛争に関する記事であり、同ーのイン

7ラについて後数記事が同一月に存在するときには‘そのうちで綾も代表的と恩われる記事について

掲載している。資料の内容は、掲載年月、インフラ種別、場所、行動の主体名、行動内2主である③
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付録3 詳細調査対象事修IJでの各主体の行動(第7'1室付録〕

ここでは、第7章において行った詳細捌査の各対象事例について、関連する主体の行動の経緯を年表只

ダイJレで示す。

付3.1 北陸新幹線建設事業(経井沢地区)における各主体の行動

表付3.1.1 建設省・鉄道建設公団の行動

A47 
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表付3.1.3 軽井沢町の行動
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表付3.1.4 軽井沢 ・新幹線を考える会(ミニ派)の行動
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表付3.1.5 新幹線を見直す地復者の会(岩田派)の行動 付3.2 北総開発鉄道建設における各主体の行動

表付3.2.1 北総(株)・鉄道建設公団の行動フレ脱帽でのんート四聖更を主面
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表付3.2.2 葛飾区の行動
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表付3.2.3 住民団体の行動
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イ寸3.3 東京外郭環状道路建設事業(浦和市~三郷市間)における各主体の行動
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表付3.3.2 i奇玉県の行動 表付3.3.4 川口市の行動

表付3.3.3 浦和市の行動
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表付3.3.5 草加市の行動

表付3.3.6 八潮市の行動
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表付3.3.7 三郷市の行動
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表付3.3.8 外環関係i奇玉連合の行動 付3.4 要町通り建設事業(笠島区から練馬区間)における各主体の行動

表付3.4.1 東京都の行動 (36道路 (A)に関して)
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表付3.4.2 住民の行動 (36道路 (A)に関して)
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表付3.4.3 東京都の行動 (36道路 (B)に関して〕
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6…m....¥.............................. ，....， .. .... \扇風区ぷfFi、卒話fF'T~h.:会提他担名

1 1 1 Iが也設局に陳情 目
ho...jis....1辛皆様梯盃対抗首長a滋 ?都市許 1....."."，..."..."'''，，......，.. ，........................1脚 Tf.ト輔 の柑岨柑品川 e

画道路に伴う柑保全封舶を既定 1 1向原小学校・小竹小学校については
L.... .，...... ................ ....................1学腔付近的思主位が1.!.尽づけ皇れる'....¥ii・・!io"¥記事、 「住'iiiili'i証情・:恕iを晃焚 日“1..... ... .................. ... .........1語説話Z手議路どついて選曲情造8案

lを提示し、住民投携によって法定す
lる常えを示す
吋97õ年S月四泌司~，、の客車蚕で23歯 l
開催場処坂住民白書向をくみ上げる
島直四方世について模滞

i2'....16 

li2'f2i"l鼠射拍与直磁の住民投盟憶に関する調
E会 (36剖査会)葺足
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表付3.4.4 営団の行動
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表付3.4.5 住民の行動 (36道路 (8)に関して)

制罫1臣-… 監護主

義烹E

主

両高官豆両面福西，1学医にて 36tH 
阻ιついて

9 119 1 r政射35'36号道路対無性E協踊
書jおよび rR!<射3;・36'手道路対開
通盟j 結成

10 19 1輔窃区羽沢住民 t劫射35.364予岨阻
対策住民協議会I91開名副都蟻会に
摘師

ii 1逼 陥日馬区荏民 i磁針泊四私ii硲説諭
住民協議会}が知事に開情および都
民畑臨室に曹盟申し入札

197112 19 IlIi惜区立向原小学校PTA会提他
1551名が都踊舎に聞面

自耐t貫主通円増加による原境破晒E
工事による生措，、白銀出場のため.道

路篭陸中止と地下位のシールド工法

を揮聾 t儒沢J
司時計画自也示と同協植草白意見町
匡映・公官等h の対処方自主につLて
の質問

世育環境保全のため‘道路白梅下化
地下化不可能の場合は校内に支住金
立てない二主
畳下恒時の児露目安全確保

などを聾li!(採択}
.....................，教育環担保全のため.開斬第四小学

|校周辺町地下化 t採!R)
東南部に学校環境楳韮封選百尚.是瞳 咽

唖毘

"!'j....1a....r融甥区立関紙節目小学院PTA韮畏
1'"都語畠に輯覇

i2"....16 ↑紳島区北町住民 l曲射35 ・ 3G~遁開ふ
対lIi連盟).'甜1踊会に間帽

'i2"'16 ↑歯菌地下畢詰号錦壇段促壇向服、大
谷口、小沼植地区協瞳会14?9:tl)i都
儀会に開廟
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12 18 1仮植区箆道路串革主匝ii!i白叫もが面l
l l量全に開園

191213 128 1親書区氷川百住民1723急が曹I珊舎に
1 1 1陣情

!....m 
9 127 
が略設毘に跨j慣 B .....tio....lia....r.."'''''.''"'.，o..." .. "......... ..........................1￥伎卓瑳酪・長請軍ii嵐会鼠『都市計 |竪町小半注目詩語逼お陣嶋

画道路に伴う学位保全対揮jを訣定 |向原小学校・小竹，1ヰ授については
l学校付近の絶下化出方向づけられる

。ii'...lio...'..... .................... ，... .. ， ......"........'....1弱ij('''1在民語義iiï~:ï"f発表・ |硲射36与孟蕗について遊説桶溢6案
を揖示し‘住民投家によって自慢定す
る考えを示す

icl田 T “ 一 lil掛36存証極的iiii主掻)u::踊子る酋・ liiiisiii'3月。長通事への審閉まで23回
査会 (36調査会}発是 |酬眠、地峻住民司意向をくみ上げる

l居酒田方佳について慎照日1 1叩閥悶郁 哨叩栢一金1l五Jii広伍側叫………晴臨……匡町……問叩叩原刷l柑……陣嗣馬回
岬..，h十 ....俳;仕ト川i陥蹴芭両蹴滋岨雌@ばd蹴淀M雌遺誕醐、h閥踊議説韮鎚宰説昼他伽が !山閉5会記」 史矧聞鰐 |認諮@2弘注謀z程2嬰;55E?m鰐E珪定諜の
叩....1.......1.“11欝哲F揖理毒ιz踊両F純且 ↓ .1堕;Pl1l罪謹主璽墾...¥聖墜司来主T)::li:ご品::1事民金量主主主;主総Z銀務舎に1.(1::::::::::::::::. .:::::::::::~::::……:::1堅持 雇主要員u者謀議'05・ 1 ↑ !唱区水川台住民1723名が郡睡舎に 1............................................，.......'.....1滋副首ー"36￥描磁正組f鉄の徒i長

I師僧 I I要望(持担}
9' "1，" f陀区島州、組PTA正副32t ・・・…・・ 0 ・ 1器財州内柑蛍
イー L ーヲr:.~.~費者聖書に照!雪
11 128-
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s:Jif]許略悠民事動議漏量}言明i!::::::::::::::r 
_j 1..... ..I.\!Ll飯知事i;'_~おね点い J..J理l出 i 叩

11 119-1 1.吉田、説明会を醐憧

.lii....1i;r."Ti<i白磁下融8号 i..3'4繰討揮連盟.
1 1手.JE，

営団.脱明会開催 宮崎区および純白区でιρ所

19871唱 五面蚕扇1雇扇つ古語区境二扇7雨1
開通
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付3.5 目黒j青備工場建設事業における各主体の行動

表付3.5.1 東京都の行動

g事 阿国 東京都(，賀 }回行動 l閉3・1畠他町主体的行動 繍宅

昭和48 7 同 知て司E出I~力自を民聖巨益に，賓同工鳩i皇陵につ
L、

9 IS 地冗説明金湾問班 昭和49年9)"lまでの問、地χ説明会

i間102E回同‘地元佳民田清掃工唱見学会5
岨相49 2 13 僚は夜車工裳Ilt陣所軍事地を清掃工

唱り予目定忠地臣とにし協て力を向要定員し. 文書によ

9 21 I都植をI~地f賛同元工i1!元唱予恒盤定用地地にと酷し植てす取る偶主 |昭塙事と国しOて隼無慣1置凡付目胞に児量町通υ

岨相56 11125 都I~首脳罰金諸にをお決い定てr!l;ll清
|掃工根基本計画

昭和57 5 13 清楠馬.地π脱明会を聞置 評目価思清由掃要工恒場に基本計画およU眉集車書
ついて

8 26 I清修住掃局見学.地会元在実町施会等告団体的;賀補

9 116 地π有吉田会.東京都知事.軒絡会話 9400名由署名.陣情書は罰i温室‘

長に署名奮及をU提狸出訟計画自組織図を求白 珪訟璃情豊員会に付託

阻‘

11 " 強搬.入測路量{四環査六説.明禍書刷 19 号】 位
清掃局.l!鼠2馬団尖組班閉.会昭を和開5催8年7)"l
27日に第

昭和59 11 靖開局は環境事嘗位置 S ~震を知事 地z有車町会‘首，縄全誕祭に「目尽i賓 4300余名田署名

に慢出 捕閉エする唱謹i奮闘包にl伴をう署理名埠を影渇書え評て伍鑓出手間に

2 :口 鶴田事.都市計画家由公告

3 11 靖会を掃聞局‘置評価嘗車にかかわる脱明
3 ，Ef2 8日までに珪べ， 2回開檀

3 130 対巨崎績会に指聞昼す、4意暫1に見水書銀をI・d出rイオキンン

4 26 姐をa聞院は置評価書室にかかわる公馬会 地ベ元;;，有患の会代理1 軒工唱不要泊を坦

8 10 1，賛同局、地元有志田会と 思限会
|田租61 ~事、周までに l1 1ID実施

8 13 |清掃局、畳躍書告知事に 息子.

8 23 I~師事にかかわる公示、躍11
8 130 c由鋭明会菅間確 9 )"l7固までにベ8@]開躍

12 121 東京都環壇露首評価審話会は評価書軍 アセス関査方i会とその結果には障担主

に関する苦申を佃~ I=侵出 過とする.ただし周囲が草t祖佳宅専

用る事地躍をで由あ主aる，事唖と.小し学て校いがる陽極してい

昭和60 8 18 目鼎E都市計画事施主は目思清帰工場

町晶烹画訴京を都包め決定るに旨つをい目て黒都区市長計包萱画里決一定す

8 115 目1&1&径は田昌清陶工場由貿度軍部決定

に旨をつい知て事都に市図書計画決定する事を留め晶

10 25 f健婦聞は評価容を知穆に1是也 阻い事ては護家目揖節酒釦情市工計極場由地東方京署揖都会法l定Uに並つ呈|照をT示州市計画地方審触は蜘怖

11 12 掴ll"~目串清掃工場を観市計画決
，.， 

12 I¥!) 閉目す揖巨る意長見は僚事に、要リサ望イ書クをル・事出業充実に

昭柏61 2 20 清説明同会局をlま開地元催住民にたいする工議
土II処理且び謹柚1陣去工等に関して

4 111 回直佳民会経.下目属性畏童施.中目 目黒区内田可担ごみに限定する事‘忌

再東住京民都会清媛同、局がに要寧望し7入項札目を厚生省. E担Eす唱事は地な下どにするZ札箇直子供広場査

S 12 EへのIJ(要f望白血l清を掃都工に唱提逮出詮にかかわる都
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7 11 清国去掃工工事場用若工地由:tlJ処理車ぴ毘祖

7 123 か目わ属Eる4蚕t銀杏土壇四処週修理理及にびIJ建出栴柵去にか

8 129 清岡崎IHI串満同工金縁組訟に閉す f目風滑同工塙理肢に閉する地π国施

る表佳に閉民す協るIi会回定とを土輔壇陪処理 謹楠融 l会会当J事は1地3団元有体志で田揖白民主 書町色父母の
9 11' 目黒清掃工唱に瞬緩する 30m叫円に 工場曜の高さを20m以内にし、緑地

|惜佳む書住留民出白金JIl!!瞳制び都障会に檀 を広〈とるよう要求

ID 121 Eも4清長‘同街局1に佃裏$に盟要書望提書出蝿出.住Il!! f~忽 住手、m民I率炉、直rの"薗1に対する要望を不完全右

12 112 ，育同局I~目 111清掃工織温股に関す 続棋崎小を訴える住民仰と折り合いつ

品て匝住明民金国害担開金催に都田考え方につい かず

12 113 目揖清禍工場iI程に関する佳毘協括会 規ほ崎小‘工場由主幹地下、住民事加の

I一広告部目指E会Eへ在来rめE湾る胆清掃惰工1を噛廻l~股出計画的 葺員会的阻置を采める

昭和62 1 121 紙脳会纏股清岡葺員会は自国f省禍 t十3つの諸問.陣備について 部理旨
工場置段にかかわる時願.陣情に 採択{縄地部分由航大 住民看参加の聾
ついて審施 田員J会Fむ>;:)されたが‘ 白線撤回寄は不躍

つf=

2 112 清掃局I~田昌璃同工唱 i霊訟に閉す

る住民て協脱絡会明会にZEF閉111催j膏陶工場謹盈
につい

3 19 自揖;奇禍工唱理監に関する佳毘協随金

は掴lIi'、「目JI1.清情工場理t主計画査当
初案に変更する事を来的晶筒願J苦侵

出

4 122 fに脅封同局し長示は前当初器》案回へ答の置豆町信頼

S: 122 自凪j膏陶工唱彊段仁関する住民協組会

|は笥清S掃1:局出長あてに搬入園についての軍

6 J7 靖掃局I~世臣民明舎を聞置 |環歩状踏6園号飢刷19輔 の宜通問題

7 121 住民脱明会(住民主憧}を問擢 |手献陣田6号櫨・補助20側 目立畳間

8 28 清掃局は住民協話会を閉檀
!本盟に体の恒契て約盟・明工時葺且び世λ路間
つい

9 1. I清掃局は住民協誼会杢r.，flI' l描入路間盟について説明

9 111 白血清陶工唱謹段に関する住民也隆会

lま r 徹入路とゴミ . .平についての I~
脂Jを都に提出.同趣旨回融情を匡に
.出

g 

" 都施主で「ゴミ 量琴についてのi=
|組閉すJ健る時闘間f職1ほ僻E書評価手同等に

9 29 |閉観脳す会る白で血「水f銀語解・ダイオキシンに

1. 21 l!!i!脱明会開惟 lを肌受け電る耳障害等について住民的商障
12 17 目且靖禍エ喝1皇陵に閉する住民協話会

l主f地~位P俸陣に会増胞山に際して回開布明
12 8 |肺会手間印lIf刷建量審査の公開事閉

12 21 |都市計固雇誌はi!i!孟孟盃蚕
昭相63 1 119 I~許純可障ごりみる担釦塙目黒清掃工場J理箆

2 19 巨了を甚要.萄望1担調匹に母アミ鉱帽工事的早閤完

3 12 軍司回盟位協掻会開憧 住民代袋(巨対14団体18名.佳匡

協括会から引き砲ぐ).東京都思員

( 6 '1¥1 .目且匡帽員(6名}より 11
成
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表付3.5.2 目黒区の行動

? 口 f買同局la13 1Il1i!揖金に「目尽清岡 童相て包に協力を要il

工て場t柑虚掴血にかかわる状理につい

s 14 靖摘局1:目忠臣描会にf目線f賛同 童相て巨に協力を彊筒

工て場t柑I!回般にかかわる状理につい

9 ，. 軍2団陸実績備会的問瞳 |暗也帥'i1'(ヨ富町(薬田)阻明‘民運転計画.阻革E

10 国軍3固揖安$償金問置 I ~ 目，.. 黒沼H摘エ塙由回転に閉する固定

10 30 "，15回控除協話会開置
|回占区神同状盟手定‘留が民運岨望転号計画・ 雌工事の

11 1 ごゐ曜、聞拍

11 6 ごみ唖卸開始

1111 4困I!妥当医僚会開曜 ;;JI ' 

安手 !日日 目属区田行劃 関連する他IJ)主の行動 冊考

崎和.6 9 129 江草区鼠書館長は22 Iil:田区長.区 コ王位棄民対に闘する公開質問状
路金1亜長に封し.公開質問状を提出

1014 目黒区長およひIi!I聖書i署長は江東 工自場匡田内辺処設理に由悔原力則すにる賛旨成1-.璃日
区の公開質問状に回答

昭和.87118 担事は目黒区に清樋工場建訟につい

て協力を聾蹄

昭和.9 2 113 都は車京工車lit駿所跡地を清禍工唱
予定地として同定しー文書により目
相Eに協力を聖観

2 地π説会
昭和57 6 18 地元有志町会.Ii!長に悦縄文を提出 地冗住民への説明.意見由毘砲な

しに既に舗の計図に協力していた
11 14 lJi¥ I図候3農協定値討小量員会田開 本椋働時田ゴミ処理量について.毎曲 事に対して統I1
瞳 は600t 7)1，..活動を踊らず.住民圃

と2の固盟攻防業lが畠定平成槙討3年"、?聾周員会15まで自由阻軍〈2 

平成3 7 15 百12回操業場備会開幅.r東京 目串巨と住民側tの間でごhについて 1311:;賛同工場直宮協蝿会町並置を決定

6 116 目思区 町主主催‘地元説明書
6 m 地冗有志白書の抗i世主にたいして 』れまで町健闘の説明.軍備工

回答 とにつ回菩いてはその向容のlII:!l!は司船

毎日串滑陶工場のI王裳に隣する協 の睦餓舎の位置、20年世田見直しに t 佳~ 1 5 名. Ii!胆員e 名、 暫1松員6
定締結J ついての認盟書を阻り宜わず 名で構成》

9 114 地冗有志白金.目黒区に署名且ひ謹 7400名目署名.陳情書は区ii!l
綾計画白紙撤回を求める陳情書を提 会.公有地対lIt調査特別委員会に

出 付託

昭和58J 114 有墨田幸代賓と会見 陳情4項目に理解を示す

3 128 理母計画自級隙回を求由る陳情は
審議未了に

5 123 地元有志白金.目黒区i聖書改選に伴
い、陳情書を再提出

12128 地元有毒白書‘匡話会に水銀.':fイ
オキシンに閉しての際情提出

昭和59 1 125 地z有志白書‘区沼会議長に土塩汚 ，号柴田責任的所在を明らがにする
量に関する練情書を擾出 事と住民田不安を解消するための

処置を最優先させる事

3 130 臣認会i置長、割に水銀.'1イオキ
シン封策に関する意里喜を提出

相相608 18 目串区都市計画審話会は目串溝橋
工場町東京都決定について都市計
置決定する事を認める旨を目眠区
長に菩申

8 115 目黒医長は目揖軍備工場町東京都
決定について都市計画決定する事
を認める旨を担当匹に図書

12119 目黒臨時E沼会はf有価物町図版 区長は都にリザイクル事華充実に

と再資源化に闘する条例案jを否 関する要望書.童見書を槌出.ま

決 たEでは今挫のリサイヴルヨ匹華町
あり方を研究する『リサイクル事
軍慰話会』由設置を決定

昭和61 5 12 f自陣清帰工場建銭にかかわる郵 向容については5月24自に説明

への要望jが割に浸出 会を開催

5 114 地元有志町会がごみ量について陳情 区から都へ由要望についての陳情

害復出

5 128 「目串清禍工場建段計画白白紙倣
回を求める陳情jを審鴻禾7とす

1 123 目黒区長‘土i且処理及び建物撤去
にかかわる要望を知事宛に提出

9 111 目串清禍工場に限悔する30m以内 工場塔田高さを20m以円に1-.
に住む住民町会J区施主主び都i査会 銀地を広〈とるよう要求
に陣情書提出

10121 区長、都間$に要望書提出.住区 住民は区田郡に対する要望を不安

代理も溝橋局に嬰望書提出 舎なものとする

昭和629 111 目串清掃工場Jt~に閉する住民協舗
舎は「鎚入路とゴミ 量等について田
語翻』を舗に提出.伺趣旨の陳情苦
区にも樋出

11124 呂田清掃工場建訟に閲する住民協議 建築確認.補助金@訴を行わない

会はrlt祭事置認.補助金書に闘する ように区が都に要望してほしいと
陳情』を区絡会に提出 陳情
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2 19 勢匡隻T.多事liIl掴穆事に圃六鉱帽工事国写同

3 13 自鳳河町禍エ唱混殴に附する住民協揖会

|は申巨し毎入れ市計盟園出都畳にゴミ 量についての

3 112 事1回11股協結合間曜 住民代袈{巨封'4団体'8名、住
毘悩蜂金から ~I曹担ぐ)、東京細胞

り目帽(6暗名).目忠臣酷員(6名}よ

418 Jft2@llt陸協脳会開瞳 ェ・協定提案

5121 努3~
-・

工事情宣修正案LH巨

5 128 工事協定輔桔 liIll;t.工率主岨に関わる安全封軍に
十分配慮するとともに、地埠住民の

|生惇童活環のた演をめ苛の情借な置限を畳り守配慮するしとたす嘩る境

6 125 1¥4 _@Jl! エ

7 130 第5@)理担抱担金問擢 |鰻筒轄地Lついて也踊

8115 園田嶋織に闘す晶小量画会発足 住3名民代で構忽成3名.目属医3'1¥、璃同局

8 123 |知傭 醐簡刷に関する小量員会開

9 12 軍3回櫨間韓地に関する'1、量員会開

312 |開~，ゴ局ミは慢E割担量金にで乱献立E6U号E圭線盟肱主岨E 拡幅工).事稗が動遅すれる事.ゴ1=ミI罷IL理も 600、コ

3 13 瞳~重胞団師会問倒 ゴ三 量について 住民聞が決裂

3 18 住毘聞がゴミ量についてEに申し入れ 舗が600フル活動す晶と発言した

事kをE量I二要けて望、住民倒に立って欲しい

a 131 担位協縄全住民代表也が目黒区を経由 民運転協定.‘適宜協鼠会聾聞の住

して『東京都目串清同工織の院運Eに 臣家

|閉掃す工る犠軍也定営.協』瞳お会要よ領びJ『査胴部に船提白出血清

413 目鳳巨および巨組会11r目鼠清陶工 工場回棺酌までに肱帽工羽匹を尭障さ

湖町民実に附する韮宮.Jを，貧困局 せる司匹、目黒区内のごみに限定する

長宛に提出 2・.分酬を岨躍させる恵.童書協諸

舎妻で塑住民町意見苦取りλれる司匹、吾

5 111 iil .，固埋陸路踏会開催 工場1119:エ3・田進鯵状現.慌妥当慎備
全白血置について合意

6121 革3回1呈察f準備会開置 佳4E名fでt愛偶8喧.名、It巨運雇転計員4画名専を.説・6明植民

6 121 目且区施会I立「東京lIIl立文学移Eに 31'12自由都側四重絹に討し、当初

関わる?青梅工鳩坦盤E討J田恒.I の建鼠条件を畳守するように蔓i:~ 

院に合わせてr1!I1l ;~同工場建訟に 約束が毘故にされれば匡も撞訟に匡

伴う環状6号捕の聾lIiI但進、ごみ醜 討する事を明示

置

9 121 !革惜4団組町締地に関する小量員会開

1013 軍6自彊股協括会開置 l樋要求冊緑が畳地にけついて合軍{揖ね住民の
入れられる}

" 129 革7回撞蹟協括会開世 工率直て陸協田掻進摺状担、煙喪エ恵容に
つい

1219 1:5回鍋町緑地に関する崎員全開 住民提華町犠耐

12122 高催6回緑町緑地に関する小量員会開 住民盟実について合意

平成π 1 125 iii8固盟股憶i轟会 工唱温段工恵由誓選輯惨告状耳.樋恒輔地

3 110 司直1回色事櫨討量員会を間確
住工繍民6植名田町、区色3軍参名に、 liIl2て各協路で偶且.1

つい

3 131 昭和63年3周回住毘倒から出され ~J!.CIま.ゴミはE且臣民的ゴ ミに
たゴミ 量寄に関する阻情吾畳けて、 周宣する事.将来は他由理陵地に棺

r 目 縁日商聞工唱由様~に伴ラコミ 量 院す晶司匹.lIf由同容

|都に闘阻事するに草I重見出す書るJを巨瞳割問.

4117 |京2固で 会苦開曜

す間量る由決l当a初lを田知り決事めに同容の理守に闘
.出

1 113 清盟掃世に局はか田原わ区る組状担会ににつ『 目黒講匝師咽工場
量ねて巴に協力を聖路

か いて

9 114 清血柵栓周にはか目わ串るEitat況舎lにzつ『自由滑位同明工場
置ねて巨に協力を要!~

か いて

9118 軍2回偉業導備会田開世 再転認協文定書{寮{軍}由).雌鼠明輩転計画.民運

10116 草3@)操業準備回開曜 定『書目再'z園賛同陸工場白紙蓮転に関する協

10130 高'5由連段協障会開世 民由進運E惨也状宮沼、を匝liIlが遅配報針告圃.直伝工事

1117 冠五回操象i集団会開瞳 呈2農

11114 獄、田信象温室植討小量員会田聞置 本碑勤時のゴミ担理量について.lIIl

倒は600tフル活動を温もず、住
民間と田攻防が平成3年?同市 5日

ので草慨〈22固操輩出定憧討小量員会ま

平暗3 1115 革， 2 @)l'王家事備会開曜.r東京郷 目鳳清掃工塙軍書協h援金町民置を決
目属清掃工織的1量集に関する協定陣 定t住民， 5名.3瞳員6名箇1恒

桔1.また‘目揖3l:住民側との閉 員e名で構虚}

5 125 |宮3s:1: 会菅間世 でごみについて白眼脳会田位置. 2 

7 119 l気温4阪会固を色間車世線制型民主 軍9回直也 工唱隙および煙突の色事が決定 0年珪由見直しについての信認書苦

取り買わす

1 127 遣元施殴盟陸協括会開直 地に元決還定元施殴は3倍程(地下2陪}

9161LC: • 
9 128 
す匡絡る重会、畳リ書をサイ固クに擢ル草出案回世克に闘

10117 Jn1_Oロ皇陵抱純金 BIe目 視自作3震の櫨討
10 r 18 
回線わ匡はる「要望目血に清掃工て崎』を直都股に事提業出に 還元祖会総殴計画について
泊、泊、 っし、

1114 革LL@I盟霞協括会開置 日曜祝日作寮町倹酎
11 110 地元有車白金田園ら.情3にS出「ゴミ白血措方

法について
平反2 1129 

|巨聖峰個会に問し自忠.清副掃園工事胸に瞳情元遣冗蹴

213 革， 2回E陸協版会開置 工組場俺建歯工率の進静状現軍事について

2 114 
巨に組閉会す.る掴目黒畏要清掃望工書唱f還副担元a詫，段E提畳出6習
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表付3.5.3 住民団体の行動

12119 |源日化制に閉す区融る象は倒寮f有1価を梅否決田国岨と剛

年 月日 |住民 由符劃 間連す晶他出主体的行動 |備考

昭和57 S 119 I ~目，.，.鳳詮‘，宵b同e工場湿担に庄封す晶地元有車 観明会で間り合った 15 名で ~li.

， 18 地元有事町会.111畢に抗纏文を蝿出 地元住民への脱明.軍見田聴砲なし

|に封既しにて節抗騒目阻に協力していた恥

61n 目毘111.地π有志田舎の統蝿文にたいし これまでの経担由説明.河町陶工唱に

岨和61 -4 111 図遭住民会極.下自民世毘金蝿.ゆ目 目黒区内由苛世ごみに間宮する彦、

I線東京住都民会清館掃.局がに要申望し?項目を厚生省‘ 駐i畠車警高..す1草地.下tJどにす晶事、国軍子位E
λれ

5114 地銀元出有志田会.ごみ量について醒情書 臣から働への聾盟についての掴惰

a 129 清同局l;t目黒，賀補エ織践段に関する住民 「目忠清掃工場建殴に閉する地再協

協をp蜂，金踊と踊土壇処理.直輸措圭に闘する協 師径会の金I1葛立地1元3有団志体田で明会、民主谷町会. 父

て回菩 |答ついてはそ白内容のlU!聞配回

7 122 地π有志師会 rコミを考える学習 以後、リザイクルによるコミ由減量

911¥ 自串飛掃工唱に瞬穣する30ml:.l円に 工塙t話回高さを20m以内にし. I章

住信む金住..民州自会J巨担金且び罰揖会に陣 地を広〈とるよう11'>1<

会1r.，直 化に止にまよ晶る担理唱不要踊をiIfえるよう 10121 E日野e同是.院街に:佃要夢望に書要撞望出書鑓出.住巨代舞も 住む私民は的介匡のす釦z，に封す晶要盟を不完全

7 家 地箸名元有活動志町を展会開.Iすtる量lt鼠撤回聖衆的る

9 114 地'"有志田舎.目1111111こ署名:&び彊訟 7400余名田署名.阻備蓄は匪掴

12112 ;膏岡崎は目忠清掃工lIIlt陸に閉する佳毘 規11崎小を訴える住毘側と術り会い

盤協話会に毎回考え方について説明会を間 っかず

計画白組撤回を率的品田惰曹を提出 I~・公判精闘査情別聾員会に付

9 116 地π有志田会.東京罰知事.JIl掠金峰 9400余名目署名.融情:1%1Il掴

12113 自陣，賀補エ唱程訟に関する住民出陣会 理復輔IJ'_工織の半地下.住民移加

一1:田I!l瞳変会型をへf求め目黒る清陣掃z工l唱望号坦哩t出主計園田
の量員会田担置を求める

長"'.に・署e室温名E参且び"盟!l<訟計画自組撤回を求め
章、 E陸軍禍量員全に付託

10126 地&元1有閉事惜白金 r環埴公害を考える

昭和62 、 zl III掴会直歯j青禍霊員会1%目深清掃工場建 針3つの時服、融情について 田置

!ltにかかわる錆醐.胆情について審蝿 富保択{輯地問分由拡大.世民参加

由聾不採員会訳等と}されたが.自紐撤回等
I%;r-I.;IRI: "った

11116 地元有志司会、 f写)!.貰判I!!I開催 写坦EEZ.E量対苦制で訴環える撞保全.コf三思理場

昭和58 3 117 |地元 セ袋、区長と会見 間 ~4 項目に理解杢示す

2 112 清掃局は目様清掃工場建訟に制する住民

会協脳警会開に催呂田清掃工場控陸について脱明

5 123 地元有事a司~l会~;、EtEE出111111掻全世選に伴 Ii!!堅担には6月、4日に担出
い 陣置

9 113 |都L 十亜里直

3 19 目黒河町情工増撞股に関する住民協組会

!立担事へf自再軍楠工場彊股1+留を当

初ヨ震に宜Eするヨドを3統的晶筒UI苦提
12 地る署元有名志活田動会.アセス手続停止を求め

12128 
|キ地元シ時・1=闇司会しで由匡齢阻惰に穆枕虫 ダイオ

昭和59 1117 地元有志田舎、毎瞳会緒豊に『自民清 4300余名の署名

|闘陣工す相るi富岡股にJl附P署環名署境員開添え評価手続に
て・出

I 125 地z有志田会、11Ili.金峰&に土壇汚染 汚後の責任由所在を晴らかにする事

出

4 122 靖国島不径可は能と当回初笹案への聖EのE苦闘に対

5 122 目尽，賓掃工唱l霊訟に関する佳畏協Ii主

|はg璃s帰m出局長あてに世入館についての要

6117 清掃島は住民民明会を開惟 |環四状歩6阻号咽肱‘ 刷 1叫輔の宜量間

に関する融情書を侵出 と参住働修民田体主不安せをる事解捕するた白白星置 7121 住毘説明会〈住民主慣}を聞置 |制四多時悼圃陣.補助20輔の宜週間

2 19 |地る意元有見耳書を目色tl出都市間決定軍に封す

2 125 地に元闘有す晶意融白書情事‘巨撞語出会峰畳に土壇汚畢

8 128 i賀補馬は住民協話会を開慣 本間体姐的に恒践的で、阻胡工積極要且ぴ猶入路
つい

9 110 ，宵同局は 毘也絡会を開催 世人筒問坦について説明

9 111 自由清掃工場彊訟に閉す晶住民協施会

" 126 l公IJA聴不会葛抽に多おい抑てべz，時四会怖が新工 問事.詩画書家にかかわる公聴会を間〈
8 図遭小田環壇を守る父母町会.国道世巴

は「搬入路tゴミ 量等について由民

制牟.」3Sを山俸にIl出.問毘宙開胆惰をEに

住去民で会医峰厳令・一こ一祖町師会巨が剣そlJlれ瞳ぞ惜れ署名を量

8 110 |地..元締同町会畑、開局と思脱会を 昭和61隼1)'1までに 11回裏tli

昭相6014 地元有志田会.ごみゼロ社会のパイ 由連住巨住民会線一町会と図遭

9 121 高3峰金でfゴミ 量等について回路闘J鍵

m阻f僻喧喧E世評価手続等に閉するt貴闘J

9 129 |附陪固会tで盟嗣「柑 ダイオキシンに関する

ロット 計画{貰覇リ サイクルシステム 小竿世田直壇を守る)1，幸町会と遺書

|事を例に申し上λ尚れための附 }畑 、制 で

7113 パィロ iノト針置の置を開制定直後1希求基 地元有事司会のリサイクル問悟節門

凪ヨE浮上 と運輔して会、l発fリEサイクル社会を自給す

9 120 リサイクJ同士会苦目指す遺骨会は白馬

化匡曇にに閉討するし象.嗣f有割価安楠世町話健田:岨iと，再!9出貴軍

9 121 活地元動有志田会.直措結束田ための署名 1万1手に1術5田出署名が集まり ‘ 1 0 ~ 
2 I日

9126 由連小学位の環墳を守る父母町会.図 ?月29自に移し入札書を巨星に担

10121 i脅帰島‘建!fil且明会開催 |す日間る‘制陣軒について由貿畏を

11124 l3i11.:育同工唱建陸に閉する住民協li.金 E重量権12.禍院宣申I買を行わ4よいよ

情iz『1撞を聾匡諸稽童辺E、S捕出院生等に閉する回
ラに巴が11に要望してほしいと醜情

1217 白血璃掃工唱建訟に閉する住民也版会

は文書EEfEF都包に括会..股!l<立に際しての!t12恵項

1218 健都市計画局は瞳軍事査の公開聴閉会を開

昭和63 2 124 軒請町求珪手霞陣開終可始にたいし.行政不服審査

連子供血塙を守晶ための陣慣をEに蝿 出

出
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3 13 E尽清掃工lI!a陸に闘す品住毘協崎会
は巨額1市計置副長にゴミ量についての

@しλれ戸出
3 112 気 1園陸霞脇陣会開躍 住民代表(&封14団体1B名、性

民協蝿会から引き担ぐ}、軍軍省都腿

り員構(6成名).回線巨組員(6名}よ

3 130 .原街1.工事誕明会開値

9 [18 jij2図像素当医健会由開憧 |確転包也文li'書{案{家}由1・説匝明運転計圏、 院運

10[16 ，.3図録業司直倫回開瞳 1;宮S自B民l清圏掃踊工場町民連伝に関する協
10130 ，，15回途陸協蝿会開憧 |凶由量産転惨協状定況・を回都が転組計告圏、 凶工事

"17 省高4[0量業率価金問置
. . 

11114 軍1国民家協定植討小量員会田間檀 本様動岬のゴミ処理量について.留!
倒1;t60 0 tフル活動を組らず.住

， 18 箪212 エ車協定控業 民酬と白旗防が平成3写7月、 58

5121 ..3司被骨棉油会問併 工¥‘
. 

5 128 工事国定輔桔 衝IIι エヨ修室般に関わる安全封g震に
町で議惜2〈2回操業協定植討小量員会ま

十分配慮するとともに、地塙憧昆の

生保活主還のた唆をめ可町能措置な阻圭珪り配守主慮るし止たす園る梅

6 125 ヨ;;4@Ji室直也崎会開置 工

1 115 自保清掃工場建伝に関する佳毘協路会 世lご聖観される

平成3 7 115 革12回伝家準構会開置.r東京郵目 目鼻日町柵工場墨書官調会由位置を決l

開湾同工場の1芸家 に闘する協定輔 定(住民15名./&胆員6名、昔nt!

結J.正た.目揖巨と住民側との聞で 員6 名で情~)

ごみについての思臨金田陵置、 20年

世田見直しについて由確認書在取り史

錯は工求事手間担開可担始分にたいし行政不服審査

1 130 第5(;> 居・ i国街睦抽についで揖陣

わす

8115 組市緑地に閉する'1、量員会発足 住3名民代で表fza3名， 目黒/&3名.璃同時

8123 l草2司蝿Ili揖織に閉するハ垂員会開曜

9 " 
|第3@J蝿冊韓地{こ関する，、重員会開置

9 121 |筈4@)揺由邑地に閉するμ量員会開催

1013 革6自建陸路峰会開催 要館南求緑が畳地にけつ入いれてら合れ意晶}{ 級相住民の

11 129 軍7回直伝協騒会開憧 エIII建て協訟の瞳進惨状況.煙空工事等に
つい

1219 ..5 司糧植草地に鯛する Ih~昌令聞'" . 
12122 ，，6司幌市盟地に閉する，、垂直会開催 Z実について含食

平成元 1 125 ioB団連怠協峰会 工塙建位工事由多進面惨俗状現.理街緑地

3 110 軍t回色事植樹量員会を開確 住工k民S6綾名田由./&食3事与4に.釦2て名協腫で構肱.
つい

:3 131 昭和63年3月由佳昆曲ーから出されたゴ 意見書1;<、ゴミは目黒区民的ゴ主に

ミ量毒事に閉する臨惰音量けて‘ rll/l:潰 限定する布、将来は他由民陵地に轄

|掃lt.工l唱多のR踊備舎にが伴担う担ゴー ミ都量恒通にE関にす~る出す章見る 転する率、寄町内容

4 117 箪2白山・員会 '聞催

5 125 宣伝3自慢彰 鋳 " 1 119 2録事4会を困附色催事構討委員会.草9回盟!lt協 工場棟および僅喪白色帯即決定

7127 遣z施k主也監協撞会開曜 地に元決E還F元結恒は3陪理{地下2陪}

9 16 還元路盤i霊民協民会開催
10111 軍lO@J建設協担金 日曜日 視包休業田植討

1114 事11e湿陸協掻会開世 日程祝日作業由瞳肘

1119 都明が会日曜視B作業について近同住民に組 住民側は年向田81i祝日作業を7示

11 110 地元有志田会ら回、情EI提に出fゴミ田岨拾方
遣についての

平成2 2 '3 Jf1:12団理陸協踏会開催 工盟場笹漣股工事由堪睡状担等について

3 12 
3ゴ青柵ミ性島副!ま量巨』に選会ついで置て状也S力骨者F組事組館幅整備. 話韓工ル草稼働剤す遅れる事.ゴに要ミ担筒埋も 600

tフ

3 13 家13~ 倉陸陸路会開畦 コミ量について凱剖t伶皇制が主負担
3 ，. 住民側がゴミ量についてEに寧し入れ 都市600フル活動すると 発言した

と事を匡量に要けて望‘住民側に立ヲて眠しい

3 131 a!lt協施会住民代表他が目黒区を経由 民連転也定書.軍吉出版会喜朗即位

して「東京榔目黒河町帰工場町民連Eに E軍

関桶す工るfi~協E営定盟書諸J 会およ事び帽「l警東軍都都に目目撃串出清
511' 事14回理陸協話会開置 工金場由埠腔股哩エにヨつ駆的い進て惨合状食耳、揖集~償
6 121 軍V回1呈妥当直備会開世

住4民名間で集幅8広ι名眠‘Z巨臨E計員4画名等T‘F説置1明轄R
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付 3.6 東葉高速鉄道建設事業(夏見地区)における各主体の行動 表f寸3.6.2 船橋市の行動

表付3.6.1 鉄道公団の行動
S手 月 |船4 回行動 |聞係 地主体由行酎 偶考

昭和51 10 lm掃出-TI3I3治会、船樋市長に融情事を f聞ヨ震にE吋j由同容
室婁 周 蝕置l!位公図的行動 |閉軍する他由主体的行動 11・考 11 届幡市主催田地π鋭明会開曜 地区雌位で開催

昭和59 10 |船曜幡の地市元東鋭璽哩高童速ー睡蓮制連位公団主
置見公民置において開班

12 |時笠缶国入り民喜公重1団2 が重見地Eに到して測量

昭和6311 夏見東部自治会へ脱明会 落畢弐での7承を得る.測量に問草

昭和5214 !(J!.-T目自治会.市長に陣惰者苦担出 酷直B十回1=匝対

昭和5917 ，ロ(.!!.回-瞳T惜目自治会、船橋市建位局畳に 地下化以外では絶対底討

10 |船催橋白市地元東民軍明高会速刷、陸軍盟位公団主
!(.!!.公民障において聞置

平成π 3-5 |東7部自埠会開制E同の用地買収を完 昭和60111 I!J!.出!l!1III13措‘船橋市長に要望書苦提|合r駅はの全間面関皐.駅闘が出来はい唱
5 |船情橋‘船市宿・陸術軍長も醐出席公団との持金践を実 |市匡長のか地ら下鉄仕四極公団HへIlJUT目地 12 要望書に対する市長田市騒会答弁 r将来まちづ〈りが具体的に温贋した暗闇

で海老川底周到h区に時腫眠として検討し
5-8 市長先置を畳lす.後軍理位公団.船橋市 市置1S68-i号線.市置 1579織田龍阻 たい

での控術的倹討を開始 {地下宜甚).及び完足場E川右岸苦将来的に

豪た首，~駅か訟ら置5が0で0きmるEよ伸う実な判構星造用とすること
9 陸軍辺住公団から夏見IT目自治会に. トンネル延伸は「不可能であるjど院明L.

岨和6215 1H'E多得東出部自治会‘船橋市長に再度葺盟 I~舎駅は由全闘E を酎z聞置が出来広い渇

平成π 5 
|間考会一館丁警要目I自包治船会橋ι市豊日も出訟席公団との3 市長由か軌ら下陸化連由盟横民討公を要団路へE見 IT目地

臣 l

トンホル田500m!&f・ 3震をl~公式脱明 陣軍をベースに用地買岨を完了した東卸

脱自治明会とす由る民突が予想され晶た的、非公式

9 0位m置延盟伸恒業公苦団脱か明ら置見東部自治会へ50 置地E下E化Rをに要撞〈望Ii~. 5T自主壇を吉めた

5-8 市長発言を畳け、陸軍直陸公団.船樋市 市置1568-1号蝿.'府軍1579蝿の臨騒

での枝術的横討を聞拍 {地下虫垂上且び海老川右岸を将来的に

新など駅か!ltら置5が0でOmきるEよ仰う業な苦構躍造用とす晶こι

。 鉄道辺住公団からlll!.IT目自治会に.トンネル謡神1;1:[不可胞であるJと脱萌し.

平威2 12 船協捕力要前.臼餓置盟叡公団から東鶴自治会に

3-6 ‘主連盟位公団.東部自治会に聖里軍につ !(ll地巨主体としてのr量大公約誼Jを集

トンネル由500m車体案を非公式説明 席ヨ院をベースに用地買岨を完了した京都

|説自明白金とす町る闘が予想されるため、非公式

いて陣明
約自治した会置か吏ら案基で本あ的る7こ帽とZをF得.極るり逼L脱明， 9 O位m置E湿停段案公を団I且か明ら夏見東部自治会へ50l地Jfll!下車化に壬要強〈望鵬、 5T自主埠を含めた

6-9 船橋市と.東軍高速聴を基軸としたf"ち
づ〈りJを凶施、 8治会側からまちづ〈り~

平成2 12 E描(.!!.獲'に医全師面自地治会下化、鉛を幌融市情A.障措布施主

由で重要見望東書部を侵自出治し会.と市倉長章から図書す晶こと 2 |船出脚計事‘時陸連盟段公団から東部自埠会に

10・1 会船橋由市3者‘餓全遭日盟鼠公園、夏見lT自自治 1:会Hにトン師ネ自ル越490のm合E意伸壬ヨ持震を・埋ITま示IH!治

10・9 船橋市、鉄軍題担公団との3者会館
夏グ等見白IT書目地自t章治者会へと由し包て別1%史;J!渉量に.ポほーいリるンこ

とを7承する.13泊会としては10月21日

Iま員で各に位そにの高旨度を高fE自.遣抽会院ニ'Fュ図ーるス時J等で会

3 船橋市絡会において融情壬不健民

6-9 船橋市ιE見東部自治会で東軍高速線

を基軸とした『まちづ〈りJをta踊.自泊会
|聞長かかららま図ち書づす〈るりこ等と由で要合望意書を揖幽け

10・} |船会f6師)3者組全阻理訟公毘 Il!.1丁目自治 |夏会見にト東ン部ネ自ル埠4会90出m合E意停を案碍歪.埋lT示目自治

10・22
鉄量連.ポ盟ー民リ公ン団グ.町I立毘ち1入Tり目協住力民要に路対L:l1 ち市入街り化示踊路聾を巨畳壇け向る田地植者苦闘いて立 10'4 |車び問まちづ郡〈白り紘の推進船』榊の要畏望!書こf揮駅出股置且

11 駐l>.U'軍住1皇陵民公に詑団明、市書街を安化値問聾臣培地権者 8自には9名出席.22臼には5，g出席

12 船田橋地煙市者‘位に置胞辺カ住聖公路団 市街化問聾巨埠

平成3 1-2 
融内軍高理祭捕鼠工公事団がにつ工い軍て鋭]明会を間憧{地E

3- I位盟主置盟U~股車公盟団三.I.堕E盤-勉T宜目盟地主区位U用晶地貰
平成6 16 酷置l!!lt公図的盛期にわたる宜~l>.び

10'9 夏見lT自自治会、融置理股公団との3 夏見1了目自治会としては訓量.ポーリン

者会臨 |何Jい多7回ゑ骨寸地る欄への個剛史渉にはいるこ

10・19船橋市長ー「海老川上諸地壇のまちづ〈り

をい具樟体射化したすいるl中tで図関書係者と話し合いを行

12'12 市街化問並区培地t筆者及び近陣住民由 fl丁目地区全体的地下化{トンネルの8

e，gから市長兜要望書提出 I~陸o軍m盗帥置にLは棚~本田的四には時賀岡暗田1由明同暗容化
布袋町圃世惜田宜渉地寄価書をSがEた用珪地.買市収街に化会問意畳
区培由畳

12 |船町橋地市確者tに革也雌力要公箇団市街化問畳間

12・25|船lI!橋ヨ宣言市与萩肺盟阿奮絡会で全会 量でE つ市い街て化も問事畳樋巨単向佳星担出町草亘書に

早lits 16 市畳田直後由主主地野等担者音程耐た用桂倦.買市阻街に化合同意盟
巨耳目最桂
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表付3.6.3 夏見一丁目自治会の行動 表付3.6.4 夏見東部自治会の行動

年 月 車見lT回 会叩ー l関係す晶他主体町行動 u・考
回相5118 県主曜由絶元観明会開催 制日市計画決定手聴き.地区単位で行われ

室事 周 l:J<l医師自治会田行動 |聞係する他主体的行動 1'"安

昭和5118 lIiI主催白地元観明会開僚 |郷る市計画決定平耐.地区制で行われ

10 |届摘市長に 「原書!二E対」町内寄

11 1・食樋市*， |地巨単位で閉偉

|田町5214 l所得iこ陣儲君子IP出 |邑i!!lt薗1=&対

l昭和56110 県知事に蔓盟害警控出 |地1'1とでrい は E封
昭和5719 県主世田地元雄明会開擢 地区単位で開櫨.也市計画ならびに喧墳

|ア間セ;>hスル晶まトで.世観封明反会封塙t:で由は食地現下出出化る時

昭和5911 定時，...昼に口四回惜 |地下t以外 :1;1:睦向直対
10 船橋市.東軍高連陸軍.陸軍旭民公団主 IUI.公毘館において聞置

12 |睡蓮沼恒公団が測量!I.ち り要i~

昭和60111 )l[J<東部自志会、市長に要望審査慢出 駅全毘面置櫓の下軍式を家要.叙求段誼ができむい塙舎は

昭和6311 |会陸軍蹴公団.夏見東部自治会へ脱明 高架式で由7承をf寄る.剖量に問章

平詑元 3匂§ 東邸自岩会開悟地区岡田用地置唱を禿

7 
5 l蹟船J橋市、 融革幽公団と由3者会臨時 市巨長白か地ら下駐化軍田埠被鼠討公を聖団路へ夏見1丁目地

5-8 市長尭言を畳tナ.量失直毘股公団‘船橋市 市遭1568号陣.市道， 579織の樺担
での技商的植討を開始 (地下空霊'.&15海老川右俸を将豪的に

新r;;:ど駅か住ら置5が0でOmきるEよ伸う寮なを構探造用とすること.

9 位置建訟公団から夏見1丁目自治会に. トンネル証伸l;tf不可能であるJと脱明し.
トンネル即500m1i停案を非公式政明 席実をベースに用地買岨を完了した東卸

開自治閉会PすのるIiH~i1<予哩されるため‘非公立

11 フτ " 
l地i!.也で開催

昭和5719 lIiI主世田地元脱明会開櫨 地区単位で問置.働市計画ならびに嘩'Ji

lァセスf

回記59112 公がー 入り毒症i:

昭和60111 船f倉市長に要望審査Il出 I~合眠はの当盤置をJ{lIt.附置が出来f.i'l¥ta

12 要望書に対する市4墨田市峰金書弁 r将来まちづくりが具体的に進展した眠障
で淘老川高塙絶i!f工間関駅として織討し
たい

岨和6215 船樋市畏に再度要望書を提出 1:舎駅は由当闘を跡、問業置が出来ない塙
昭和6311 融団通体Eに践B明公会BI.A見附自治会地問罷 E見東部自治会はa!量に問E

平成π 3-' 融置理股公団.東部自治会開寵地巨向

5 船帽し橋j市.蝕連盟殴公団との3者会筋を獲 市畳から怯置値段公団へ夏見1丁目地

9 0肱m蓮E睡怖眠案公査団院か明ら夏見東部自治会へ50E地E下輩化苦に要強望<&~.5T回全局長を吉的た

平成2 12 |船化橋努阻市惜長船4肺協会闘に童画地下

2 |船也帆力車i~怯四位公団から東部自，拾に

3 l船抽布施主において匝信者F不塁間

3-6 位置建i&公団.東部自治会に宜聖業につ E見地匡主体としての「量大公約敏Jを集

いて匝明 |的Rし，合た会EかEら重諸島で本あ的る7ζ躍とをを得仙る沼角 し説明s

平語2 10" 船会0橋')3市者、鉄会直阻四位公団.夏見'T自自治 会E且にト'医:師，ネ自ル治4会90的m合韮意体を裳碍多.21ET釆!llli治
6-9 鉛揖市ι東軍高速線を基軸とした『まち
づくりjを協陣‘自培会聞からまちづ〈り等

10・7 皇直垂箆男総会開値 罰署長師三島問責

10.9 船橋市.酷革連盤公固との3肴会凶 夏見、T自自治会としては剖量.ポ リン
グ等白骨治樋者への個別宣彦にほい晶こ

とを了承する.自治会としてはIOFl21日

ま員で各に位そにの肩旨車を搭r認g治徹会底ニをュ図ーるス'J等で会

10・22
陸.軍ポ建陸リ公ン団グ.03E立Eちt入Tり目極住力民要にi~対l..iI!|角市街入り化ゑ問臨聾多区'"喧け向る白地耐を除いて立

11 駐亙軍び建住限民公に脱園閉、市会街望号実化路問聾E培地権者 8日にIt9名出席.22日には5名出席

由で要会意望審査侵出し市長から自署すること

10-4 |船設橋1由市事長望に書『眠揮盤出置車Uまちづ〈りの惟

10'19 船橋市盛 f海老川上耳地培のまちづくり

をい具植体討化したすいる一中とで図間書罷者と話し合いを行

平成3 1-2 鉄岡連高盟果盤桶公工事団がにつ工い司匹て良]明会を開擢{地E

12 -4 県‘都市計蘭~JI!葉町縦覧
-18 

】2'12 市街化問聾巨埴地権者亙び近出世民国 flT目地区主体的地下化{トンネル町8
8名から市長宛聾望書盟出 I~駐0車m直証盤制には斬基駅本田的問には時賛岡成田』由明同諸事化

12晶13市面化問聾巨犠地11者且ぴ近阻佳毘町 市侵1=封する要望書と問内容

い9名てかのら震保g聖田書彰，1売S出にftll市計画的実につ

12 船白橋地市権者.銭に連協盟力鼠要公目団.市街化問畳区埴

12-25 |船曹橋実市習与ゑ都担市阿副会で全会 世で置 市つい街て化も問審聾誼E埴向性毘慢出町章見書に

平E主3 2・5 T軍県郎市計画地方署担金で圭会 政 市つい街て化も絹審畳踊匡埴同住民慢出由意見書に. 
3・5 |郷市計画書U!S奈
3-

|陸岨軍且び蹴工事公団用、一夏両見俄-地T受帥渇に巨は.い制る買

平庇6 16 晶連盟陰公田町長岡にわたる空揚亙び

布袋町直量後伎の空地揚等借者を経がた用桂地.買市担街に化合問意量
巴国的

A84 As.5 



付3_7 福島西道路建設事業における各主体の行動

表付3_7_ 1 建設省の行動
昭和6】 11119 仁参宇宙区制l!!略t金計鋭明会 m"'m 7 る

11 125 下 I&r.認定時位計鋭9)l~ 同地巾

11128 |釜本野(i!r' iH~9:Jlêo 厩岡市総打瞳7

告婁 貝旬 11雲雀回行動 関連する他主体回行動 0・考

両元刊 |針間組目杏 百 E り1レ トで訳定

昭和引 1:まさMぜる酬ヨ震をの基か本ル回ートと復し矢て野2夜空日曜と
昭和55 2園広省田に蜜お且けるル ト象昭後..iI!'-彫容肝

昭和56 18 l福・島5軍西部濁吠道路間岡山健会田 理I!l:雀11県団.市協に11よがる閣組か担れ.た昭和57年3
月まで1

昭和57 14 |耕定輔旋盤州理事配して擢択.決

‘ 3測・3孟E活.地字質.起飼歪点か.位ら計循事a事s線車道IJまで由
5 |地格金区代e表・者等に間討会す長る説E明長会 自治密閉

611までにe地1&.市70名に封して

7 関係地権者等に討する組明会 合8通月'までに5'色臣、Eベ7団.450名に

1111d 住民へ由鋭明会 120名也~

" 120 下野寺I&r.，説明会
12 123 東まZ地λ澗区土量地由3承R直陪を言持貴有け宅対震Illlll会合、ら

昭和62 3 5 地π血明会 酉E国土地区画監理..直..向田厳重臨

9 " 
盤E宣に臣に反封縄県踊h'匝惜 J.ト について

9 19 反田封陣派情住民(11訟底討住民会掴).111<岨 別膨..由評価中止(1)~妻・B専E門参岳璽且li!会由位置.51.昆

11125 1昼 ft~ 11-田打ち合わせ 地a底分飯田鮫，同 畳等について

1219 51協Ift~ 会h守? ~元事望通事項についての打ち吉わせ

昭和田3 5 30 仁田~t&hSif1 ~toll"由 A ~II~ 

4 1・ 泉地E劉萱帽果鋭司会 下 1閉会. " 象地E調査結星組密会 地下水‘地盤劉萱轄果a重要説明会
5 31 計画説明会

豆荒控主川ttム~白韮線県韮開革E鹿にEつ塩生い.皇福て島室Eが聞出に席ついて.下

E " 下野寺同1&1良lI}t~:

6 " 
地元説明会 |百聞四く と他四回茸釜について日を

11127 調包民へ鋭明会 罰金と'.iQ

12 116 福島県知事より辺住大臣へ偲可申脂
8 23 下野号地E匝明会 モて阻デ明ル彊絡線蓮田地下傾断tJ>置につい

12117 盟段大臣認苛

昭和58 10 119 ~.地区1間企

11 123 吉1l1b.1&眼目会実絡

1211 |吉倉地区立担金実施

1215 E持図地1&1長島且童~

7 4 京地臣経針鋭明会
諸主工蔵島主.支革用通主地飯主保埴主聖E悼位孟と殿J由B主EEZでE針方e式回につい

7 1・ 怒è"!tI!~地元説明会

7 " 
北担旦地E股計阻1I，!1'*= |豆霊方式や道路婦連について

7 28 北;R :R ~èt&陵町鋭明会 宜差方式や遭路 について

12 110 仁弁図地1&1肝会実施

昭和59 2 113 JIl地1&.計画説明会 9長u他eeE名土出地席家屋所有者封軍泊組会.会
9 '0 に努団地区地元説明会

10 8 E参字国地1&.各個人宅 E阻明
10 " 

仁弁図地区.各@人宅で組明

11128 |泉地1& 1削 ~(1 :1ロ' 地'1'主些~

11 IU 明会 2ブロック1 省出鷹

1211 東地区説明会臼ブロック} 地権者出庶‘説明対象実同人員75人

回うち15人出原

1213 JIl地E阻明会(4ブロック} 地町権うち者1出2席人‘説明封.lII同人員56人
出n官

1214 集合色区阻明会(5ブロック} 地纏者也原.鋭明封.lII同人員39人

のうち4人出慌

1215 泉地区鋭明会(6ブロック} 地後者出席説明封象家同人同 77人

のうち"人出席

1216 痕地区説明会(7ブロック} 地目復ラち書8出人原出.席説明封S民家同人員66人

1211 泉地巨説明書(8ブロック} 地権者出席.脱明封IIcll!四人員38人

田ヨち5λ也慌

12112 反封誠住民{漣陸直封住民会』船田園情 説明会等.理睦推進手続的停止とル

ト田司E璽手蔓'"

昭和60 2 
" 
と泉打地ち区合土わ地せ震直所有者封気協脳会世且 討革協i、gて会打員ち町合在わ住せする土地目立ちλ

りにつL

e 13 東・劉地萱E土由地た的震由直民所明有者会を対褒軍脂協個室に測

7 " 
澗量.立ちλりにτ丸、て由来地E説明士 地目籍うち者4出3環‘鋭明封象lI!同人員141人
(1) 人出1IIi

7 25 刻a.立ち入りについて田泉地E説明会 地宿舎也1IIi.説明対象亥同人員 "6人

2) (f)うち29人出限

7 26 期置.立ち入りに1、て田9拠地E説明会 地権宥出席ー岱明封.lII向人員77人

(3) 田うち17人出席

7 30 測量ー立ち入りについての泉地E説明会 地権者出席.脱明対象寮肉人員74人

【4) 田うち9 出原

7 31 剥量.立ち入りについての3拠地区鋭明会 地権者出席

【5)

8 " 
反対派桂毘【湿陸直封住民会蝿]由匝情 ル ト置更の要望.lI!量.立ち入り，、の

反斜

s 19 |制且会巨土地問所有材置凶主・世 立入測量在留由る方向を禄包

" s JIllel&.J区東町 A に明会 ヨ<l!!璽由説E

A.86 A.87 



表付3.7.2 徳島市の行動

.. 月白 続出県(釦1I)田行劃 |剛遣する他念体的行動 領宥

昭和56 18 田宿泊報県痘西部現状遣問聾備毘泡11111金 |雌1'1""，で日"回国市に摘よがる開純ヵオ血ぜ昭-和問3

昭和57 15 
|地盟臣筏会代表垂付直軍事に金討皇す、る区組長明・会自治制

6月までに6地IIL170名に対して

7 間保治権者有に討する鋭明会 8針月しまてでに5地I&.E!ベ7目、 450名に

10118 |蜘る暮より福島市にたいして.l'tJ!.を家出

¥1"6 亙針謂住民へ田陣明会 '20名也庶

11121 E対話住民へ践明会 理 主よる

11129 措易市都市計ioi審皿金B区東亜り掴決 現IlS皇室と地元住民への62.，.を聾望

昭和58 10119 ~菱地1& 1昆明会

11123 手写食j~1& 1昆eft~

1211 奮 E説明会実Ii
1115 仁芥問地E民自会実施
12110 に茅子園地里民明会葺施

昭和59 2 [13 '民地臣、計画院明会 集地区8名土出地n3RE麗扇有者割安値I盛会‘会
星担

1112且 奥地1&1良明~(1 :1 0'ノク} 書出I!I;

11129 |東地E組明金(2:1ロック} 傷者出席

1211 痕地E説明会(3:1ロック) 地揮者出馬町観明封IIll区間人員75人
のうち15人出席

1213 東地区t刷出会(4ブロック] 地白う権ち者t出2n1鋭明封III実同人員55人
人出I!I;

"‘ 
泉処置鋭明会(5ブロック} 治信うち者4出人席出.1且明封IIll区間人員39人

由 席

1215 農地E説明会(5:1ロック} 地健者出席.阻明封IIlll<同人員77人

のうちけ人儲僚

1216 息地E説明会けブロック} 治目権うち奪8出人席出.席脱明対象lI<同人員56人

1217 泉地区民明会(8:1ロック} 地権者協焼、説明対象lI<同人員38人

白うち5人t起源

回相60 6 lT3 J湾R問地霊E園土否地の3たRめ置由所回有明者会対~策J!協H掴会に
7122 君"孟‘立ち入りについての9拠地巨脱明 地権君臨I!I;.鋭明対象家同人員、4，人

会(1) 白うち43人出席

7 125 ヨ瞬童、立ち入りについての9現地匡説明 ..纏省出席‘ 1員明封IIlll<同人員115人

l会(2) の 29人出席

7126 |測書i量呈)立山について白州臣民明 地のう借ち者t出7席.1員明封IIll区内人員77人
人凶際

7 130 1m会(4)立ち入りについて由来師例 地指者自J!!i.1失明封象案同人員74人

白うち9人出席

1 131 :111量.立ち入りについての東地区脱明 地担番出席

|会{引

9 119 Ei;土治家屋南… 立入測量を臨める方向を禄箆

1219 .東..町開会に説明会 .l<ll!裏目脱明

昭和5' 7 121 亙討揖住民{漣段E封鐙毘会』健)田@し入 鋭明会をやめて欲しい
れ

7125 市R力量とE対話住民{温19;且対住里会 E封漏1;112000人あまり由E封署名を
鱒}と由会館 提出.また.専門畳員会田位置と代'"

ル行織ーをト回た復ど射るを噂Lλれるが市開I: I~平

11119 仁労回E間探崎臨針説明会 用地巾担打段了承する

11125 下野手子臣閣l!l略I~itl見明会 用巾銑 7承
11126 吉本野区間保略』生計組明会 用地叩航行位7象する
12120 下 巨間脱明会

12123 泉入地到宮区土町地承家詰屋ヲ与量所1有する者対!Ii箇帽 会から立

.'¥.88 .'¥.89 



表付3.7.3 建設反対住民会議の行動 付3.8 柏崎刈羽原子力発電所建設事業における各主体の行動

安三 月日 温室直対佐民会師同行動 る他主体田副 慣考

昭和51 10117 温室反対庄民会 蝿1el<

111111 主童館省 E対派住民へ田説明会 120名-0>目

表付3.8.1 東京電力の行動

1112"1 
謹世省 E封据住畏への1史明会 語会

昭和58 ， 123 思鯖組会開置
3 122 狙，闘島由地姫甑方を忍起刑こ務すに1¥1時計四道路lU!取

原告菅野恨雄他58名

'1" 月日 東京電力の行動 :li型する他主体的行動 幅安考

昭4" 8 122 l電民間力雌に進出団礎体知情工会議所等}が東京
9 112 県の原子力平和利用調査結畢を持勺

.124 総会開錨

5 130 第1ロロ副委千措 瞳智{県阻3・}側‘苔季子蓄を提出. " 2肩2回口頭草子績 す原る告E側蝿.滋苦音行量制う聞や土地回収用'ifi=討

10124 議3由ロ副葬届 破由告対側象外はで.決あ定晶とli!主E語段階では抗告Ilir.!

自相59 1 19 宮高4回白面容詰 |原告側世民田不'"芸蓄を主韓

4 123 震5回口語手字路 原告側担担組明書撞出

5 128 ]ij5@口酉#詰 筏舎伺‘書mm苦司n豊島

10129 努71!!口語#蹟

11112 徳島恰万滋判所ー判決宮い宜し 原告側目敗訴

"126 仙台高寄I!判閉に控臨
原告管野担雄他市 1名

12112 謹睦省工事事通事務聞に康情 説由明萱会J!寄~要.建求陸権童手続出停止とルート

lて車‘ι閉他断附市
9 118 柏崎泊I~~ レス売後

9 125 担進本出企町中舎において9降、市 村に正式に 県.抽崎市、刈羽村羽.進出を世迎

しλれ
11 15 雨扇面羽地M王子力喧何事高所霞置 |事車盟、用地輯.住情調査現金位置

11 118 |出姥制反対町量W掴明合が東京電力、抽崎市に原|酬化、宝明蔵物去の、肱官射源能の汚暗換少な、どMb市 n悪

日目.'5 Z 119 海県漁象述調、査柏栴崎力.を出依宮咽崎両機協に対して

3 16 叫羽地権者会に土地買収協力情相 多珪dつ地権者治旬、る刈羽付では地権者

会柏が崎組市踊町地的に瞳宜者僻とはにあ個た々っにt空の梓に対L.

昭和60 2 118 努1田口西弁描 原判;;t田耳目りi闘しと計画E買取消在来め 弓 26 掃車調査妥結 海て航象者剖を豆伺町置f司を置とw.控の同意は知!とし

4124 1112田口耳鼻峰 原告側、住民由Ae本的権積回毎宮参主砲

5129 3田口 総告側.抗告匝世田封書良外である~主格

1115 耳4回ロ語S手陣 |を肺描禍M 刊の宅地量曜における進夫

• 11 湿19:省工..，務所に瞳情 lル且ー錦トli!J!町田‘潤量.立ち入りへの
， 19 舞5回口画発晶 告制.独自の代笛ル ト園置を提出

10123 1!B回ロ面#蹟 筏告側現ルート由必要笠を主長

12118 茸?回口匝弁Ia 原告側.本道路白バイパス的包絡を1I

|臨ま‘時側位活革路として由酬をま

昭和61 2 13 1il8@口自発瞳 後告酬.'広体蓮田町明美的世割を主強

4114 驚9田口画弁民

619 第10且口両弁誼

? 12000余命由匡対署 集酌

6 111 
些描刈茎羽iI!並地調権盟査主者を闇会一姑に土地買収価格酷市、用

7 11 

11 15 市豊.村畏、地市E元E県者議会、見用地価格ゐっ
せん畢結

1111 |阻出脚止土地売買契約調印を反対派が 個別訪問等で各々調印

12 118 l地質地耐力調査開桔

昭46 l 120 気象観潮堪完成、気象組制白岡拍

昭48 11 112 京M評電.力原本尭底反に対て同杭盟議、行守勘る会連告が東

昭.9 6 12 
行原担動反‘東対京同電盟力.守開看吾妻板連や合掘らを現ー地師事反壇対

11 15 守る金連合、反対同盟.東電に抗議活 地質地盤問題について

7121 徳島市へ田@しλれ 組明会をや由て欲しい

1125 補助世と且対派住毘t廻1生直前住民会 1;0守派1;[12000人あまり白星封署名を

1ft)との会臨 iI幽また.専門霊員会田位置と代笹

ル守姐ートを田た検ど討るを申し入れるがffi伺とほ平

1 130 仙台高寄量判所.明措置い置し 告側田敵臨

11111 立柚崎回市静長直対派代褒とニ菅会談.対 地質地盤閉館について

1I 116 柏崎市長.地質地盤問題の検討並びに 地質地盤問問につル、て

入東京れ舎電拘力束に原子炉股置申請保留申 し

8 112 最高I!判所によ告

昭和62 ， 19 議蝕省工2事務務所に間情 測響量評目価由ゆZ止ES.貨専安門曹聾司員会田股置.環境膨

9122 量高滋判ilT.判決宮い置し 原告側由倣蛇

明:;0 2 121 県、地質地盤横針結果を発現.それを 地買地盤問題について

|畳置けゆて符市保は留東を京解電消力に対する原子炉訟

3 20 |原子炉設置申相=撃を閣に提出

11352 9 11 内閣総理大臣、柏崎刈羽1号機原子炉

お置許可

9 27 柏崎市町市有地について土地売買製

12 15 
註保主安筆林主郁主臨申請書提出

12 113 工事E黒田申請書再提出

昭53 4 111 国f，lJ.!1の県許、保盟安苛林田解除千里置用途廃止 安'"総藁司地t内t際の的保m安林a丘田一指定の解除.旧保

7 19 119保安林伐採の強行 阻旧保止安金試#みのる伎棋に封L、反対派は実力

s 30 県.市.全村協.東定京楠電緒力で原平力費電所
理主主安

1114 通産抗拍崎刈耳1特権工事計画認冨

11 柏崎刈耳・ 1号蝿管工

Oa54 9 14 4トピスホル培工i官揖

9 18 送電棉計画概要説明 反送対電相派は対送策得電組白対書策Jをの結た成め『柏崎原暗
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昭6.1 -4 118 6に.畢7号出陸修正環境臨場個査普通産面

昭55 4 J1i 11省に5晶W出間環境車場評価奮を通産
4 119 工作物OI'(団結小座、線高座)1担去土 昭55年3月28日に新商地:Jj地判所は

地明け揮し断行仮処分申掛金flii岡地方 血会所司却下処分は適法であり、浜lI<

様判所民間支部ι 提出 臆H出B陸品析分しはた不適当と申/~.国‘反封慌

4 125 2合‘後5.方号t戸位置環境aI嘩説明会田中止

昭56 2 /16 工地明作物け揮等し{団断結行小恒屋処、骨揖訣茶定腫}収圭土

4 117 |M省にW佳出修正環壇時調査書を通産

J 111 2企‘画5定号者恒原に提子出信粧直宮置許可申楕11

昭58 5 16 |通産省 2.5号同位置許例

.5 124 2.5号由工事軒圏全~ïi 時1:1í

6 110 サピスホル新館証主

S 122 |通産抗 2.5号砲工事肝面m冒
10 126 2.5毎陣特工

10 128 県、市.村、東京電力で安全協定締結 県民共闘会議若手反対派は協定町内容

71'企華よりであるとして反対

10 130 市教育番員会主i直.町内噛植対抗駅 前は東京電力にたいして謝野

5 123 6. i-i号砲原子炉恕瞳変更許ヨ叩拍

10 /20 1.5号櫨掠桝料開入 |反対派抗議活動

早元 2 14 
2点l号号給機植開原田拍子装炉荷湾問循料環憾ポ入ンプ水中軸量・ナ

|昭国6ポ4ン年プI響R曲6日のの後福生島を受第2け・て3柑開

う 9 I亙五京語蚕語艶
事2 5 18 5l骨号一抜世第第一四回回取申唖替m問料F睡幌J入E 正対師抗議活動

9 112 対派抗議活動

平3 .; 123 21J-1lI箔回取替問料樟入 圧会 抗議活動

O 115 通H底字音省T‘6、7号機原子炉陸置置'!f1Jl捕

S 123 通産'IUhl易協工事軒画器可

10 11i 1岳地窮亙 n取管供料帽入 圧対揖抗担活動

1111 5号陣有害 回取嘗桝料開入 帰抗揖活動

‘.:." 5 112 3号機間諜fJil.'!fI晦入 間賠禁昔
車る 4 Il8 4号出初装荷『眼科蝿入

9 19 52号3抽待駕抽=取目替前燃狩料栴陣料入開入
|反対原抗措活動

10 18 1 酌

平6 ヨ 24 i号櫨塙六回取替問料陣入 1，宜主輯抗議活動
9 29 5号措宅四回取-I!'陪tl陣， 抗議活動

10 16 4号柚雫 冒抱 M問料開入 面五 眠抗措活動

'1'. 4 28 2唇抽第ー回取嘗特科陣入 t 活動

5 2 G号砲ln装荷樟料憾，、 間賠禁ま8 25 1 号抽第七回I~特性料開λ

9 6 3号開閉 回限替問料撫人 反対派抗議活動

伝続"t大舎において、反対派内市職員

が東京電力チームにたb、して#加阻止

行動

昭59 -1 15 昭和59年4号度機随をiG明軒示圃プレλ聾罰.柏崎
メ'/~13

6 112 "号機初装荷憾軒梅入 反対派は億人阻止行動 5月21目、県は賂料蝿λJレ トE非公
裂を宮明

9 /1' 3提、出4号機環境臨響調査蓄を通産省に

1119 柏崎エホルギホル坦工

11 /15 に県つ.市もて、村調印東京電力で安全協定運用

昭60 -4 111 I~者に4号鐙植出田置吏許可申開蓄を通産

.5 131 事l号位機努掃生水栢曙ポyプ官官に揮水鵡品

6 119 |市聖議急会宮間・1号機揮水漏枝容故に射して

7 5 調組6¥1)事と故説田明原因を世毘化学的席食によ

7 16 県世事民共故闘障会団議県主民大地集、原会揖反対海水i間

昭61 ， 22 l 号I定常回I&~新開科悔λ |反対派杭議活動

10 114 |昔柏話崎嗣 出草崎両極協に6.，鵬増般で

12120 柏崎、出事情阿漁協、6，，号機出力刷

について東京電力む拍車協力金合意調

印

昭62 2 124 |県.市.甘.6.7号櫨増訟に「凪

4 7 昭和62年嵯按計画提表、G.7号植明
示

4 /9 |通産省 3.41号地訟置許胴

4 11 3.4号抽工事軒illlT1'9・q.:rt
6 tl6 通産省3，4号蝿工事計画認可
6 29 I~提出7柑現喧影響m日拍車古に

7 16 i号機晴ーロ 取帯新開時出入 反対派抗議活動
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表付3‘8.2 新潟県の行動

年 月 β |新聞保町持動 明取する仰主体司行動 {伺考

昭4:'3 1I |原歯車子省力略揖電庇所i立こよ地り割抽壷崎金市寓問施地区に

昭44 7 18 原子力平白痢IIllIII査速路舎揖を舟足 約全信散帽を議決した周辺市町木材Z県に調査

8 18 原結予県砂力州平寸和+'1問調査i車部告議が調査 9メllH朝1村2が目東、調京査電結担身長壬e進持血つ豆鐙E柏ー崎市と

9 125 東京電力が県.市、甘lこ正式に道出田 県市.村i立也出鉱迎

ゆL入札

11) 126 
損県保1字軍情干合力I認笹争惰力各平自向告刺発m電展示ゐ開価

昭0.15 1 lo 曲射能監視体剰と骨量蕗響調査

間46 1 122 県を占政極相.続瀧幸乱閉に会上直り中接止原島反対派会喝

勾i

時41

昭.7 3 121 県知事、守る会代後と確約書 国r.安主砲箆が行われるまで瞳!!IIこか
かbる恨の許認可はしない

10 115 県主催.原子力平和WI!IJJ;r.会開恒
昭叫

昭48 2 128 1.¥1:昌排水両竜利用軒究会初会&
10 121 県主冊、原子力平和平t用展示会開惜

時49 -1 15 
測ムF働量省J:l問補7;，搾償J相厳ー相会司場事肺f斡件肘瞳に性につ物上い官りてで妥プあ結ンる調スセ裕印シ置ウ

4 121 |柑“同協出雲町種協

O 119 県知事.1号憶について世源開発輯盤 反対派{守る幸運音、反対同盟}が担当F
審議会に同意宙誕出 に世割審同意限止を訴えたが物跡lれ付

刈羽村議会においても繕舎の承認が向

られていな/)...，たため知事への反控が

強まる

7 118 県‘議会議事場が反対派に占健される
|反軍事対、住派民帥控曹事を的訴出えしるた同意書に猛反

昭50 2 121 地につ質L地-て盤は検閣1'1に結要果盟を売後.地盤問題点 この発費結果諦保を受留けをて郁市梢は東京電力に
地質地震問題応由解決

たいする亭

昭51 2 116 県Z手が知事主交渉 官を要製求公聴舎の廃止と公開封描金時間憧

県1字、原聾反対同盟が知事と交捗 官を要剥求公聴会出廃止と公開封曲全勾聞織

。"知事は原俊反封6団体田代去と皿金
反の阻対止派とは、1公号開債封に曲問全す田る岡(t備i'.金'1)主公張聴.会

昭115

6 118 原を提子定力寄員会、 1'1-機町公聴会'7)中止 相司J"]jilt止を決意

回52 Il/l3 保安林郁院説明会 BlI53年1月1GBまでに荒川、吉川努t"
る:~13S人が意義申し立て.臨はそれを

附46

|古43意人見岬聞'1述害人関と係す人るにしぼって目閉会

II 127 保安林削除予定告ホ

昭53 Z s 刈羽村する農意業提仮剛興立地葺場却箆決備定軒薗ま)!!:t1 昭中5立2を年挺1出1月5日にメ'1羽村住民が意韓
に討

悶 19

3 29 保安林指定解除聴閉会 反対派捌全母髄銀阻効止を.機訴動え障る出動.反封保
は聴聞

4 11 菌官許、県認‘可保安称解除、里遺用途廃止な

s 30 理県担.市安、全村悌、東電京簡電結力で原子力提電所

1'Z 122 公有水面埋立申開告示 市議~公有水面埋立同意揖決

|昭54 3 31 公宵水而埋立ゆ開t9，盲I

昭55 9 11 t 対事面に陳協情.原子力安全センタ 設置全知
昭50

|昭51 5 4 県防覧会踊‘開予力防出師会般世

昭58 6 10 公有水田哩!立倉市 司6i1喪11目、市議会は公有水面埋立議定 5号tar.a係

7 22 2.5今出関係保安林解除守'定告F

8 lo 2.5号憧r.1係金有水面唄立許"告市

9 2 2.5今崎間保保安相:指定解除

10 l 原テム子包力制施般問岡胎辺式環単境行肱射報監悦シス 県公害研究所
He52 

10 lB 市財市在京喧プを官金協定筒結 県民共脱会諦は皮封

A94 

11 18 

3 123 

1119 

3 110 

5 125 

5 131 

6 110 

9 112 

9 ll5 

9 129 

11 112 

原子力安全昏員会 6.i号抽第2;;;公
開ヒアリング告示.県民共闘会議世保に

住民役票.公開計輔舎の耳Jiii‘全宙科

2盆盟主主主

表付3.B. 3 柏崎市の行動

柏崎市町行動 間滞する世主体の行動

室前括時会旦に原子力発電所~量研究書画

|昼柏崎が会刈長羽1砲が合訴問致促融進ぞ協世議議会{柏崎市

市議会院議控訴を浪提

荒君主地区説明で会説.明以会桂開f惜b地区{大機、
富川推巷}

市進役H(，所殺内宜に原子力拒電所訴量対節推

柏崎メ'1羽総合開発促進協議会がて占
訴量決議目玉に訴量の相互事話局とし

lて罰柏金崎{柏刈崎羽市原甚子が力代受世電世所話訴人致3を対莞務呈協ー

県電出力調に査退結出果掛まえ、市と付が車京
者耳謂

東申京し入電れ力が県.市.村に正式に進出の

市議会.原子力量電所対置有掛l華且

全堕足

f備考
怯王立の是非を事国持する主的の翻を研究

自在めの唾白金

持念クラプ.共i1Ii.昨反対

荒主つ浜て田は12荷区量そ回れ，大ぞ事れ診はに好鋭意明的書な圧区応に

「シプは助役自今弁哲夫

市は歓迎

柏崎和布市111刈1屡羽示村会.封車協主峰.原子力
平 岡憧

11 118 反出雲対崎の表議明車組合が東京電力、柏崎市.|酬It.生の産臥物自肱聞射能の汚措換少型t主主況隼の霊

11 15 市畏.村長‘地;n:県議 用地価格斡旋.反11対月派7がa阻.叫止羽の土地買貫!ii!約調印を
霊草主

中 反対旅田市畏豆渉が念富島するようにな

旬 る.¥0切歌在人問に吏よ静る昼間交静から‘ 100人
帥 へ

1 120 l反対同盟申3人が市役所前でハンスト

4 25 地方綻 抽選出挙市役畏軍に.現当世で原量推進派 市庫縫.畏員仕は出8議民席治合'.聞議や席す暗らし、辻会.j金
fJ)小林治 渇

9 120 市議会舎を.原設子置力発電所般世対植特gll 会現地S捜S置索はや8先加世担地否由実態調査等 社
君臨画

5 ¥4IJ世冗反対3団体1)70人と市量買静 セνウム紛失3解体、里遺問題‘電源開
控副盤審議会問題.思有地問胞につL

て

5 129 地で抗元措反行対動3団体、約 1000人が市民町i

¥¥111 市長、東京電力.反対派代表で、討立
回躍に向けて3者会絞

11 116 
|電市長力.へ地の質剛地開盤保問留題の¢申附し入並札び金約に束東京

反対派に大幅高捗

2 、 21 
て県白東地京質包地力盤にに対対すするる感総情討保結有果I割をi畳，1旦け

県、地質地輩横討結果を揖繁

4 14 市畏、原子力署員会に対して地質地盤 5月208に原子力菩員会は1号機につ

について慎重審査を耳米 いて安圭噂門審査全で審査をすること

を硲望ミ

4 2i 地方証 選輩慢l'iI.小林市畏4選 市障議が員醜席は4自~li'I民やが十2織席被らし、社会.共

4 30 市議会陳平力措置所訟世対前特別番 昭46勾'9月20日に鍛置

目士任問満了により市時

1 114 |市限有止地.流審会査番目室町開服を反対派が

2 18 市有地審査昏員会開催
艶電所i品排水田市生成物へ国車場全

調用地蕊の、研事究叩する揮洋生鞠環境研究所の
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表付3.8.4 刈羽村の行動

年 月日 刈羽村町行副 間聾する他主体町行動 1(1;考

l 121 査原発考書反員会対同開盟催の.守杭る夜会行連量合L.市有地審

9 19 |反E対封同の住組民.守監砧査滞迎米合金ら提・出市有地売却

9 113 市阻有止地‘施審主査番員会の柵他を反対派が

9 之4 前官地審査砦員会、陣ち回り審査 番員会時流会より.文書由配遣によ9帯

査

9 12i 市有地宮古甚員全の主事に上る審査
で.他崎市主JI!京電力が土地売拠仮嬰

訟を棉詰

10 H 臨時市議会に上9市有地売却議員E可決|反前対安眠は議会阻止行動会とり 機動障と

昭5~~ S 130 |県検控1安7全M協定京蹄電結力で原子力刷所

12 122 前市議線会全 梅企生有車師に面市唖有立地間売賞却続司最法
明54 3 15 

• 122 地方統選単世束、今弁哲男市畏当 |栂'1柏が立構崎市楠畏員退問、今井哲男助
白鳥

7 14 In軍事を反対同盟、守る金調A 市昼を捗 TMI1I'故 原右運糖、梅生研問題等
昭55 9 122 |市見齢省 、地馴i制料金制度噂入意

可決

11114 反対派59;s迎名で教育財産回目的外 2.5号償帯1(;:公開ヒアリング会織が鞍

|侵使用出品分に閲する審査融舵 市長に|育対肘!て産である武道!i:同定したここに

11 119 臨時市沼会開l由.世道館自的外住用

許可審査制求にたも寸ーる市畏由席問実

可{揖決求適格を3にくので却下}を原案通り

昭56 8 127 市.団結小島田撤去等畦訴 7月12器日に茶反屋対建訟派が荒浜市有地に団 I ~団月結l小9置8 に属、茶新庫潟は地強方制被障判去所によ。て
結小屋

昭58 -t 124 |地方綻 揖嵩今井哲男市畏再選

6 117 |おZ覧会公有水面埋立誠~可決 共蔵社会1土退室

10 128 県.市、村‘東京電力で安全協定締結 県民共閥会して議反は対その内容が東京電力よ
りて並ると

10 130 市教育普員会主憧‘町内職域対抗駅 市陸は111罪1

伝統走大舎で反対派の術睡自が東京

Da~14 9 112 県什Eが調舷査旋結盤果力金目こ持進っ出て要、拘柏崎市と刈羽

9 125 |村東1京こE電式力に、知進事出公町舎ψLにλおれいて県・市
村品歓迎

11 112 l和柏崎利市閉、居州示会甘開、価封車協主l田原チ力平
昭45 I 128 4村，沼必，霊会，.、"原子力時電所対前特別番員

12125 lf採鳩択全守る会からぬ原控反体捕師不
昭4(j 6 11 付置帯主・原子力開所特別番員会措

~j/lì ヲ 28 付担金‘原健尼件す育園不~訳

11 126 I置村き監選挙、原聾t量進派丹近話光夫氏当

'~49 6 Il1 甘揖幸生員協議会で.知事が車舎の承 61119目、知事.電源開控調墨書員会

t剖ZL鑑潰1.-1悟二世由意割審を表に同明意書会出したことに に同置1<を盛出

時51 11114 |叫s曾羽附悶近悦夫同世車再

iJ852 7 17 メI1羽材結大果字刈提型羽原提特別番員会.君
賛成171世得、反対480世帯

量調査

11 15 刈許羽画村聖住更禦民こ刈討羽して風品車説妓。興し地立底て堅備 村.立5』q2，A・品1揖2附・げに、て県却は下53.3・8にそれぞ し立

L211i 
唱訓l羽に村討す.腕る畢典謀復。興し地立壕て箆却備下計町変更

昭53 S 130 |娃県設市安北生協東電京締電結力で原子力開所

昭55 [1 117 d再I1羽直村畏選握手、近硲光夫村長祭役軍で

凶58 10 128 由主市付破京電力と安全協定締結 県民共闘会車は反対

問59 i 131 |原子力防出肝画法定

1 t 115 県、市.村.東京電力でま生協定理用
につu、て調印

11 118 刈羽村長選挙.近経世夫村量旦ll!.

il62 2 24 県市村六七寄宿増置に rn
昭6方 1111ヨ 治l羽付畏直~.近幅光夫村畏無配名当

選!五週}

電力ι ムに対してe加阻止行動
昭59 S 127 市.原子力防災計画決定 県めた民街共嚇闘に会す議べ地きと元庄3団輯体は住民を吉

県は防災関係幅員のみに限定

10 120 市畳、議畏‘主原協原子力問題調査団
に移加

1I 115 県.市 村.東原氾カで茸生協定蓮用
につもて調印

岨60。国 市需議思会質問.1号他蝿ホ繍檀事故について 1樹5J.木13端1日叶偽海水循環わプに
れ場Z故提生

11th) 1 12 117 市誕生 6.7号蝿改良型主用
問62 t 24 l瓜 市仲六七号柚削訟に r
4 26 地方統一選挙 師寝正市畏初当選

昭63 10 Ili 助役、副議長、圭原協海外原子力問題
間査団に参加

平2 10 2 I閉地市長制方圃統紙E一E問選単に同a.B師加‘曜主正原市協睦構再外選原子力
平3 4 21 
平4 10 18 

問市市E暗.F原11闇量子畏宵力聞、対村に議粛孟参町軍加殺主世D京協海外原子力
平5 4 

5 10 市‘パ;;=ン過慣にf宮崎刈羽原子力情
開ボド尚歯

10 114 市.tt.高外における地級共生型揖世
間に関する嗣茸
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表付3.8.5 推進団体の行動

王手 司日 l住民団体{権壇探}白行動 問俣.，.る他主体由行動

昭41 11 19 |同柏崎l ;l抑:輯I~~量陪t~合過同を書府筑促過串損金{促世
S召4.1 :! 16 l相輔商工会現所が " a 

3 18 |蹄袖崎畳商間工情会酬が中車関係骨機問に

6 110 会柚崎{討叫策羽悌原}干尭E力足後電所t産量対車協語

6 120 柏崎地区間盟.原子力平和利用パレ

ドを聖地
• 19 1:県F.原子力平和利用調査連時金車問
B 122 商工会調所が導E京電力に進出事調

! 1 112 
|柏平崎和利町111展附示会、開対惜前協主峰 原子力

昭45 10 126 l対南栴主憎丹原子力措訓告 l原発反対同盟が師事Fヤジ

昭46， 128 商工で錯会対議務所をI 原出子力措置所持別番員
会 じる

9 110 背年金議所、唾訟推進決議

R2.I， 8 112 ナ原平る会力(径推電週所十占る燈梅2I2FとE地星唖開発を柑i芭
10 12; 権嘩する会主悩liI(担纏IJ!I芭描大会

'848 宮 制・村地駿開帽を促進する会話恩

2 IlS 促.;;.岨道立協.総周会辺.地壇訟形鞍促帽進のと安促全進幅を抗18議体制|商境白工保会全議所を甚議に員睡詑股舎促で進安を全決の段確保日

昭49 oij l荒晶をよくする全努ロ

10118 l商工~ ， 『 措構会

11113 商工会車両全車原子盟議会

昭50 315 艦避する会主憧.原子力指摘全

516 ネ青ル年Z会R楠議会所主f(.原子力と地場問題パ

12120 |迩a主義協書‘纏訟推i量決議
昭51 2 114 |叩姥毘保全豊かにナ砧{畳叫する会}

6 17 11車与を権運団体i恩給協議会結成
S 15 
|原力発径推電進所問惟問z隼術院絡大協会議会主催 原子

8 1" I絵畳か地に唖す民る興会推主進帽際.民原大子会力荷電所撞 推進協も参加
昭52 4 5 耳発推過事主憧.原子力指摘会

昭53 5 31 畳カ4ζする舎.原控推遭団体協議会等

|撤師退寸、原る子全力担師制と地馴尭を

g 18 商工会議所主i也原子力篤寅全
昭54 8 8 |商工会現所主陥原子力指摘会

昭55 4 30 l商工会読所主催、原平力指摘会

9 11 対策協、原子力安圭センタ 訟置知彩

同情
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備考

そ士3に2桂1111世中概央情官庁.県担司区.地π代1ft

相促進互事協が務そ局のと訴して致段決置議のbI:に訴量的

m対策r官協毘+原ー防子相力描膏電所訴量対車推進

9ijl8闘に東京電力が進出をプレス提
、z 

I 位おする全寄27回~(現在44回倖)

付録4 まちづくり事業および成田空港建設事業における関係主体問の交渉過程に関

する調査結果(第7章付録)

付4.1 世田谷区砧町1、 3T日まちづくり計画

(1)事業の概要

(a)対象地区の位置・特徴

東京都世田谷区の行政区域の一つである砧地域(砧、祖師谷、喜多見、大蔵等の区南西部)は台地上の

住宅地と多摩川沿いに広がる低地の農住混在地威があり、その境には貴重な湧水や植物、樹林地をもっ国

分寺崖線が広がる緑と水の地波である。良好な住宅地が広く分布し、世田谷区の代表的なイメージを形成

しており渇祉施設や医療施設も多い。また、農村文化の名残をとどめる寺社・史跡・伝統芸能等の文化遺

産も多い。

その中で、砧1、3丁目は世田谷区の西部に位置する、南北方向1，00臼n・東西方向ωαn程(約11.九a)

の地区であり、都営住宅、中高層7 ンシヨン、戸建て等の住宅地と、NHK技術研究所、全酪、検査検定

協会等の業務施設が共存する地区である.世田谷区地区計画においては、「東京都市計画道路補助線街路第

51号線(世田谷通り)沿いで、大規模範設と住宅が混在した都市基盤が未整備な地区Jとされている。

(b)事業の意義

石占1、3丁目は以前から、道路が狭い、大型車等の通行による交通危険性が高い、矢戸川の整備が不十

分、南北が分断されている、等の問題があった。

そこへ、NHK技術研究所の建替えという問題がさらに持ち上がった。建替えの計画自体はNHKの敷

一一一一一一 砧地区

一一一一一一一一一 石占 1・3丁目
~""" 

図付4.1.1 世田谷区概略図

A99 



地内で行うものだが、日影、交通、風、電波障害、圧迫感、来街者のt首加など周辺に大きな影響を与える。

さらに、建替えに際し、指定容積率を越える(300%)10万dの床面積を計画している。NID王では、東京都

に対し態物敷地の用途地減の変更(高度利用地域指定へ)を要望している。

世田谷区としては、NID{技術研究所は世界的レベルの研究を行う重要な機関であり、文化情報拠点の

位置付けのある砧において研究を続けることを支援することを希望しており、NID<の計画を受け入れた

い。しかし、肝函に伴う用途地域制限の変更の為には、周辺の環境への配慮や地区貢献を前提とした地区

計画の作成が必要とされる(都市計画法第四条、建築基準法第59条)。

ここで、住宅地における高度利用地区を含む地区計画策定には、該当地区全体の用途地駐車制限の見直し

が課せられているため、(建築基準法第68条)住民の地区計画作成に対する理解・協力が必要とされる.

そこで、NJ武の建替え計画への協力を認めた世田谷区は、NID<と協力し、住民に参加をもとめ、地区

計画策定のために街づくり事業を行うこととした。

(c)主な詳細事業内容

ここで取り上げた街づくり事業としての内容は大きく分けて2つであり、該当地区の地区計碩の作成、

提示とNHK筏術研究所の建替えに関して、計画をN班fと共に協議することである。地区計画について

は平成7年に策定されている。以下の項では主にNHKt支術研究所慾轡え事業を対象とする。
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。)施設の情造

NID~は現在の技術研究所を建て替え、新たに、 80m程度の高層棟を中心に 5 万n{、 40m程度の中・低

層棟を中心に5万ロfの建築物を計画しているが、建物の詳細設計については区及び地域住民と協議中であ

る。(平成9年 10月現在)

⑦ 
'!-主主-ー~ー一'"-

図付4.1.3 建て替えの平面イメージ(現在の建物の数地面積 33.500m'，床面積 19，900m') 
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地区計画原案の縦覧 (2週間)

民iji;に対する意見書の提出期間 (3週間)

.都市計画法第 17条

地区宮十爾案の縦覧 (2週間)

案に対する意見書の提出期間(2週間)

くその他条例〉

・東京都中層主主築物の建築に関するす沖の予防と調整に関する条例

・世田谷区環境基本条例/世田谷区開発事業等に係る環境への配慮に関する規則

(1)関連主体の全体像

」二の事業の計画及び実施フロセスに関係、したのは以下に示す各主体である。

以下、各関係主体ごとに総織の特性を整理したものを示す。

(g)各主体の特性

D事業者一

主体名 NHK (日本放送協会)
代表者 NHK (日本放送協会〕会長
国織の構成 なし

協議での位置付け 計画者、工事実施者

行動原理 公共放送としての質の向上

主張点 情報化社会に対応した放送研究のための施設紘充

早周期辺完整成備には地元住民の声を反映させたい

主な行動 説明会、協議会での地域住民への事業説明

会での建築計画の協議

(ゆ事業の意~

現在のNIJK放送技術研究所の主な施設は昭和36年に建てられ、:30年以上経過し、 増築や改修を繰り

返してきたが、老朽化して機誌が陳腐化し、応設的には限界となっている放送技術研究所の研究・開発

機能拡大により、放送をめぐる筏術革新の進展に貢献することが期待される，

また、今回の建替えを機に、同時に地区全体の計画を見直し、地域の銀短についても、 NHJ<が符H琵的

!こ協力する体制をとっている。

(d)事業の手続吉フロー・準拠する法律

図付4.1.5に示すとおりである。

(0)本事業のプロセスに関連する法律

く宮公庁に対する法律〉

-都市計画法58の2

工事着手前の届出 ・勧告 (30目前)

建築基準法第5粂

建築物等の設計内容の建築健認申翁

〈住民に対する法律〉

-都市計画法第 16粂

主体名 世田谷区役所

代表者 世田谷区長

~組lJ.織E董のでの昔成位置付け なし住民と事業者との調整役
行動原理 住民の効用の最大化

NHKの研究所に区内に留まってもらいたい

主張点 NHKの建替えを縫い周辺整備をしてもらいたい
住民先導による街づくり計画の作成

主な行動 住民への説明会の開催

住協議民へ会への街の協づ力くり活動への参加呼びかけ

i)地方自治体

IZ器部1
2写盟主U

〔協
縫
・
合
意
済
の
チ
ェ
ッ
ヲ
)

図付4.1.5 事業の手続きフロー
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雪地域住民

主な行動

(h)事業の経緯

平成2年、N印〈の伎術研究所の主主て替えの計画に伴う容積率の変更について相談を受けた世田谷区は、

NI-J}，の研究結設を地区内に留めたいと考えたため、計画への協力依頼を受理した。そこで、計画に伴う

用途地域指定の変更を実施するための手続きの一環として、周辺地域を含んだ、「地区計画Jの作成が必要

となっL そこで世田谷区は、以前から問題があがっていた該当地域の街づくり計画と一体化した、地主主

に寄与する計画としてNHK技術研究所の建て替え計画を受諾し、併せて住民に対し、NHE:の建て幸子え

問題を含んだ、総合的な街づくり計画作成に参加することを要持したa

該当地域に関する交通量調査・地区の現況に関する調査を行った世田谷区は、住民に対し説明会を開催

し、NHKの計画と共に地区の現況調査の結果を報告し、街づくりへの参加企呼びかけた。

世田谷区主催の8回の準備会を通じ、街づくりの会の進め方、地区計画についての勉強、NI-TI¥:の基本

計額の理解を深め、平成6年からは住民開催の街づくりの会は発足した。

しかし‘平成6年の中盤に東京都から用途地場の改正に関する事務手続きの都合上、平成7年の3月ま

でに地核住民との地区計画の合意を固めるよう、 要読された。それを受け、容積率、建物高さ、日影測定

線等の基準が住民とNHKの閃で合意された。以上の合意点を基に第一回の砧l、3丁目地区計画案が作

成され、世田谷区に提出された。

現在は、NHli:の建物に閲する詳細設計・周辺の整備事業に関する取り決めを住民とN凹 tの閑てe行っ

ており、その協議会は平成9年9月16日現在、 35回を数えている。
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(:3)インヲ ビュー結果

世間谷区に依頼されて、本事業にjj~わっているコンサルタントの担当者にインタビューした結果は以下

のi且りである

(a)住民の行動について

・砧 l・3丁目には、集合賃貸住宅に(主む住民が多いため、街づくり事業に対する君t.i離が 低く、再!礼、;こ

忠り組む、人は多いとは言えない。

・該当地械だけでなく、NI-IJ¥:の越て替えにより、影響を受ける周辺地域の人も話し合いには含められて

いる，

-住民の組織は派閥に分裂すると言う上り、個々人の権利を主張するという雰囲気が強¥-"

・計画に対する住民の意見の多くは計画ー設計の部分的変更であ明、根本的な計画の中止を求める声はほ

とんどなu、。

(b)~!J:~提者の行動について

.N問tは地区計画作成の流れの中で、NI.D.¥:の敷地に関わる問題に問題についての話し合いについてのみ

参加している。

.NlfKは基本的に、できるだけ住民の意見を受け入れる、という立場をとっており、大概の交渉におい

て住民に対して妥協案を示している。

(c)世田谷区の行動について

・世田谷区は本事業初期から街づくり事業専門のコンサルタントに協力を依頼するなど、住民どの交渉を

ユムーズに行うことに熱心である。

・世田谷区としては、住民との交渉以前に、計画主体であるNI-D.坊Bらの計画及び用途地域指定の変更に

ついての協力の要請を受理しているため、表面上はともかくとして、住民とNJ-U(の公平な中立者では

ない。
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「t竺竺 世田谷区 1色減住民
(4)砧 1・3丁目街づ〈り事業における各主体の行動

H2 1 夜儒研究鰐猿て省えに蝕して』←4・1: ;;;;~;;;;; ... _' -...'--'，→ー'苦術者を支えて被釘
1:10に宇目 品箆

H.1 to有‘r閉F点;*発老絶区1tii'l総抵倉B量2針t付出tにζついてピ守一+
‘ e ・ u 抱1車 街づくりに寄与する針固とし，
容窃尽の正更(101)-訓斗泌1ド+-ての開発縄臨を受諾 ou:

ιJi '1J!由s:更を容盟

表付4.1.1 世田谷区の行動

H7 白隠繍剥定置'm
.畢塩~ 3m: 

墨沼~ 1m 

• 

年 月 世田谷区の行動 関連する他の主体の行動 欄考

事 院2 91NHKより開先帽閣を量ける NHKは邑に封

11篠術者を宜えて開免措臨を畳lずる NHKIま巨に伝師容を王えて開実相甑

平fl!.3 1再開会leli!計画-3・曲同含~t量計由帽阻・容1・I ~帽H拙K叫・・ ・に再開発泡区計0ー画公3崎0-合4酎00)多由
NZHEK3よ震をり揖用出連地媛・地E計画・高屋地E I~匡H泡K四li!li:に更封3ELを・哩用且制ι 緩地巨計画高
3 される

41NHKよりiii股公開について帽阪を畳ける NHK'ま巨に施館公開について帽

発NH伺K飯に豊酎畳づ倍〈り・王に寄与する計画として回開lて由H回摘剛開宋志…先多@帽偵lするをづ畳〈陪同され与する計画とし適量限量由緒示をする るー茸通量鋼畳

E 

6-7 主通量調査実施 NHKI;主主通量踊置を実施する

7舷遇措問

主間通暗告量踊・適茸用栢可畢能Hなg都E市施計段画同制容度後由酎機田肘中 N容剛H織巨削多前..鎗E田と酎thE間通報量告翻ー適査用結可果報能な告続ー施市皆計同画
g 

車田櫨問可割能田盟拡主都市計画刷置による鋸歯計園 NるHEEKl股z計li!c画適後用討可を能決な定偲市計画制度によ
10 

平成d 4 

51I烹籾土地利属計画盟主査による.現t色

平庇5 41l属1回世明会を開値 NHK'住毘、l/! 地元へ討する慨査・柑告

51J町2図説明会を闇値 NHK'住民l/! NHK回計画脱明苦受ける
E疎3回程f-:3(り思韻会を開催 NHK・4玄民.湾3図面 〈り畢盟会t二@加 E田脱明IIIiづ〈り回取り組み

7事4図面づ〈り堕民会を聞置 NHK・世民.質4回街づ〈り聾脳会に惨加 阜の鋭明/街づ〈り白取り組み

自住民アJケ ト苦行ラ 住民予 断づくりに関する会的提足由穿与

10第5図面づ〈り思脳会苦闘値 NHK'{主!iO.'IiI5回程iづ〈り畢阻会に9加 アンケート轄畢J街づ〈り田進的方
第醐傷1回砧1丁目 3T自国づ〈り匁備会田 NりHaRK償a住金民にー多111加1回砧1丁目 ・3T目出づ〈
11 議備会田開値

3開Z恒2回砧可 T自 3T自衛づ〈り'"備会同 NりHSRK怪・住童民!=.e'R加2宙砧lT目・3T自酎づく
12 道路について{制強会}

平氏.6 1東開催3回iill丁目・3丁目街づ〈り与儀会由 NりH匁K儀-畳会屋に‘多I!I'加3回砧1丁目・3丁目面づ〈
組と公園(勉強会}

21l開.4盤由砧1丁目 3T!l街づ〈り場借金田 NL HaaK備住会民に.多11加a図面lTEI'3T目樹づ〈
NHK回計画観明[勉強

31安開15催回硲1丁目 3丁目酎づ〈り$鏑会田 NりH棒K鋼・住会民に.多3廃加5白砧T丁目 3丁目闇づ〈
NHK由鋭明機E、会田進め方

41:開g6催回砧lT目。3丁目回づ〈り皐償金田 Nり"aaKg司住会民に.多11加5@砧1丁目・3T自衛づく
81i.街づ〈リ組踊

5IUi'j<り田怠包括人会田開値 NHK'住民‘酎 〈り(J)回世話人誌に撃加 会田組慣の後針

5包f?(り回会包括人会【2)由聞置 NHK住民出 〈りの会也時人会(2)に 会則ー後討垂直由決定

自-7
|和間侮田恥丁目同位づ刊開会田 NLHSK償.(主金毘に，第加?回砧lT自・3T呂田づ〈

州'"パンフー 釜本計画脱明

71第開催8図面lTEI・3T目出づ〈り簿備会由 NりH事K慣-珪会震に.多I!I'加8固砧市丁目 3丁目面づ〈
今盛田進的方

8酎づ〈り由会世話人会(2)に多加 出づくり由会世括人会(2)豊住民が捌憧 今後由進的方

811112図面づ〈りの会主係会に@加 京2自由づくり卸会全体会査住民が開催 附恨パンフ..基本計画説明
91Uiづ〈り回会後酎会(3)に多国 面づくり回会後討会問在住民h開催 浪費送車{抱強会上地区田現虫

10緊草僻'"会1二重S加 緊急瞬'"会を世匡が開催 書現市計画手輯き

10lUiづ〈り町会倹酎 出づ〈り回会後針会(4)吾世毘が開催 ル 1百 会

10臨特闘っ〈り由会後討会に書加 臨時出づ〈り町会後 守会苦住民カ開催 都市計画II'JI!

11問時酎づ〈り由会食 臨時街づ〈り町会主体会を世毘が開植 郷市計画置里、主宰 ー要望書 会

l11Uiづ〈り回会検討 間づ<'J由会後制金(5)を住民が開催 自揖・方針.8"について 会

11包iづ〈り師会後制 経iづ〈りの会後肘会(5)を住民ゐ制優 街づ〈り計画 宝呈

121Uiづ<'J田会後討 街づ〈り回会後討会(7)を世民h<開置 出づ〈り計画後射 会

12世畏より要望書 1&， NHKI二要望書を住民が復凶

交通.11牽の!J!!io 交通・a盃を循示

..・4
，.交通t踊蒼匂臭憾告.，告白内容樟Il適用可能な続mlt薗三安田後針
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図付4.1.6 本事業における関係主体の協議経過

AI06 A107 



1:i ~7 11!1iづ〈‘Jの金銭針金(81に9'" !Iiづ<')の会緩討会【81を住民が開催 NHK担歩軍

1I!1i-:><りの会終・会に@加 笹Jづ〈りの会脈・会萱住民が開催 煙草決定方E去要求の碍認
表付4.1.2 N H Kの行動

11!1iつ〈りの金金保会(91に9'" |街づ〈り回会全修会f剖 Ii!が開催 計画肉回目彫日後討

1街 〈りの室町串主に9'" 断 〈りの会脈事会を住民が開制E 計画向由自彫申告貧針

2街づ〈りの金脈事会l二・m 街づ〈りの金時恵会を住民が開催 1+置岡田8'Eの績約
21!む 〈り回会全体会(10)に惨m 程fづ〈り由会全体会【 101を住民が闘催 Uiづ〈り針薗(その 1)決定

2街づ〈りの会全体会(11)1ζ.". !Ii くりの会全体会いけを住民が開催 街づくり計画{そのけ修正決定

3街 〈りの金 t隊舎(12)1こ・6加 街づ〈りの会全体会(1引を住民が開催 i!'、健寅?量出/地区計画に闘するIt~
3 地区計四~1t;J[1k映会に 9'" 地区計画廊定説明会に惨加

年 II'l NHKの行動 関連する他の主体の行動 晴~
早成2 9INHKI.i!に回 健闘谷区i:NHKより開発福面吾受ける

NHKI~ l& tこ桂術者をEえて聞鈴相ø t帽盤固鎧谷を受田け1.るNHKより径両者苦豆えτ聞受
11 

4忽1づ〈り田金脈窓会1こt>'" Tiづ〈り白金IU'会を住民が開催 陸自+スヤジュ ).を明砲に(NHK)

5句i":S<りの会全体会113}に・加 術づ〈りの会全体会(13】を住民が開催 rづ〈り計画tそ由2)スケジュ ). 

51~~容Kリにサ"ー!1lチ， ク{仮綜】選広計画吏宜

6街 〈りの金接針金(14)に事加 樹づ〈りの会後討会(14)を箆震が開催 !!盟・後討.歩行者系道l!(勉強会}
7皆 〈りの会犠針金(15)に9m 街 〈りの会後肘会(15)を住民がllo'fI E盟・償制
91ttiづ〈りの曾全体会(1引に..m 街 〈りの会全体会(16)を箆民が開fI NHKllt明.It園そ由 I~留事項

10街づくりの会穣討会(17)に9'" 傑づ〈りの会畿祉会( 17)~住民が聞値 通りの畳傷付略的地主韮賓~の酎紐
IIIUiづ〈りの会後針金れ副!こ・加 衡 〈り司会議討会(18】を住民h'防催 日両Lの堅偶.Nト4目白""埠賓if.tO'J噴討

平1il'3
1 両由多扇織柑面1句阻立臣ー容に械再事開底的発E地E区臼計曲画-総3曲合~股4計00) 直回由柑銑面谷臨..多匡・容@は積け再率る開由実置地E区(2計曲画-・3島国合匂股4計00) 

31~~剛志Eに討し.照t泊連地担民地百計画南町 画E盟国・高谷圃I&laNHKより照盆地'"・地区計

NHKI;t1&に範睦公開について相 咽世肺鐙移谷守区け1.るNHKよりIE位公開について
4 

~て由Hの掲K開f示.i!発多よ祖安り凪け剖るをづ畳〈倍りにされ寄る与・すEる通計量画目と査し陪惜l寄すE画目面と谷指しE示てI多孟由すN醐Hる実刷相工酎蹟づを〈受り陪に寄与する茸通童図

12創 〈りの会議討会れ引に・加 !tiづくり由会後討会【191を住民が間僅 通り白壁偏.N出白地I革質鼠田まとの 6-7 N同副孟宜通量飼査を至高する 貫通墨田査実施

乎1it8 21!liづ〈りの会後討会(20)I:.tHCI !Iiづ〈りの金銭針会(20)聖位農が開催 ピMIl・パス停広惜 7 位回谷i!1.~生量鐙街笥究所・研修所を

31Uiづ〈りの会後針金【211に..'" 包iづ〈りの会後討会臼けを佳畏が開催 要望・;fi(N州地主重責及。ー間土

.IUiつ〈りの会全体会【221に..m Uiっくりの会全体会(22)苦盆震が開催 1:開鑓に制τmい出て川輔副 り，

5街づ〈りの会副惜(23)1::f，71X1 衝くりの会俊民会(23)を住民が開催 ピル/It.パス停広埠

5 1 ~τH!ごK・建.'"省えと1Ii!J;iI.Uiづ〈りの会につい |附でに昆畠替加えと肺I.街づ仰会につい
タつンハイツからの質問‘目明

6-7 !Iiづ〈りの会後討会(24)に省参加 錨iづ〈りの会後針金(2叫豊住民が阿世 通り由節分問先行置舗について

71!liづ〈りの合後針金(25)に・m u;づくりの会後針金(251を住畏が開依 間上

10IUi-:><り由z 会 261に..'" U;-:l<りの会全体会(26)を住民が聞健 N剛院IIJI.百通りE多遭見学
11街づ〈り由会後町会(27)に.. '" 包iづ〈りの会後針金(27)を俊民が開催 NHKLca明f工$手順}

12 |I ~樹時4宵づ3〈1間zりe田s研n会E 究主所体総会合(2箆剖縄に返，瞬m間会 l|肌U閉i合づf〈り時信の}努会間開全催体耐会印問刷時を佳町畏が開田催日
N州政明(基本日針}

12 NHK自明【基本陸針}

9 両宰1翫面検制雨討定;<i!由歩と織<1'王軒間逐岨宣告銅適茸用暗可巣幅向t:~宕郡・経市怯計同 |貫。白色通聞...孟Ii町管ー適用制可前E告S経路同軸酎由者宮市計画制匡の

lol~~:=と退問可射能をな決都定市計画酎匿に 適高用田可槍舵針な。3告2訴a市E計i!i嗣匿による施訟計

平成4 4 東京都

5 
|東地京視都寝主刷用計画鐸諸による‘現

平成5 41NHK住呈.軍 也司谷i!1.1IIl図版明会を闘世 地元へ討する凶査・輯含

5INH.'住Eξ 第 1t1!図谷i!1孟第2@J1間会査開催 NHK由計画説明を畳ける

61NHK住民、第3由旬づ〈り思卸会に多加 包図谷昌はlI!3図面 くり盟組会を醐値 富田観明〆Uiづくりの取り組み

7INHK'住民.liI4回樹づ〈り哩副会に参加 t世田谷i!f孟繁4回街づくり思餓会査開催 直由脱明/出づ〈り田IIIり組み

8住毘11 t盤図 uiづ〈りに闘する会田発足加是非
a，eim 是筏術研究所総合愛情返信Lq閉会に N会H苦K開陰催退径紛研究所総会豊富儒近障臨明
12 間よ

平成ヨ 1也rづ<')回会全体会【29)に・m 街づ〈り師会全体会(四)~佳震が閉僅 NHK且明{謀本段針追加》
2街つ〈り回会会係会(30)1ニ，加 街づ〈りの会全体会臼01を銭畏がE回復 NHKl良明【lS"'lltlすii"'l
2街 〈りの会会保会臼リにt>'" 組 〈り由会全体会(31)を住民が開催 計画に射する要望にτ札、て

lOINHK・住民、家5図面づ〈り型観会に多加 t盤図谷区1.鎖5画面 くり!H覧会を剛健 アンケート轄畢/酎づ〈りの量的方

NLjHn量K償-珪金Eに.移lil加1団結1丁目・3丁目街づ〈 世り調四。谷首会E委f.閉軍僻1回砧1丁目・3丁目街づ〈 |議備会田開催11 

Nu Hf電K信・E量e民1=、s家en2n回砧3丁目・3丁目街づ〈 Lg1 星2盆図僧谷合匝参1.間第信2回砧1丁目・3丁巨樹づく 壷障についてf抽強会}12 
3衡づ〈り田舎全体会臼到に"m 街づ〈りの会全体会同引を住民が聞催 針置に討する要望ー後酎

3程3づ〈りの会全停会(33)/ニ9111 街つ〈り国会全隊合同引を世良が開催 計画に討する要望.a討
'l'/il.6 d~りH捧K償住金民に.多啄加3回砧1丁目'3T自衛づ〈 LgJ陸皐図償谷金区をは開11催3回砧lTI3'3丁目智iづ〈 緑と公鶴{勉強会]

21~~温K健住全民1=魯lil加4回副lTll・3T目町づ〈 L世j盗良省谷令区多は間軍信4回砧'丁目 3T!!街づ〈 NHKの計画観明{勉強
NHκ話住会民に.容3高加5包砧 lT~'3T目町づ〈
3 ‘ 白臨

笹~H・田盛谷会E事/;，闘lIí継5回苗V丁目 3丁目出づ〈
NHK由佳明鋪星会的進め方

41~~温K情住舎民に:.. 第問6回砧1丁目 3丁目出づ〈 り世温田f谷'=~区多1:冊，R。es回硲1丁目 3丁目面づく
自ti.酎づ〈り組理

51NHK住民.凶づ〈り町会也.百人舎に''''11也図谷i!1.出づ〈り由会袋詰人会苦悶儀 会回総園田検討
5INH"住民‘ uiづくりの会也括入金(2)に 催国谷i!f.街づくり町会世話人会f剖を 会.'1後割量員由決定

6-7 
NLHaEK開-住会民に‘軍事事問?固砧lT自・3T昌也1づ〈 世111密盤借谷金E多t主聞家錨7回砧1丁目 3丁目街づ〈 時叫パンフ.墨本計画脱明

7[~りH揚K句C会主毘に‘書3参E加8回砧1丁目・3丁目酎づ〈 tLJ量a図E償谷金E容1.開第催8回砧1丁目 3T同樹づ〈 今後四進的方
8出づ〈り白金包括人会(2)に多加 酎づ〈り町会燈I!人会(21を住民が開侮 今後由進出方

el'j¥2@]tHづ〈色白室主持去に番目E 務 2固酎<¥町会全体会住民が開催 剛 和電ンフ.1.，討す画鋭明

9聞づ〈りの会議針金(31/:"加 街づ〈りの室後討会(3)を住民が倒置 鐘隻法理{抽強会).地区田現揖

1日開車'*場会に多加 緊急脈恵会を世毘が開催 郁市計画手続き

1016iづ(1.回会検討 1ついJ回会後酎会 41苦佳毘が開催 ル国 会

10臨時出づくりの会後酎主1:"加 認崎信1づ〈り由会主主封書を宣毘が開催 都市計画Ir"ll!

11臨碕街づ〈り師会食 臨筒包iづ〈り回会全修会を官民が間僅 郡市計画Jrll!.意書.要望書 会

liTii円(1;町会穣酎 甑づ引のti~討会{亙1を住民F開催 目指方針.8.，について E 

l1Ttll弓〈り町会後白 告iづくり町会様守会(6)を佳I!:h開催 街づ〈り計図 会

12出づ〈り由会検制 出づ(')田舎を実討会(7)を庄長が開催 衡づ〈り計画後酎 金

12住民より要望吾 .NHKに要望書を住民カ i提出
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表付4.1.3 住民の行動

笠早 市f 住民の行動 l関連する他の主体の行動 備考

平"，2 g 

11 

'"成3
3 

4 

e 
6-7 

7 

9 

10 
平仮4 4 

5 
平成S 4時'K'住民‘2日 S重国谷区1.1肩1因説明会を開催 i合πへ討する回査・組告

5陪似・住民事完 也図谷区1主錬2回観明会畳間儀 NHK由計画説明を畳ける

8剛 K住臣家J@lUrづがJ哩白書に多加 世図谷区I~努3回酎づ〈り盟読会を開催 巨田陣明/酎づ〈り由Il~JHI;，. 

7INHK-住!i.l嗣回国 〈り恩師会に'''lDt三回谷直t孟努4図面 〈り瞳議会を聞備を E田説明ノ町づ〈り白取り組み

8住畏予 tll悶 Uiづ〈りに関する会目先霊知是非

10附 K住民.1耳5回街づくり里担金に."" 也辺谷Ii!I率胃5宙往fづ<，}哩臨会を閣僚 アンケ ト栢畏/酎づいJ由進出方

剛K住民、努1回砧lT目 3了5!Uiづ〈 tり宝白密旗備谷会匝を1.開3高銀1団缶lT目 3丁目前づ〈
il<1l;会由開。E11り議償金に参加

州りさ駆K偶-住主民に‘筆事参加2回liIl丁目・3丁目出づ〈 世り埠国儀谷会EをI~開京催2回砧T丁目 3T自衛づ〈
12 

車協について{勉強会}

|平戚e d~塩K{e信E金畏に.巻lÃ加3回路1丁目 3T目出づく U 往生i国t(谷aEき怠Iz角3風K俗3困砧1T13'3T盲吾TヲE時と公臨{勉強会}

2剛りaKa備住会民に‘喜努多加4@J砧1T自・3T百出づく tり三a国<，谷同会直苦1.闘3刷鑓回砧lT目ー3丁目街づ〈 NHK由計画説明(陶強

仲出4塁K備住会民に.場第J5団砧 1丁目・3丁目l1iづ〈 L 世a図E 谷a会直参I~閉'M篭s田砧:丁目・3T自国づ〈
31~J iS("~1.:"' 1J C 

NHKの脱明補lE.金田進出万

剛り撮K慣韮会畏に.多3露加6図面'丁目・3丁目出づ〈 包り準包償谷金区を!主開務催8囲缶1丁目 3丁目面ヲ〈 自民守酎づ〈り組踊
4 
51NHK住民1Jjづ〈り田会復話人会に-9i;D話回谷1i!1.包iづくり町会世話人会を開催 金田担曜の後11
5陪iK'{!呈街づ〈り由z芭百人会 2)に 混濁谷区!手術づく'Ja}会包"人，:t(訂正 会IHl封書民の決定

剛KE，会Eに.，3sEn7E固砧3丁目 3丁目出づ〈 Eり笠準図健谷会区壬は闇湧鑓7包括、Tヨー3T宮町づく
6-7 り~~高

NHKJ(ンフ.曇本計画匝明

目~立白星づ制〈品り令由民工会話場t霊問』包括lT自・3T13街づ〈 住り混盟慣谷会区予は間繁管8回砧1丁目 3丁目出づ〈
7 8厨づ〈 話人会{目を佳畏の闇値

今後由進出方

建1づ<1}回会往路入金(2)に参加 今極的2昼前方

811高2函街づくり由会会係会を住民が開銀 10'2図面づ〈り田会主体会に参加 NHKパンフ.基:.s;計画観明

9街づ〈り由会役割会。法住民h'開催 包fづ〈りの会後封士(3)に多加 1童話;剖則自強会).Ieli!由理，R

)0緊急脈事会を佳提が開催 院主総.会に参加 都市計画手続き

10出づくりIII士倹針金(4)を住畏が開恒 Uiづ〈り田会検討会[叫に~" IL，.-ro 

10器時街づ〈りの会後剖会を住民が開仮 国軒町づ〈り田会樟酎会に省参加 都市計画霊亜

11話時 Uiづ〈り由会主P窓会を住民h間短 臨時 Uiづ〈り師会全係会に多加 都市計画変更.主寄ー'要望畜

11街づ〈り師会議討会問)巷住民が開価 回づくり師会機針金{剖に多加 自得方針臼・5について

11国づ〈り由会後射会(6)を世民が開価 出づ〈り町会検討会(剖に害参加 Ufづ〈り計瞳

12酎づ〈り町会核討会円)査直民n開催 出づくり白金検討会(7)に軍参加 uiづ〈り計画倹肘

1211i!. NHKに要亘書を住民が提凶 住民より要望書目提出を受ける
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平広7 11Hiづ〈り回全瞳針金l酎を住民が聞置

1街づ〈リ町会幹事会苦住民が間檀

1街づ〈り国会主体会(9)を住民が聞置

1筒づ〈り町会幹恵会を憧民が開橿

2間づ〈り町会幹事会在世民が聞曜

2間づ〈り町会主陣会れ引を世民が閉倒産

2附づ〈もJ田会主体金(11)を住民が聞置

3而づ〈りの会主体会(12)を佳毘が聞置

3地区計画原案説明会に@加

4術づ〈り町会幹事会を住民が開催
5街づ〈りの会主体会{日}苦住毘が開催

5 

61!1iづ〈り回全櫨討会打引を世毘が聞置
7前づ〈り回全線討会(15)を住民が間憧

911釘づ〈り町会主体会れ引を住民が開憧

10出づ〈り白金横討会(17)を佳毘が閉岨

11 前づくりの会櫨討会れ8)~住民が聞置

1211討づ〈り師会後討会れ引を佳民が開恒

平成8 2聞づ〈りの会後針金(20)を住民が間恒

3街づ〈り白金総討会(2刊を住民が聞置

国つ〈りの会全修会問引を住民が問自E
4 
5街づ〈り町会情針金(23)を佳毘が聞置

5附いで耐湿に科f<加えと鹿歩道.街づ〈り町会につ

6-7 1出づ〈りの金横酎会(24)を住民が関陣

711百づ〈り町会横討会(2引を住民が聞置

rOl!liぐりの会主体会印刷を佳民tJ<閉Il!
111Uiつ〈りの会瞳討会(271を住民が間世

12筒づ〈り師会主体金印刷苦住民が閉置

12 
M暗4合tf侭肱道1歩住間商術研究所総合聾繍近障脱

12 
剛明会K.をm開造催住術研究所配合畳備近情説

平成9 111訂づ〈りの会主体会(291を住民が間曜

2111iつ〈り回会主師会(301を住民が聞置

211日づ〈り町会主体会(31)を住民が開擢

31iJiづ<'J(])会主体全日討を住民が間借

3IUi?(り白金主体金(33)を佳畏刑問班

間づ〈り町会憧討会(81に疹加 NH叫且さ炉実

|街づ〈りの会幹率舎に@加 |意志決定方法.要ll!由諸問

町づ〈り由会全体会【剖r=f>加 計画円即日彪由値制

街づ〈りの会幹司匹会に・6加 計画同町田範由倹討

1而づ〈り白金幹事会に移掴 計画同町田膨由棋酎

筒づ〈りの会主体会(10)に@加 街づ〈り計画(その1)決定

街づ<')白金主体会(11)に..加 街づ〈りE十圃(その1)修正・決定

1栴づ〈りの会主体会(121に4;加 Eへf星案提出/地区E十園に閉す品計図
地匪針盤原案説明会に多加

間づ〈り町会会俳傘写体会会ItzT，3 加 E主計スケジユ ルを明確に(NHK)

断づ〈り町 にf>加 'づ<')1十面{平田2スかJュ ル
附<K'Jサテパク(恒称}基本計画鏡定実務に参加

間づ〈り田士憧討会{14}に..加 要望.植制、歩行者呆亜箇(劫強会}

|術づ〈り岳会樟酎会(15)に砂加 |要望書構針

街づ〈りの会全体会(16】1二番長国 NHK脱明.1十函その 1憧II1l匹項

町づ〈り回全憧討会(17)に多加 通り田直繍'NHK町地培貫眼目前擁

l筒づ〈りの会植討会(18)1こ@加 |通りの盤偶'NHKO)柏崎貫時的措討

栴づ〈り町会接針金(19)に番多加 通り白亜偏'NHK白地埠貰同のまと的

街づ〈り町会後討会(20】に歩加 ピル皿ハス停広唱

!世iづ〈り卸会撞討会[引}に多加 要望書案(NHKゆ昆貫開L同上

街づ〈り回会主体会(22】に多加
|畳制備審につ制いて(州制曜夜眠)，岬多量

街づ〈りの会櫨討会(23)r~..掴 ピルI!l・ハス停広壇

付間違脅えと信歩道.間づ〈りの会についタウJ ハイツからの買問、践明

街づ〈り町会槙討会(24)1こ..加 通り岡部骨的先行聾帽について

出づ〈りの会植討会(25)に彰加 問よ

街づ〈り町会主体会(26)に参加 NHKI昆明、茜亜り恒

街づ〈り回全繊討会(27)に強会加 NHK脱明{エ革手噸]

街づ〈り回会主体会(28)1工事加 NHK説明[基本陸計3

陸送撞情研究所総会聾個近血説明会{NHK按明{基本Gltl

最珪枝術研究所詑合聾織近陣践明会に岡上

街づ〈り回全全体会(29)に@加 NHKiR明(昌弘本質針追加}

aiづ〈りの会主体会{却}に多加 NHK説明{基本Glt追加}

簡づ〈り町会全体会(3'1に多加 Itiljに討する要望について

|街づ(lJO)会合体~ ( 32 )に多加 計画に討する要望横討

!liづ〈りの会主体士【33)に多血 計画に封する要望倹剖
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付4.2 新東京国際空港(成田空港)建設事業

(1)事業の観要

(a)絡設の位置

成田空港は、成田市の東部にある三里塚を中心として、芝山町、多古町にかけて拡がっていて、北総台

地の中心部に位置している。北総台地i立、千葉県の北部にあって、県のiiii績の4分のlを占める広大な地

戚であるニの台地は、30万年にわたって堆積した火山灰を基礎として形成されている。

図付4.2.1 成田空港の位置
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(b)寵設の燐造

図f寸4.2.2 成田空港の構造

(c)事業の意義

19:;0年代の終わり頃から、東京の表玄関としての羽田空港の狭由主化、混雑が自立つようになってきて、

羽田空港の拡張か‘あるいは新しい国際空港の建設かということが話題になり始めていた。新東京国際空

港の設誼問題は、1961年頃から検討の対象となっていた。当時は羽田空港が日本で唯一の国際空港であっ

たが、 10年後には受容能力の限界に達すると予測され、検討が開始され、翌年政府はその必要を認めて、

新国際空港鐙設の方針を附議決定した。運輸省、はこれを受けて1963年には‘立地箇所は特定せずに「新

東京国際空港の具体的情想を発表した。これを契機に、地理的・空滅的条件に加えて利権問題がからみ、

予定地決定をめぐって、大騒動となった。

.'¥.114 

(d)、1>業の手続きフロー

図付4.2.3 本事業の手続フロー

(e)本研究の対象地区について

新東京国際空港予定地となった三里塚は、北総台地と呼ばれる丘陵地帯のほぼ中心に位置し、街l料牧場

と県有林であり、残りの三分のこの大半は戦後入植した開街地であった。しかし、成田空港問題として初

年にわたり大きな社会問題となった地主主は、生活に大きな障害を与える騒音地域も含むさらに広範囲なも

のて'あったQ

(り事業の経純

新国際空港の立地については、 1963年から1966年にかけて、関係省庁により、b、くつかの案がなされ

たが、足終的に緩ケ滑?と富里がその候補地として挙げられた。霞ケ捕がポーリング制査の結果、不適格で

あることがわかり、 1965年11月の閣議で、笥塁に内定した。ところが、地元町村議会はただちに反対決

議を行い‘地元住民を中心として‘富里・八街空港反対同盟が結成された。1966年に入って、反対運動は

激化の一途をたどり、自民党もついに富里衆を断念せざるをえなくなり、羽田の拡張、あるいは、木更津

とLサ代案が出されたが、L、ずれも主として航空官制lの技術的な観点から実現不可能であることがわかる。

そして、三里塚案が突如として、川島自民党副総裁から当時の友納知事に対して、自民党政調会の斡旋案

として提示されることになる。

附，G年7月4目、政府は閣総を開いて、新東京国際空港を三里塚に建設することを決定した。 こζに25
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年i二及ぶ成田空港問勉が生まれたわけであるが、この前すでに、日月羽目、地元住民は空港反対総決起

大会を開いて‘ 三里塚空港反対同盟を結成した。ついで、 7月2日には、芝山町空港反対同盟.多古町空

港反対同盟がそれぞれ抗議活動を行い.4日には成国市議会も三里塚空港設陸反対を決議した。

この土うな反対運動が展開されるなかで、 7月4日の閣議決定がなされたのであるが、政府は地元住民

に対して形式的な説明会合一回おこなったのみであった。

7月10日に(t、空港チ定用地内の三里塚農民と、騒音地域の芝山町農民との共同の反対運動が、三里

塚芝山迎合空港反対向姐として結集され、戸村一作氏がその委員長になった

7月初日には、芝山町議会も成田空港に反対する決議を採択し、また翌年には、反対同盟は成田市役

所iこ対して抗議を行う このように反対運動が高まるなか、政府は、 7月初日、新東京国際空港公団を

正式に発足させ、成田努総裁、今井栄文副総裁のもとに、成田空港の建段、そのために必要な用地の取得

を術館的lこ般し進めることになった。そのプロセスで、地元市町村のなかに、空港建設賛成の議会決議を

お二なうところも出てきた。9月8日には、芝山町の条件賛成派農民1:31人がmまって、 f成田空港対策
部絡協議会」が発足u さらに、 9月19日には、成岡市の農民24人による f成田国際空港条件闘争連盟J

も発足して、県に対する陳情、公団との用地取得イilfi格の交渉を始めていった。

一方、反対同盟は、共産党、社会党などの政党、労働組合を始めとして、多くの支援団体の協力を得て.

活発に反対運動を展開していった。

196i年に入ると、条件賛成派と公団との問に、用地取得のための会合が何度かもたれ、また、公団およ

び県農業開発公社によるiHI)金活動も盛んにおこなわれはじめた。8月19目、公団は県知事にあてて、用

地内立ち入。担1)量の通知書を送り、 21日、県知事はその旨、県知事私邸前での連日 50人の坐り込み、茨

地闘争本部の設置、現地パトローノレ隊の結成などである。

条件派農民はつぎつぎに立ち入り測量、査定を受入れていったが、他方では、反対同盟の阻止活動もエ

スカレートしていった。公団は機動隊と一体となって反対同質の活動を制約し‘戒厳令布告と同じ様な状

況が地元を支配することになった。1968年に入ってますます高まりをみせていった空港反対闘争によって、

公団による空港用地質収は大幅におくれていった。

この騒然とした状況のなかで、 1969年9月13目、公団は、建波大臣lこ、土地収用法にもとづく事業認

定の申請を鑓出した。飛行場は収用法第三粂が規定する「土地を収用する二とができる公共の利用となる

事業』の一つ土して認められておりJ事業のために土地を収用しようとするときは、事業の認定を受けな

ければならないパ第十六条)と規定されている。事業認定の告示がなされると、該当する土地の所有者は、

任意に土地を公団に売却するか、強制収用の適用を受けるかとし、う選択肢しか残されなくなってしまう

事業認定の告示によって公団は、土地・物件の調査を行う権限を取得し、起築地の範囲、所有関係を降定

して、裁決申請、明波裁決の申立をおこなう緩和lを取得することになった

土地収用法に基づく強制代執行は、第一次が1971年2月22日から 3月品目にかけて、第二次は、 9月

16日から20日にかけておこなわれた。この2固にわたった代執行に対して、反対同盟の農民たちと支援
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の諸団体とによる抵抗はきわめてきびしく、公団、被動隊とは:fしく戦い合った。そのため、多欽の負傷

者がでたが、とくに、第二次代執行のさいには3人の警官が死亡した。1971年の第一次・第二次代執行は

第一期空港予定地、具体的にはA滑走路予定地の障害除去を具体的な困綴として強制執行されたわけであ

るが、アプローチ・エリアiこは手をつけなかった。反対同盟はその南側アフローチ・エリア、具体的には

芝山町岩山に妨害措置として大鉄広を作る計画を立てた。第一次代執行が実施されたこヶ月後の5月12日

には高さ30.8mの第一量生擦が建設された。翌1972年に入ると同じ岩山に第二鉄熔勉設が進められた。

空港関港は当初 1972年、ついで1973年と計画されていたが、燃料輸送問J.11jなどで遅れ、 1977年1月、

1面倒首栂は1977年内開港をめざし、諸問勉の解決を図るよう提示した。運輸省は、鉄事苔除去のために、仮

処分申訪を極絡に行い、執行に先立って千楽県警本部は航空法違反容疑で現場検証を行う等の行動を取り、

仮処分執行は同盟の虚をつく形で1977年5月5臼の朝8時すぎに行われた

二れを知った反対同盟は激怒し、 8目、撤去抗議集会と激しいデモを行い、機動隊と衝突し、逮捕者・

負傷者多数を出した。また、反対同盟は 1977年12月に岩山要塞の建設に着手し、さらに1978年に入っ

て二期工事の日滑走路の南アプローチ・エリアの機織に要塞の建設を開始し、 2月にはこの綴織要望基に

20mの欽浴建設を始めた。

開港を4日後iこ控えた1978年3月26日には、反対同盟は開港阻止8日間闘争開始を宣言し、 1万人を

集めて開港阻止総決起集会を開き‘多発ゲリラ闘争を展開した。その一翼をl1l.った第四インターなどは、

警備のfj[をついて富市1)搭に突入に、宮制室を占処し、室内の機器類を徹底的に磁綴した。しかし、政府も

この事態に敏速に対応した。政府は取り急ぎ議員立法としてf新東京国際空港の安全確保に関する緊急権

置法、し、わゆる『成田新法Jを公布、施行した。成田新法は、公布3日後の5月16日には木の綾団結小

屋と岩山団結小屋に適用され、使用禁止例が出された。中核派などの「過激派jは成田新法の適用に強く

抗議し、飛朔弾、放火などによるゲリラ事件を展開した。

1978年5月初日、成回空港は一期工事、滑走路一本という物理的欠陥をもったまま、さらに 1万人を

経える機動隊と頑丈な鉄条網に図まれた治安的にも重大な欠陥をもったまま部分開港とb、う遮びとなったe

その問には、官制培の磁波、占拠という異常事態も発生し、さらに、全国的な次元での反対運動が大きな

高まりをみせていた。このどきすでに、二期工事のスケジューノレが進められ、地元の農民の聞に大きな不

安が拡がりつつあった。

この主うな状況のなかで、話し合いによって成田空港問題の解決をはかろうという動きがさまぎまな形

で、さまざまなルートを通じて、活発におこなわれていた。そのいずれもが結局失敗に終わってしまった。

1979年、反対同盟の委員長戸村一作が亡くなり、反対同盟の統一に打慾を与えた。戸村の死の3年後、北

原派と熱田派の分裂があり、北原派も 1987年に、政治路線の遂b、から分裂し、小川|派が成立した.

1990年代に入札空港問題の事態の混迷の打開を模索する動きがさまざまに見られる傑になった。こう

した動きの中で、地域仮興連絡協議会が発足し、関係主体との協力の中で、シンポジウムを開催し、問題

解決のための一歩を築いた。このシンポジウムは続く円卓会議を通して1994年まで続けられた。

Al.l7 



(耳)当事業の住民関与の手続きを規定している法律

[航空法第ぬ灸]

航空法は‘飛行場の設置の許可に係る審査を行う場合には、公聴会を聞き当該飛行場の設置に闘し利害

関係を有する者の意見を聞くこととしている。

[土地収用法第2条]

公共の利益となる事業の用に供するため土地を必要とする場合において、その土地を当該事業の用に供

することが土地の利用上適切且つ合理的であるときは、この法律の定めるところにより、これを収用し、

又は使用することができる。

[成田新法(新東京国際空港の安全確保に関する緊急措置法)第一粂]

この法律は、新東京国際空港及びその周辺において暴力主義的破嬢活動が行われている最近の異常事態

にかんがみ、当分の問、新東京国際空港若しくはその機能に関連する施設の設置若しくはその周辺におけ

る航空機の航行を妨害する暴力主義的破援活動を防止するため、その活動の用に供される工作物の使用の

祭止等の措置を定め、もって新東京国際空港及びその機能に関連する施設の設置及び管理の安全の碓保を

図るとともに、航空の安全に資することを目的とする。

(h)事業の関係、主体

(2)各関係主体の特質

(a)事業者

(b)地方自治体

A1l8 

(c)住民団体
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(・:3)各関係主体の協議経過

本事業における関係主体聞の交渉プロセスの様子は図付4.2，4、図付4.2.5に示すとおりである。

選 槍省 ・空港公 団

1962 I 空港建設閣議決定
63 1 千葉県内案

関係市町村

千葉県知事、合意

64 
反対派血判状提出

反対派、知事室舌L入デモ65 I 空港を富里に内定

富里案断念

反対同盟結成
一坪運動開始

67 

F 叩…"“ -..1白町民 一一一一… ベ ー一 同盟、銃議 一一

l …一… "…ーし『日第二鳳食尽説明白会・… L_……一……日目j
|県市町村議会、決議白紙撤回

1一一……・ “ _J， _一主主聴会但白

運繍省工事実1也計画認可 反対運動激化

1967 I用地内立入測量の通知
用地内立入測量の告示

外郭測量阻止闘争開始外郭測量開始

68 1 百日調査開始

69 1 :事業認定申請・告示

阻止闘争開始

一坪運動の登記完了

ホ'-1)ンゲ調査阻止闘争開始

工事用道路阻止闘争

阻止闘争開始70 1立入調査実施

第一次収用裁決の申請

71 I第次代執行

721 第二次代執行

闘争準備を開始

鉄港建設

阻止闘争

第2鉄港建設

傍聴、会場混舌L

図{寸4，2.4 成田空港建設事業における関係主体の協議経過1
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運輸省・空港公 団 関係市町村 反対住民

反対運動ピークに

抗議集会

供用開始日の告示

デモ

( 1978.3.30 ) 
ゲリラ等

第2鉄I菩撤去 管制塔占惚・破壊

開港日延期
(1978.5.20 ) (局地化)

成田新法公布 統謎行動

新東京国際空港開港 阻止闘争

水面下で話し合い開始 水面下で話し合い開始

云盃福間半十が水面下の交渉査墾道

-..!務Lr ¥、
交渉決裂

同盟分裂へ

反対同lllt、分裂
熱田派→-t平運動

二期工事早期着工合意 4 日二期工事時着工合意
北原派→ゲリラ活動

北原派分裂

話し合いの気運高まる 話し合いの気運高まる

成田空陸問題シンポジウム・円卓1主議開催

7s 
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図付4.2，5 成田空港建訟~業における関係主体の協議経過2
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表付4.2.1 成田空港建設事業における関係主体の行動
51 14 自表党川島副総援木更部沖再調査をIti積e
理大臣に慢寮 e理も7承

51 16 友相千葉県知辱 .Jll易構懇の"，i!:~盆薬局後
討を倣E

51 18 
冨聖.}¥魯空港亙対間盟.抱不気韮動{
初マン毛ス盆Ii!運動開始}

.， ， 川島副総震白昼食政綱金交通部会で却に吏

]'1:;中灘穐追を強調

" ， 
平3賀県空港踊萱宣‘ 箆窓薬について後

61 17 。拘置騎文臣‘箆畏党川島制民混と会見.ヨド
i!:i.妥協眼空管制よ由民点と喜志。心から量箆

総副で鐙あ忽るはた友め軸不千適援当県と担縛感密に韮閉婚自大夕臣刻の./銀11I管-

l!'担明さらに自民党政繍金受i!8il会の隠錠
賓として=霊啄に宜浴'!'I茎t呈することを鋭明

61 21 伝<pい宇?1壷と繍担大者臣会r見F斤空港'"富里ー八街以外にl手

61 22 住阪総理AEL友制手護保問.と泊施‘空港 4ξ踊総理'"臣.友輔千葉原知軍と也Ii..空港

面扮査Iii;t;OJ半分以下とし.下健闘絢ulla 面積菅原案の半分以下とし.下総櫛絢後JII及
びその間迎の県有企包苦中心に民有地面積をE びその周辺の保有絡を中心に民布地面績を

砲して渥虫ずるこどで予lUI位協力を要l' E帽して建世することで子葉県に温カを宣言師

51 25 友柏手袋県知..属愈成菌市長lニ新空港隆
位協力を寮館

61 28 
三塁X軍縮図陣空港位置反対同盟騎馬E富山
中全両会において懸空港亙対総決起大会開鍵

61 29 軍備省ー 塁稼の減空港匝置t十副 ー発表
51 30 軍陣寄‘千葉県庁保袋ホ "で続空港脱閉会

軍隙省.子l!l県斤県民ホルで紛空港説明会

開催
間世

61 30 
芝山町空港反対同盟轄成

11 2 政府2主U千束911‘補償対漢について合意.友
相手2阜県知事=里塚;s.T示

" ， 
11庁車京国陣空港(])包置Z主回線機について」と
'Ifi東京国際空港位量決定に伴うIli!震に1、
てJ間施決定

" ， 
千3震保組会 z里忽宜港建監理輩記畏i置率J壱
可決

11 • 段図市揖会f三思疎空港鍵位直対2実施系j菅

可決

11 6 'f'lUI‘国際空港符製所 置

11 20 芝山町擁会rlii図.l!:身義組に強〈底討する決
路実Iを可決

11 1 新東烹園田空港公団まま括行

71 30 智正東京国際空港公団陸立.初代認ll.にIii図
努拡fま

" ， 
Iii包帯揖会.空港匝置亘書可決1i174~白蛇
l依田.IB遣山地区軍出随員6人I~欠席

81 22 
三星写王山連合E浴車対閏盟符成(p材 作
釜員畏}

81 24 平葉県空港羽匝所の若月所長舷地問の

飢伎民に対し代省地1;11霞T歩につき1町5&
を織E賞する怠どとI!る

81 25 
'"件漁のliia空 貨側蒐沼会が E

al 21 
三星写芝山連合空港亙討同盟. 岬亜働集

有地金記を開始

81 31 Z里塚田直対住民的8凹人.置鎗省に抗経
里塚のE対住民 8曲人;!Jjo省に節調

91 30 E港公団.地元住民に対して~1図説明会.
空港公団.地元住民に討して第1由民明会

地罰則買~，置絡専をl見明 地~~/買収価倦等を雌明

121 12 大11軍縮大臣宜港公団に基本計画(平行滑
袋路2'区‘繍恩I!li骨走路'r-本)酎旨示

121 13 空港公団.新東京国眠宜港工厚実施計画E
可をI!lIJ

121 16 
エ里潔芝山連合空透反針同盟‘夫紳必圏師

'"屡{現地闘争本側}建睦〈以往.問失望予・天

日向・3使鈴・'"の率直寄逐次混血}

121 27 王山町1a会.空港腫置正対決泌を白紙梅田

【町畏(])!努聡認められず〉

1967 11 10 運航省.tI東京園田空港工.葉信!t笛に係る
ェlIl'友之山連合空港E対同盟3回人は空港

公総会開健
絶対圧斜jを叫んで公聴会入鳴を夜来軍繍

省側のa厳重な容認由。で場外マイクで傍聴

11 20 空落理祖描公団‘手震保の仲介で成図空港対実関 空港公団.千l!l県田仲介で成宙空湾対隻齢
空港公団司子第県の仲介で民主包空港対策8il

会と初会合郎落Wo.代借地問U.用 言書1s縮会と初会合.卸Ji:m代u地問姐、閉 訴事餓1.会と初会合司筒1琢協‘代留地問阻.問
地買収価格努の早期解決を要望 地買狙価格専の早期解決菅要望 地買収la格帯の早期解決を獲量

11 21 
王山町...対同盟.空港貧民Z添町騒会I逼i員，.
人目リコール運動菅完7.同町軍管に担邑
4，22-24i!管葺員静世で審査中断.リコール
署名怠に浮〈

1I 23 韮崎省、iii東京理問空港工事実鐙計画を毘司
31 2 昼里村沼会軍港睦置亙対決Jiiを自甑i母国

(これにより市町材組会由車対1;1.皆烈となる〉

31 6 
成密宜港対策地結香会 E 
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41 20 aだ足J立t磁中気間研・8究佳会作lR厳Z東京国際空港'.<1'4学舗

41 22 ー凪Ii芝山連合空港反対関盟r娠1l1，港エ写実
施計画U!可処分.，，;荷崩*の訴IOJを現京Iflll
に3是組

91 20 M奇走阻止量工事 工
101 5 ェ霊峰芝山選会堅調岳民剣11111.道'量的私寸t

リンゲ調査阻止剖争l二λる

111 12 
エ事用週略阻止闘争、 戸科量員長lまか'3名
>Il畑

箇，.大権軍縮^f:!.~旨特派2団'"・Fと金且三盆将軍 ス.1湿崎"'"'.魚体~2団体事合会且=.1\'"
芝山ヨE含空調陸軍調11111銑鼠符動ー東四.1<<図 芝山連合空港底調倒盟銑11朽動京成Iil.a
原をolll 駅を占拠

.， この頃.松長樹党の反剣遷刷における指轟惚

r.lu表面化

" ， 
友納平案県知恵.個人の立渇としての戸村鐙 ま鵬干lI!県知事.信人の立場としての戸村重

民震と芳lIl! 員長と拘鶴

111 16 111金省.室3堅金子回提出の厳軍京国側否認調fll
段現'#.の，，;oU!定を告示

121 20 官岳 写毛怯 ;tfil_ 
断御ね

'910 11 ， 
三鹿':1'芝山iI会空調E反封筒盟.窓港公恩の
立λ測量に備えて天浪・制労野の各担鎗小畠
にパリケード構蹟

21 19 土地収周涯に轟づく駕 T次立入絹査実施(514

71 21 還蛾省1:斬:0:京国信事室調陸極陸実S竃2民"の&
置をM級決定

dl 15 
録=lt変遷S反芝山対g乎EE曾E空IIC調s座毛反胸対会組問盤{ぬ'"回星}攻と鮪『三図昆

tl空港III傍.強行測量実カ腿4上平初舞金J~
問僧 この筒少年行動憶が鎗成される

81 16 =製1:1'芝山事会空港反対同盟fあらゆる畏笠
努力との共倒jを億Il!三派茶会学還の支湿
絡まる

81 21 友納千lI!県知事.エ地取用語に轟づき.空港

公団の事星誕慣のための土地立入制量通知

-':20'::， 930-102賓a:x."14'11 18寓4
次.1973引 0-11軍5;:欠}

21 19 一昆..，芝山iI省空港厄拘開=~I<:た~倒立
λ調牽に向lす悶盟休後を含む奪還震詑ぐるみの
闘争を組む(-20)(以11.102"'-揖5次の附
それぞれ組立闘争を鍾鰻3

31 3 空港公団.千IltJil.起用費負金に討し努""収 111港公図‘干葉県収用委員会に対し."次収

F梶位決f権利忠1・‘司闘温し?を:;011 用・till<権利Il筒.明遣し》を寧踊

31 13 
三思慮芝山返倉霊iI!&宮崎伺:!.."'I!:lll
，同繍求訴鉛

JJ 28 原J[京国際空調E周辺霊儲のための置の財政

を公望号

101 J Iil.図総滋Ilff.空港公団W;2fUl!劃こd守勢集
文程修

布上g.x施寺行別措置に闘する祭律【戚固持剣法3公

31 30 自治省fil_国持財;去にa色づき空港周辺地取量

101 10 童話:0:1;[国偲寄港境界車問問問{いわゆる外
お剥.，妥結

101 10 』里塚芝山連合空港反対同:!.外開測阻阻

立闘争をm聞

101 21 aBEh連件 t絡~l協e組fil_の会芝を結山成町の7団体.芝山町空港対

備計画を決定

41 25 腕..ミナ)l.t::JI.也 九工事 ヱ
61 12 午現る審操理服開用始量員会ー 10''''収用量H員事情に

g盟奪、同J:l体絞を実三路星」jZ芝拘山}。道00倉名空が港自m反11!対.会同

71 • エロン埋設I'"着工
111 104 

愛今ヲ員キ長1lil、E否公e団a・総5‘包料.開̂副fEa置a峨aE3RUE盛とE尖覧会に【戸剣純
81百聞!Ho鍵}

" . ~調査醤1119:工事着工

91 30 
=藍Il芝山連合空港反対伺盟、'医3次強制立
入剥置阻止闘争で.霞夜等を駆使

111 I冒
とス金織t置a鮪飽2R33Eを'1皐u刻属現亀訪問‘戸村~ I署長事事 "'11遭耐火臣.早織現地訪問.P利¥!i員長著

と会m、t昆カを要1.
111 2.9 初の用 賀段銀約輯隠 の用..I!>&契鍋銘

121 15 
-mE3Eg鍾芝と介山入事量会IJ安s寿aす康る対旨聞の盟声.観自音ヨ伝完災褒盆jt

101 B 空道管理ピ'"謹曾工事着工

111 " 
空港公団.新東京国障室理事1制旭訟草案に
ついて持宣公茶事実の盟宜を申踊

121 11 H庫県.空港銅侵害笠活安定翼金の実付け
1I.び剃手鍋絡会制皮を処E

121 21 飽騎笥薫京宙開E空連関係限鎌凶絡会.司荷ヨ医
京国際安調UII軍事累計画を決定

121 26 霊擢公団.笥御料壇場鼠訟エ事着工t絹"''''
高担沢地区}

121 25 空理岡崎泊施控誌誼工事着工

121 26 H<III収用委員会ー ~1.:x収用思決@踊分
に対する眼用銀訣《催~IIl縄の隣鎖及び司R遮
しl])期限1.971.1)1)

195& 21 26 .=.mJi乏由連合空港反対同盟主Jで催三の派「案三全盟会専幹
空趣実力紛砕寝泊総決起照会

事と...~憶が衝突

'1 ， 1liil!公団.魚体.~.ð田..と同地売濠Uこ係る 空理公園祭件派.団体と，"Iil莞;au:俣る
1[1・1ご踊Es.これにより空港用地民者熔の 1[.に調印.これにより空港用地長司陣地の

印刷日7h.1捷健1&当り姐'40万円ーその後 回咽臼'M)EI傑f反掛り信'40万円‘その偉

121 26 也t量省.雪野吏下震国原霊港Jl1"111金事案につ
いて特定公尖事否定I!:lを告示

1971 11 ， 
三Illf芝山連合空港反対同盟諸制題審対
..地II::~下t去を抱り始める

11 23 友納予lf{県知事戸将幸員長と代総行問題 友つい納て平金実銀県知前事却.は戸平村行豊鴎員長と代以行問題に
について会I!I.JaIllは平行線

自 153方向‘宅地宮00万円‘山幹原野刊5 国 153万円‘宅地200万円‘山特原野115
" ， 

冨港公団、子良県収用~員会に緊急Ui長の
万円に決定』 万肉に決定j 。立て

'11 18 老人行動慮、世糾技場の存続晋冨肉存ヘ誠踊

41 20 "'，愈禿混し聞!p:・2是出省的300包帯の窓屋
連軍立入掴蓋開始(いわゆる百8111蓋3

21 22 11<'次代執行
21 22 

=里1.1'芝山直合空港反対同盟.長制問盟'"
後・家着実!Ilぐるみで10''''代総行腿止闘争を

41 20 百 8111査に封しー=里塚芝山連合空毒血対同
盟.>l困の腿Jt符勘を鵬鈎

41 21 二塁寝芝山連合空港反対間盟 縛還動の

ttl2!H 

" 7 
空毒者十iIj~員 会.‘売買京国側医空港第 糊エ
事にお11る11;1金配置計画をまとめ.空港公団
に保管

101 1¥ 極関電再調医J;rlll瞭霊還期{寵t::調会 E毒周辺
笠債の財政?奇異4得:11去のil;t;ゑひ騒音1K!it
同の2相官官軍αhの土地を空理用地と同一価
時で買取りを後定

121 '1 空港公田.地抱省に到し文・で周!$l理収tlIヵ 受理公団.地権省t苅しJt・で潮崎賢駆凶カ
要I轟 '医師

問団 31 11 芝山町沼会主催の‘奇襲京国際空調陸線告会の 芝山町祖 会主催の街:0:京国際空理緑各会の

ErR①よ変.遷等学反同対町の長定，.患室を調EsEa対の町長に固まれ
庸2『去①のよ空‘告港奇示反同は対町しの長な窓はい思jEEをを港信Z反S昭E対・ずのをる町作民感②に土画Ifl家叙れ照を思量する②土地収用

訟の告示11Lfd:I.'Jを確盟・を作威

21 24 航空間火訟置工事着工

11 27 航空公団.C防注に忌づ〈学彼等の暗雷筋立
ヱ"''''111開始

31 11 平調実査県《平収和mのヨE塔民会嗣.多宇緊野急回電毎決小対屋S昆天培海の田現健地

'1、且'

31 25 空港公団‘ 3" ・6地点目地下11[を御去.一量
空港公団、3・4・6地点の地下坦を措置去，三里

1):芝山連合空港反対同盟‘阻止闘争を周健闘 t軍芝山混合軍港反対同盟.題止闘争を.!UII

51 12 に'星H寝，t芝量培山(，辺0EA合2室m趣Jを医摘封量同盟.芝山町岩山

51 28 積率翠蛾^"'三里塚芝山連合室iI!反対岡
，1'"還軸大臣.=lIli'芝山連合!l:l睦反対同

盟鈴簡と士筏 盟曾舗と金m

51 30 ri!.田市長に長谷川禄玄回転笹

61 12 子議県収用霊員会‘liIaU決の@立てに苅
するu決<t竃~IIl(需の'雪崩及び司肉遣しの剣畷
B121 

71 26 空港公団.規民泊配達港と治下濯を仮処分1こよ

31 31 号肉芝山町長.'初径

41 26" 芝山町長に手島孝 鼠径【安定交戚の手島

畢-279(，薫.!I:理震対的戸卦正国2日t黒〉
81 lB 下総凶糾往111閉lilit..=.IHi芝山連合空港

E対悶盟.紛僻闘争を展開
81 19 下総伽制欲'"聞'" 斬御将宅金111ヘ移伝開始
91 13 
港空調tEa公盤s団g畏土の地忠収実用既廷定にをa同s開づ純く紙買京交際空

91 19 工事用軍需姐位工事着工

り隊去

11 26 一鎗送里塚2奮と芝h山g下連t合EfE除去港旭反A対t闘同争盟を‘絡駒み野.鈴i主鹿婦畏

省・負傷者多数

81 18 丹山羽護締^"，.l<2次I~.. 行を輸に=里塚芝
還合<t~反対筒盟に会鶴岡P入れ

61 19 
に空市iI!岡公パ団.イパプライプインラのイン11ル19:ーにトつをい公で事i畠力千を票要市 に盟前理向公団パ.イパプライフイランのイン蝕J盤レにトつをい公て表出力干を裏要粛

61 211 
ー星壕芝山退会空港反対問 、会緩I~吾
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I 1 s 1186HIZ3山夜三.2r初星3Im足Z‘代a芝特a蝕施山符附t遷it含11豆s'コ諸 ".次-代相rl I山三死星亡ほ仲芝山間遁鈎含 F時 一.努2次昨代徹司子

3ss=ユ:i1みi;'~D.'~-~" ~I 五滋摘主，11.11省通量

ID |三ノ宮 EM晴間

着工

凡る

l'叩 1 1.重e多盈鰐律検 門 J宅以前

11913 

|つ特いた空I港と公E園省出会見r.~ 

1司書聖;I，i，a 

23 

ラ，イHンーーー ーー佐ー々 ・木・ー遣鎗ム，;1:・er:/~イ

k討守τすaるm冨ム組a密"，1.:.，.温棚E Fbこ実と2にEびつ鹿い島てか検ら

、2m5の0'"止'!I'R多日鼠轟例..凶1_'，.， ......"1/哩u 策守本竃三~子Z痢E布1・24EEE空曙港公団にパイフライン哩銭

;瞳叩
l画面面葺瓦

|芝山県知事 |芝山里初雪

軍-着h 工 ，J ‘岡民国

l凶" 窓港公園、

11975 

四 千ー爽ヲ=市Aτ畏，'，窓亭絡Z 幅パ修イプ司与ラ!~イ鋭ン

29 I ~I航空軍空削祭どす料る笛l定旨硲加還担の決愉定週

1;を7p承b田百四酬 。2受哀司け隆明入県知れ 望?号7ゑA n.2，実縄M県知れ

|鹿に魁島町偉絡会ι四 遂につ ζ夜間叫

二112伝場(d2.2Bm)を繍箆 芝山町岩山

IEI雇
s
対ト削附昼盟事.組二

S
刻
N
工事区

|三i.iJ脚<&芝治山易連会 . I~"t'三塁

E利侵良EERESB 2-hEa 

l'I liii民集s 会e を-開-催~ -_._._，.. ，-._.a宿縁関$

|同布 m、a，F1樋る告区民示 糞211
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き 盛刻苦定

51 26 l空港公団.34 官潟3室開泊

" 1 |方回針を公決団定.!I'. 
'"のm院を金重とする

.， ， 二島容主山連合空港反対問盟、飛行鴎止10
0日間闘@置冨

51 q: 32.の開港阻止闘争で火傷を負った鉱山..11
氏入院ヲ廷で死亡

61 26 議永軍陣大臣.戸村lU!l宅を問‘会阻 福永iJ崎大Il!.戸村~員長吾吾面閉会出
51 12 右パE去に11¥づ〈苔泊パイフライン11本計画音告

" ， 

一星Ji:芝山混合笠竜辰割問視の右flQ員長
代行間回行則自鼠畏.IUfOlIとの紘蘭下の訴
慣をのぐり.=，，，1:窓芝山還合空調隆康対側盤1二

a・衰を'"''

31 30 ー時買育園際空港について慎"量騒音区凪を指
定する告示

61 26 千露地盤.規山事件(J)付審判訓取を薫却

;1 24 
JUI芝山連合空港辰封筒1盟宵年行伽曙た
たかいの原Aから百11(J)田信を考える』免艦

I11 22 平I{I!I‘騒特sに轟づ〈続完京国際空港周辺
明白匝もおけるr伍空値騒音封昆益率万針Jを

示 決定
91 2a 持空港続可公団、石， 恐に1!¥づ<..me程臨変更。

101 16 三里塚王山還合空港反対関盟昨邸と沼圏内 ュ量!l!芝山連合宣怠反対同盟mi1と偶函肉
121 "1 油E持パイヲイン値段完成

1'21 16 
一星11芝山辺E含!l種底調同盟脅匁行Iil陽.
sx.1!:l紛砕の..判闘争とー崎商多亀有蔓lJJ

閣の道正到底官房副4長官が水萄下で胡めて 閣の道正"IJ官寓副長奮が水B値下で初めて を決定

の会I袋 の会阻

101 31 石パsに1!¥?(工・計画担司
111 24 

面z星下回11芝全面山t還三合担空当;是彦主正山割連問合盟空と政港府E側対で間水盟.
二塁11芝山連合空港置付問盟と政窮側で水
面下の会血三星写芝山連合空理反対岡盟。

成国宜港開園解決に向けたr![・(J!)Jを& 自主包空港開紐解決に向けた『賞寄{ヨ町』をi!I:

19113 '21 1'2 
中嶋婦、 押寓斉調ItJ:全面的に反対すると
声明

21 13 
ー星Z革芝山連合室iI反対岡盟;1::1:，"尖有;;
員会「尖宥還働組s・， r.亀有;U~の手引き』
寄を配布

府側に提示 府側に直示

12 1防ZEttf喜怒沼町JP回
1979 

" 
侃霊@薄下続事.iI霊験制度発足

" . ュ畢塚芝山退官空港底討同盟‘北原掃と艶罰

派に分裂

JI ， 窓辺公団.千葉県に民~æm*S J;t 県富，.峨 空遣公団.'1'1{9院に/I18!!l*事実【I'-'XIま場
竪信事星E園地区Eへの書加に伴う同車畢醤 箆信事実l!回唱区】への魯加に伴う同意書謹

出 出

大平向閣の加衛総 宮耳副長官.これまでの

睦"を引き綬'I!. 水面下での交渉を7~. 会
出苦行う ll!を行う

~ I 15 Z~ð，イラインエ・着工

" 6 
三星波王山連合空沼車対同盟と政府側で水 ~JIlII主山退会空港革対同盟と政府側で水

面下の会鶴、 /JI1i富田副長室.霞a南側修正事 面下の会臨‘m騎官房副長官、法府側修正案
を控示問時に竃鎗省に伺ヨ院の後討を依11 を提示岡崎に軍備省に間3震の倹約苦依'1

51 15 ニ里湾王山連合空港亙対間盟1;政府側で水 =-111:家主山連合空港亙対問盟と政府側で水

面下の金峰./JII事副長官とAJ(桂笹反対問盟 面下の会臨‘!JI1i副長官と島東住!iE&対伺E
a・2正局次長との閉で『二期工'"を~隠し話し倉 -続島次長との間で「二期"' '''を~鯖し括し会
いで解決すること.土地収用涯に毒づくー切の いで解決するζι土槍収用涯に11¥づ(-ilJo
強指発動苦し怠いJOIの肉容を含む〈宜・〉 3去裕多量動をしf.i L'J~田肉容を含む〈宜書〉

51 17 三且2家主山連合空港E珂問盟. 闘う思表jを
置起.'"田繍地区に辺怒用恩恵苦言霊睦開始

71 10 JjiJll京国臨空港について第1慢騒音巨援を福
定ずる告示

11 15 既~Jji聞観刊.::lllZ芝山連合空港反対間
盟と鼠府の水面下の~識について線道 官1
.;京般を条件.年どの見だし

11 15 R山壷陥;;:臣.ニ里lZ芝山連合空港E対同

51 28 軍港公由総盤に枚富公正ー径

" ) 指四街掃道の市ゲのリラパでイ全プ1ラAイ作ン業関連員2伸名英死民亡宿ー舎1ー名中重

61 18 
E..I!li芝山連合!l港反対伺盟恥図派.中4轟
浦のパイプラインゲ'Jラに到し批判声明

" ) 三塁，.，芝山iJ;合E港反対同盟酪回調‘，ィ
ライン俄繍阻止策会腕鑑

" . 本格パイプラインの供用開始.暫定愉送I;:.ae
に紛?

111 21 長谷川連陣大臣沼圏平裏¥1釦..1;庭園宜港 長谷川連時ス臣 ，召箆午1{探知事と成国霊

ー繍エ事皐誠実/11で含忽 iI=糊エ事皐刻禿民主で含~

121 '24 子睦寮塁県。首、針仮111空f侵決駁定奮対気込2広方針に丞づ〈絡

198111 " ) 本格パィライン値段完成
31 空港公団本沼、遇措誠に火長盟約される 空港公密志位、過泡派に:kl径".守される

31 17 
z量11芝山連合軍理反対同盟両訳、Z山町

I 1 4e1t，8I!3E別"R国山決也事認候件定で霊Ba筒3帽z客・Z訟22何5似閥事淘刺万均繍人怠家軍で?慮a脚""銃闘密棄の却
組舎のー刷工事阜制着工訣温に抗1&.4名i主

盟に隠し倉いによる解決由岬びかけ 71 19 芝山町村、池に眠空砲~イヤ片沼下. 諸下格件
71 19 a~1fi聞の*iIi下回交捗に関する記事で，a "停自

乱した三塁啄芝山連合空港E釣同盟‘屈し含
いを割巨苦 政府と回交渉の思案をも否定

91 16 全国島決起集会でz量11芝山連合空港直詞
問盟rm行阻止連月遅目闘争』を提家

JOI 11 園田場銑空自慢客敏1凹O万人達成
11 2 戸村 作一里塚芝山連合空港直剣同盟5陸自

121 28 
，起空a滑特港走2公走鰐車団北培1側13条震進に旗入中2用村2Et文にS遺2カ6テ就づゴ任〈リ白e E置布行間始

!l死去

1980 

寸E8g一寸司~ 
ュ且2家主山連合空港E調同盟f闘う民家jの
ー賓として.董留地且事国の自主畢1II!l備を

121 2 I航空鎗輿菅定繍i進出織曜を鼠宜鰹拘，ィプ

" 
'"梧F イ ライン供用問陥

91 2S 
成田用水直田地区工事聞陣‘=星塚芝出iJ;

含箆港反対岡II!聞旅.1A1慣行動制鈎

111 13 
術a'K党派による航E祭制F イブライJ也"
事件発生.i邑泊中止

111 21 "錨訟判!:!骨釆刑‘ 信俊10匁'.ど求刑
¥21 14 芝山町長.町級会認長国連車ヘニ糊エ事世

辺Eを要量

1985 31 6 ヨ臣官E鑑別e聖路発諭
41 12 発射弐火磁調による成厨空港民惨事件 笠

タ建前三ミ火髭慣によるot国軍 総 S特免生
51 19 

日比谷公園野外宮賓室で貰崎温判粒種コン

サート制鑓

91 15 
日比谷公金J(でll....判完全抑制をのざす
員い開情

ラ富イ田ン植民涜用定開拾の崎周("回目束事で}とする』
101 20 

=皇..，.山連合空港反対聞II!:ltD軍海集会
後.支温の傾1".党派が三星Z車交差'"付返

，.昌11 ， 1ジヱツト 決起S民会 で武装闘争を展開

" 3 
軍繍省 )寄への出

資担司

41 24 

三長芝軍とE山縮金写鼠省田航芝益{徐空山a・迎式局I!に合会盟航空社2震空世港の僅反立麟落刻限下同努物盟に対.つ総安い弁曇て航組員空会織局館} 

::1Il11芝山連合空港庄対同盟陪持銚宜局
長と金IlH'医薬担定的期限:0;についてlIi繍}

" 51 1": 
61 ) 王山町Iil畳遺筆、 頁符寺 郎自適 lェJIllZ

101 2'2 子襲割."‘ 東山車件霞家・!1I1民営で原告側
の踊京を曇却

101 '25 平実現‘園等へ温法端的埠温行局，:討する対 干嚢県、国専へ過諏誠の益準行al:対する

箆について要望書を慢出 対莞について要望・を器出

1986 51 15 空沼周辺面市町長{尿田市‘芝山町‘ 多吉町ー EZER製E置周7辺3eK市栄町町長下【厳総罰町布九‘ニ芝同山ヱ町.. 多促吉進町と、
富里町.文栄'"‘下崎町上ニ刷工事促進と

B'C;曹走路の騒音対苦itlT.ln:tllについて国審 B.cf骨走路の騒音対貨の蝕Ilについて国軍事
主山連合空港直対同盟右持続ー候織を摘 へ陵情ーを提出 へ陣情ーを提出

101 5 
三けに盟「理芝主山山結i里国合Jを空実港行亙対同E 芝山町民向 " 

'1'1寵県.関係i!l'"が行うA.e滑走路に犠e日
官区慣に棟まれた地単の住宅防音工事への

111 30 党Iil健会.一期工'"早期漕工をiI<随{以後遺

次周辺自治体等が=11!盟準決録音揖択

1952 21 6 三星11芝山還合空港革対間盟，雪辱行動降車
且をカにかえ腸剥をつかみとるためにJ先行

福助を駒鈎

" . 予uヶ谷医長会館で賓館..利支盟寅京3貴金
開催

101 4 千夏宅竃1頁時十牢時事件審判決
予亙雇il.J便局+'1'路'"件 憲判決

九128 A129 
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付録5 参考事修IJの簡略調査結果(第7章付録)

ここでは、第7章における事例鍛i査の予備調査の結果を、事業の概要・合意形成過程の特徴を整理する

ことで紹介する。

付 5.1 杉並区清掃工窃建設事業

(1)事業の綴要

杉並清掃工場は、1939年に一度杉並区西田町に都市計画決定されたが、その土地を1960年に公閣とし

て二重決定、 1966年に同じ杉並区内の高井戸に建設を抜き打ちで決定したために住民が反発したが、1967

年に都市計画決定がなされた。翌年に東京都は土地収用手続きを開始したが、住民側は測量阻止によって

抵抗，1971年にそれまで杉並区のゴミを受け入れてきた江東区が受け入れ反対を決議し、美濃部知事によ

り「ゴミ戦争宣言Jがなされた。

1972年に高井戸決定が棚上げになり、東京都・杉並区・住民代表による 「都区懇談会Jが発足し、再び

用地を高井戸に決定し、1973年に土地収用手続きが再開された。

1974年に東京地裁による和解勧告がなされ、住民側もこれを受諾。都・区・住民代表による協議会が設

置され、建設を協議しながらすすめ、 1982年lこ完成した。

(わ合意形成過程の特徴

(<1)杉並区に清掃工場を造らなければならない動機が、同じく東京都の住民である江東区の圧力であった点

(1))裁判所による翻停が行われた点

(ゆ当時としては珍しい住民代表の加わった「懇談会Jを発足させた点

(d)美濃部都知事による対話集会が行われた点

(3)考察

東京都がゴミのI自区内処理Jをすすめるきっかけになった事例て4あったが、用地のrt友き打ち決定J

が紛争を大きく拡大し、裁判所の調停なくしては合意が出来なかったと恩われる。

付5.2 武飯野市クリーンセンヲー(清婦工場)建設事業

(1)事業の概要

武凝野市では、清掃工場建設にあたり、当初市長が「用地選定は市民参加になじまないjとして用地を

一方的に決定。二れに住民が一斉に反発、市長が替わった後、市民委員会を設置して4候補地を対象に用

地選定の議論が行われ、当初の決定とは途う用地に決定した。
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(2)合意形成過程の特徴

住民と専門家のみに主って初成される市民委員会によって、一度決定された用地を選定し直した点

(:3)考察

この決定がうまくいった裳には、

(a)市民委員会による決定の期限が切られていて、それを超えると当初の決定i.!Iiりの用地に決定するという

条件があった

(b)偶然4つもの候補地が考えられた

という特殊事情があり、決定に際して「苦渋の決断J(市民委員会座長の談)であったことも考慮すると、

これが逆に市民参加による決定の限界を示している事例であったと言えよう

付5.3 豊島区清掃工渇建設事業

(1)事業の概要

豊島区清掃工場は、「自区内処理Jの原則に基づいて199]年の東京都情掃工場述設計画で建設が決定し

たもので、1998年の完成を予定していた。その後、地元住民から総殺の再検討を求める陳情・預願が多数

提出される中、東京都と豊島区は連絡協議会を設置し計画を進め、問93年に清掃工湯基本計画案が公表さ

れた。そして都 (5名)・区 (5名)・住民代表 (15名)による 「建設協議会Jが設経され、約3ヶ月に 1

度協議会を開催しながら手続きを進めた。

1994年に入札都市計画決定と環境影響評価(都条例に基づく)の手続きが予定通りに進められ、ゆ95

年9月に都市計画決定。着工の準備が護ったaしかし1996年 1月になって住民側から工事差し止めの仮

処分申請がなされ、現在は先行きが不透明な状況である。

施設は情掃工場本体と豊島区の廃熱利用施設などからなり、用地は 1企業の所有する私有地であった，

(2)合意形成過程の特徴

豊島区f青備工場は都市計画法及び東京都環境影響評価条例の対象事業であり、手続きにおいて住民が関

与する綴会もちゃんと設けられていた。また、当初から住民を含めた協議会を設置して話し合いを続けた

ため、大きな反対運動も起きなかった。地権者が1企業であったニとも大樹・かりな反対運動が起きなかっ

た理由の大きな一つである3

また、住民側の陳情・請願内容は、

(a)用地の決定が突然であったことへの反発

(b)リサイクJレを推進する風潮の中で焼却型の情掃工場を造ることへの反発

(c)環皮影響への不安

による主主設反対がほとんとaであった。
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(a)考察

計繭の公表時にほとんどの計画内容が決定済みであったことが住民の反発の原因であったまた、豊島

区都市計画地方審議会の議事録によれば、審議会の開催時には東京都に答申全出す日程が既に決定されて

いたとし、ぅ。当然、期限が切られた上での議論に対する住民側の疑念は強く、数々の異論が出る中で時間

切れで決定したt惑が否めな~'. 

地元{主回t表を加えた建設協議会を設置したことは評価するが、協議内容は事業者側の住民への説明と、

それに対する住民側の質問およびその回答に終止していた。また、この住民代表も、既存地主主組織(町会・

筒応街・リサイクノレ推進団体)の代表ばかりであり、実際に建設反対の陳情・諸願を提出している団体と

は震なっていない。これは住民団体側が参加をfe否したのか、行政側が参加を要部しなかったのかは不明

であるが、これでは行政組I1の言い訳のための協議会ととられでも仕方がある末い。

この事例は、条例化されて型どおりに行われた環境影響評価制度と、都市計画法に基づいた手続き通り

の手法が必ずしもうまく行かなかった例であると言えよう。

当事業においては、事業主体は東京都であるため、豊島区は還元施設があるから参加していただけであ

り、住民との調整役としての機能は来たされていなかった。

く主E絞協議会に代表参加した住民団体と陳情・誇願提出団体〉

I豊島区情婦工場建設協議会に代表が参加している住関且織名

豊島区町会連合会・豊島区清掃協力会・池袋東一町会・東池袋一丁目中央町会・西山町会・リサイデ

ノレ推進団体・商庖街

Z豊島区議会に陳情・請願を提出した住民団体名

池袋駅北地区再開発推進委員会・池袋ゴミ焼場新設反対連合・「焼却埋立型Jから「リサイクJレ型」へ

転換させる住民の会・豊島区21世紀会・豊島・住民参画を考える会・豊島区消締工場の建設に反対

する市民の会・豊島区ゴミ工場建設反対迎合・都知事にゴミ政策を提案する専門家会議

付5.4 西武鉄道連続立体交差化事業

(1)事業の概要

西武鉄道池袋線の桜台~練馬問及び中村橋~富士見台聞は、同鉄道により街が南北に分断され、また交

通渋滞の原因となっているために、東京都が連続立体交差化事業を行うことになった。

1971年に東京都が都市計画決定を行った後、地元住民から高架反対運動が起こり、地下化を求める声ぷ

あったが、可E業者側(東京都・線馬区・西武鉄道)は説明会や様々な住民団体との協議会 (23回)を開催

し忠商平を求めた。また、当事業は環境影響Z平価条例の対象事業でなかったが、1989年から自主的に環境影

響評価を行った。

当事業の推進を求めていたのは地元商J苫街が中心であり、同鉄道の踏切待ちの車による排気ガλで環境
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を著しく損なっていたため、地下化か高架化は必須であった。地下化については、1969年の運建協定によ

るr地下化をなるべくしなb、jとの方針があったことや、釈が地下にあると駅前前庖街の印象が薄くなる

二となどを君主由に商庖fti~こも異論があったことなどから、住民が断念」商事長化が地元に受け入れられた。

その結果、十分な環境対策を条件に、 1990年に桜台~練馬問、 1994年に中村備~富士見台が事業認可

され、工事に若手した。また当事業と同時に、練馬区の請願により新駅(練馬高野台駅)も設置された。

(2)合意形成過程の特徴

地主主のIDl!勉の解消と事業者の目的とが一致していた点

(:1)考察

地域の課題の解消と事業者の目的とが一致していたことが事業の推進を容易にしたと思われる。また‘

新車R設置について区の協力が得られたことも大きな婆因である。

付5.5 京滋バイパス建設事業

(1)事業の統要

京滋パイパスは‘滋賀県と京都府を結ぶ国道l号線のバイパスである。

1970年に建設が決定し候補Jレートが明らかになると、地元住民が専門家を含む団体を結成し、独自に環

君主影響調査を行い、反対の意思を表明した。地元の宇治市も住民の働きかけを受けて反対の意見書を提出。

また、当初京都府l:t賛成の立場をとっていたが、これも慎重派に転換した。

その後、建設省は宇治市議会の決定を無視する形でノレー トを決定したが、一部住民には社会基畿の整備

を条件に建設を推進する!lltJきも見られた。

1976年、宇治市は、環境影響評価を行うために市長の諮問機関としてf京盟主バイパス環境対策協議会j

を設置。建設省・日本道路公団もこれに協力し、市主導の環境影響評価が行われた。この手続きでは住民

も多数意見蓄を捻出し、その結果、一部計画を変更。最終的には「環境保全協定jを宇治市と道路公団の

問で締結し、着工に至った。

(2)合意形成過程の特徴

(a)住民側がまず自主的に環境影響調査を行ったこと

(b)都道府県単位でなく、市が環境影響評価を主導し建設省・公団がこれに協力したこと

(c)r環境保全対策に関する閣議決定(1972.6)J以前に環境影響評価の先例をつくったこと

。)考察

この事例では市が中心になって環1ft影響評価を行った点が画期的である‘また、主主設反対にこだわらず
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に甫当局を動かした根強L、住民運動も評価できる。

付 5.6 世田谷区都市計画マスタープラン作成事業

(1)事業の概要

世田谷区では、1990年の都市計画法改正によって市町村ごとのマスクープランの作成が義務づけられた

のを契機に、住民多加によるの都市盤備方針の見直しに取りかかった。世田谷区は街づくり条例によって

方針策定の際は「区民の意見を十分に反映するよう」定められており、この事業もそれに沿ったものとなっ

ている。二の結果、 「たたき台」に対して370illiの意見提案が行われた。

(2)合意形成過程の特徴

(代)者s市整備方針の「たたき台Jを販売し、パンフレツトの配布を行い、これに対する説明会を開催した点

(b)一般公若手による、 f区民提案セミナーjや「通信講座jの開催により、住民の区への鐙案を支援した点

(3)考察

これは住民に対して勉強会の開俄や情報の提供を行って、区当局とともに計画を作っていくという画期

的な方法である。しかし、ζの方法がうまくいくのは、具体性を帯びていなb、(少なくともすぐ建設が行

われるわけではない)7スタープランだからこそできるものであり、この方法がうまく行くかどうか九‘

今後を見なくてはわからないであろう

付5.7 北九州市河川改修事業

(1)事業の概要

北九州市では、 1989年に建設省の「ラブリバー制度Jの認定をうけた板綴川において、「教育に資する

川づくり」として沿川小学校・住民と共同で河川|環境整備事業を行った。ここでは‘地威からの姿盟で河

)11事業に地i或の声を反映させるため、沿川|小学校(3校)に働きかけ、 ワークショップ方式での整備方針

の策定を行ったo大滋小学校では‘子供たちの作った設計図をもとに事業化をおこなった。

(2)合意形成過程の特徴

河川E提筑墜備をするにあたって、地元の小学校およびそのPTAとb、う既存組織を利用することによっ

て住民参加を;w;践した点

(3)考察

住民の意向をくみ取ろうとしづ事業者の姿鋭、は好佃iできるが、「受若者Jのし、ない河川環境整備であるか

らこそできたことであり、特殊な例と言えよう。
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付 5.8 金沢市橋梁働け答え事業

(1)事業の概要

金沢市では、都市計画道路にかかっていて、観光地のシンボルでもある)fi六閣と金沢域社を結ぶ石川|檎

について、憾の老朽化と道路の拡幅に伴い架け替えを行うことになったaデザインの決定に当たって、日

つの案を提示。二れを2つに絞った時点で市民のアンケートを実施した。アンケート結果では、僅差でE

案に多く投票されたが、市ではアドパイザーの意見を受け、A案を主主用し、決定した。

(2)合意形成過程の特徴

複数の選択肢を提示してアンケー ト方式で住民の意向をくみ取ろうとした夜

(3)考察

アンケートを実施したにも関わらず住民の関心は低く、その上アンケート結呆に反して異なるデザイン

を事業者が選択したという点で、アンケートの位置づけがはっきりせず、形式だけの住民参加を行った例

と言える。
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付録6 数値シミュレーシヨンのプログラム(第8章の付録)

以下に示すのは、第B章において計算した交渉プロセスを再現する数値シミュレーションのプログ

ラムである。使用した言語は、 Fortran77て・ある。

progrllm negotlDtlon 

川 凶ger*4t"r 

integor* 4 nx(100).ny(1001.nzm(100).nzc(100) 

real*8 t¥.b，c，d，e.f，g.h.k， Ill.bm，ran 1，ran2，L，N，xlimit. 

1'eal‘8 x (1 00).y(100).z( 100).zm( 1 OO)，zc(l OO).xx( 100)，yγ(100) 
1'eol*8 xl，yl.zmLzcl 

1'eol会8alpha，beLa 

rpal*8 unifrd 

r..l*8 xj(flOO.100)，yj(500.1 00). zmj(500， 1 OO)，zcj (500.100) 

renl合8xjm(1001.yjm(lOO)，z凹jm(100).7.cjll1(100l

1'(:'.al"'8 e、:jm(1 OOl，eyjm( 100).ezll1jm (lOO).ezcj m(lOO) 

r.ol*S 11¥0xx(100)， l11oxy(100)， maxzm(lOO).m axzc(l 00) 

r0(11脅8minx(100)，mIny(100)，minzm(100)，minzc(100) 

open(J5.日le='para.dat.'，staLus:・old')
open(16，liIeゴrand2.dat.'，St.8LUS='old守)

open(17.me='resuh.d叫'，5凶tusゴunkno問、')

。p.n(18日le='r~~U I t.2. da l' .st.ntus:' u n known ') 

r..d(15.2000)a 

read(l5.2000)b 

l'eud(1ι2000)c 

".!ld(15，2000)d 
read(15，2000)e 

r.ad(l5.2000)1 

l'.ud(15.2000)g 

read(15.2000)h 

read(J5.2000)k 

re"d(l5，2000)m 

read(l5.2000)bm 

r.Ild(15，2000)N 

road(l5，2000)L 

read(152000)xl 

read(J5 2000)y 1 

read(15.2000)zm I 

rE'ad(J 5，2000)zcl 

re.d(15，2000)xli mIも

2000 fOI'l1¥凶(3X.F9.:l)

clo..(15) 
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do4001J;1500 

，(1);'1 

y(l);yl 

zm(1)=7.0l1 

2C(1)司c1

r:=2 

10∞nlinue 

Z(L) ; (zm('レ1)村C(レ1))/2.0

C z(t); zc(レ1)

c "(1) ;(y(レI)*y(t-I)-I)吋c匂(q'z(t)-blll)1

c 事 (2.0'(6.0九円*"(-bm*y(トI)+c会)'(t-l)*z(t)句(1.)))

日 (1);(y(I.-l)*)'(1・lト1)吋c匂c(t)'zc(t)苧bm)1

S (2. 0*(6 . 0*~1.1**O 5-bmちー(レ1)+c*)'(I.-I)'zc(t)会zc(む)))

if(xx(t).JI?xlimIt.) Lhen 

x，(l)=xlimit 

endif 

if(xx(t).le_O.O) Lhen 

'(L);O_OOOO 1 

el..if(，x(t).ge.I.O) then 
x(t);0.99999 

else-

x(I.)=日仏)

cndif 

主主(t);(1.-'(I)'，(t))吋'g*m*bm+官合k町l*bm匂(I.)-J"四台1og(1.+g'L)・
市f*k*1】戸log(1.+g*L)・z(I)+g・h台log(1.+m'L))1
&(2会(g常tlI合bm+6，*e*g合m"'N吋..0，5・g*m*bm*x(t)

&+宮"k*m*bu戸z(t)+

&6.'6台E会k量m*N*L“0.5'z(t)-g*k合m*bru合x(t)*z(t)ー
&('*11¥会log(1.+g倉L)+

& f*m叶og(1句脅し.)*x(t)-f*k*m*log(l埼*L)匂(も)+

& f'"k*m*lo以l句川、(t)・z(t)+g*ドlog(l.+m*L)
&-g合h'log(1.+m脅し)円(t)))

c yy(t) =(1.-X(l)'X(L))古川町01+官.k*m*bm*zm(t，)・J"m*log(l.+g脅し.)-

c S f*k*m*log{l.+g*L}合zm(t)+g*h'log(l.+凹脅し))1

c & (2会匂*m*hm+6*E'・百台m世Nペヘ官*m*blll*X(t.)+宮台k*m*bm"zm(t.)+

c & 6_*e*g*k合l1l"'N*t.*l.*zm(t)官*k*m*bm *x(t，)*Ztu (t.).fi'"m合log(1.+g*L)+

c & f*m会1og(I.+目*L)*x(t)-f*k*m*¥og(1.+g*L)合zm(も)+

c 品作k*m・log(l.+g*L)合X(I)*ZI11 (t)+g*h蜘log(l.+m*L)
c & -g*h*log(1.+凶*L)円(1)))

AJ40 

¥f(YY(L).le.O.O) lh.n 

)'(L);O.OOO 1 

.1..if(yY(L).ge.J.O) Lhen 

y(t);0.99999 

els(' 

Y(I.);YY(L) 

I.!nclif 

c wriw(へ勺 tX，y.ZIll.加-ぉ(L).y(I.).zm(t).ZC(L)

;JOOO fornH，t(6(偲 6.2x))

閉山1(16.1000)r 

1000 forntat(i8) 

riln l=unifrd(r) 

問 n2=unifl'd(l')

"lpho=2.0*(-Y(L) ')'(1)+ 1.0)・(-，(t)+l.O)
bl'lj.J=2.0吋-x(I)"(t)+I.O)合y(l)

zm(t); ((alpha+2.0)ー((.lph"+2.0)**2.0

&・8.0'alph.*ran 1 )"0.5)/(2.0合oll'ho)

zc(t)= ((beLo-2.0)+((2.0・b6La)“2.0
& +8.0'b.凶合同n2)“0.5)/(2.0'beta)

wrll.(17.3000) x(t).y(I}.zm(t).zc(t) 

ミ;j(j.t)=x(t)

幻(j.t);y(も)

zmiU.tFzm(t) 
-lCj(j.L)=ZC(I.) 

c 、、'I'itp(へつnml，I'un2
if(zm(も.).gL.ZC(L))then 

gOl.o 50 

E'lse 

も:=1+1

if(t ge.IOO) lh.n 

gOlo 40 

plse 

gOlo 10 

t'ndlf 

('udif 

C 

110 ¥¥'l"ite(台骨)'1， becomes over lOO!l' 

50 wd出(17_3001)j+ 1 

、vn同 (18.3001)， 
;~OO 1 form削(ド1)

A14J 



~ OO l contmuP 

c1osp(16) 

，，Josc，(l7) 

cJos.(lS) 

mw=Q 

op.n(20.m.='，伺u112_dst' ，St.8lus='un known') 

150 ..oad(20，3001.enu=151) mm 

Il1w;::mw-'-mm 

gOlo 150 

151、、nle(*会)，ool(m"，)/500.0 
clo..(20) 

002.10 kO=1，20 

1118又x(kO)=O.O

1118XY目、0)=00

maxzm(lの)=0.0

m抗日cO'O)=O.O

minx(kO)=I.O 

1Il!n主(kO)=['O

minzm(kO)=l.O 

minzcO，日)=1.0

240∞川inu('t

do 250 k= 1，500 

do 260 k2= 1.20 

I町、j(k，k2).go0.0) lhen 
nx(k2)司 x(k2)+1 

ミ:jm(k2)=切削除2)+xj(k，k2)

if(xj(k，k2).II.minx(k2)) then 

minx(k2)=xj(k，k2) 

.1向・

minx(k2)=minx(k2) 

endif 

if(11I.，，(k2).1I .xj(k.1、2))then 
maxx(k2)=.、j(k.k2)

elsE' 

l1ulxx(k2)=maxx(k2) 

ondif 

。ndif

iI'6'J(k，k2).na.0.O) I.hol1 

ny0<2)=I1)'(k2)+ 1 

)1Jll (k2)=YJ m(k立)+yj(k.k2)

lf(miny(k2)，gl.yj(k守k2))Ihen 

UlJny(k2)守J作 k2)

endif 

， r(maxy(k2).II..)j(k.k2))もhen
rna巧(k2)可j(k.k2)

t'ndif 

f1ndlf 

if(zmj(k.k2).oc).0.0) then 

nzm(k2)=nzm(k2)+ 1 

zI1¥Jm(k2)=ZUljm(k2)+zmj(k，k2) 

If(minzm(k2).gl..7.ll1j(k，k2)) lhcn 

minzm(k2)=ZOlj(k，k2) 

ondif 

if(lllaxzm(k2).lt.zmj(k，k2)) Lh.n 

U¥axzm(k2)=ZOlj(k.k2) 

.ndif 

endif 

if(zcj(k，k2).n..0.0) then 

nzc(k2)=nzc(k2)+ 1 

ZCj m(k2)=zcj m(k2)+zcj(k.I<2) 

，f(minzc(k2).gt.z句作.k2))then 
minzc(k2)司句作，k2)

endif 

if(moxzc(k2).lt.zcj(k，k2)) lhen 

回出zc(k2)=zcj(k.k2)

f'ndlf 

end，f 

26日 continue

250 cont.in1l6 

ope n (21， [j le='resl1lt3，dat' ，st a t u ~=' 11 n kn Qwn ') 

do 270 111=2，20 

if(nx(m).no.O) lhen 

if(ny(m).ne.O) lhen 

lf(nZIl1(m).ne.O) Lhen 

if(nzc(m).ne.O) Ihen 

exjm(m)=xjm(則)/r.ol(nx(m))

eyjm(m)=yjm(m)/real(ny(m)) 

。zmjm(m)=zmjm(ru)/real(nzm(m))
ezcj 111 (m)=7.cj m(Ill)/l'cal (nzc(m)) 

wr".(21.500 1) exjm(m)，e幻m(m)，ezmjm(m)，ezcjm(m)

、Vl山 (21.5001)exjlll(m)，cyjm(m) 
¥¥'..il.(>(21.5001) eミjm(m).lllinx(m)，1U8xx(m)，町四l(m)，miny(m)，m.xy(m)

。ndif
f'nd.if 

pndlf 



刷、d，r
500 l fonn叫 (6(186.1x11

2iυ ∞nllnu(' 

010..(21) 

stop 

(~nrl 

r('nl*8 functlon umfrd(i) 

1D 1~ger.-J I，C，l30 

l'eill"'S I1lU 

p~lra出e ' er (I=843314861.c=.153816693，む30=2合台30

& mu==2.0・脅31)

r=l*l+e 

if(i.lt.Q) lhen 

戸 (i+L30)+t30

endi! 

¥Inifrd=re柑l(i)/l1ltl

('nd 




